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安全上の重要事項
製品の運転操作、保守整備、修理時に発生する事故の多くは、基本的なルールや注意事項を守らな
かったことが原因となっています。事故の多くは、事前に危険な状態を確認することによって、未然
に防ぐことができます。作業者は事前に危険な状況に対し警戒しなければなりません。作業を適切に
行うためには、必要な訓練を受け、技能を身に付け、また適切な工具を使用する必要があります。

不適切な製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理を行うことは危険であり、その結果、重傷事故や死
亡事故を起こすおそれがあります。

本製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理に関する情報を熟読して理解するまでは、それらの作
業を行わないでください。

本取扱説明書および製品には、安全に関する注意事項および警告が記されています。これらに留意し
ないと，作業者自身または周囲の人たちが重傷事故や死亡事故を起こすおそれがあります。

危険に対しては、“警戒マーク”で表示されており、それに続いて“危険”、“警戒”“注意”の“標識”で表示し
ています。 警戒マークの“警告”ラベルを次に示します。

この警告記号は、次のような意味を表しています。

注意！ 危険防止！ あなたの安全に関わります。

この警告の下に表示されるメッセージは該当する危険について説明するもので、文字または図
で表されます。

製品を損傷するおそれのある運転操作については、製品上および本書内で“注記”ラベルにより明示され
る箇所にリストアップされています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

Perkins社では、すべての危険な状況を完全に予測することはできません。従って、本書および製品
に添付したラベルに記載されている警告内容は、必ずしもすべての状況を想定しているわけではあり
ません。作業場所特有の規則や諸注意等、その使用場所で本製品を運転する際に適用されるすべて
の安全上の規則や諸注意に関して考慮したと確信できない場合は、本書の記載と異なる方法で本製
品を使用しないでください。Perkins社で推奨していない工具、手順、作業方法、操作技術を使
用する場合は、それが作業者自身および他の人々に対する安全を自らの責任で確認する必要があり
ます。 また、実施する運転操作、潤滑、保守整備、修理により、本製品が損傷したり、または安
全性が損なわれたりしないことも、確認する必要があります。

本書の説明、仕様およびイラストは、本書を作成した時点での最新情報に基づいています。これら
の仕様、締付けトルク、作動圧、測定値、調整値、イラストなどは予告なく変更されることがあり
ます。 また変更された内容によっては、整備作業に影響を与えることがあります。 作業を始める
ときは必ず、最新情報を確認し充分に内容を理解してから実施してください。 最新情報はPerkins
特約販売店で入手できます。

本製品に交換部品が必要になった場合は、Perkins
では、Perkins 製の部品またはそれに相当する仕様（寸
法、タイプ、強度、材質をいいますが、これに限
定されません）の部品を使用することを推奨して
います。

この警告を守らないと、早期故障、製品の損傷、
重傷事故または死亡事故を起こすおそれがありま
す。

米国では、排ガス規制装置や排ガス規制システムの保守整備、交換、または修理を、修理業者または
所有者が選定した個人が実施する場合があります。
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ははじじめめにに

本書に関する情報
本書には，安全および操作上の指示，潤滑およ
び整備についての情報が記載されている。本書
は，エンジンエリア近辺に設けたドキュメント
用のホルダまたは収納エリアに保管しておくこ
と。本書については，内容に目を通してその意
味を理解するとともに，エンジン関連の情報や
書類と一緒に保管しておく必要がある。

基本的にPerkins からの刊行物は英語で記述さ
れている。英語の使用は，他言語への翻訳およ
び一貫性の維持を簡単化するためである。

掲載した一部の写真やイラストについては，そ
こに示されている細部やアタッチメントが実際
に使用されるエンジンとは異なっている場合も
ある。説明上の便宜から，保護装置やカバーが
図中に示されていない場合もある。 使用される
エンジンについては，継続的な設計の改善と改
良のため，本書に記載されていない変更事項が
生じる場合がある。使用されるエンジンおよび
本書に関する質問については，最新情報を持つ
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店に問
い合わせること。

安全
本項には，基本的な安全についての注意事項が
記載されている。同じく本項では，危険に関す
る事項や，警戒すべき状況についても説明して
いる。本項に記載されている基本的な注意事項
に目を通してその内容を理解するまでは，本製
品の潤滑，整備，修理を行わないこと。

運転
本書に記述されている操作技術は基本的なもの
である。これらの情報は，エンジンのより効率
的かつ経済的な運用に必要となる能力と技術の
取得に寄与するはずである。オペレータの能力
と技術は，エンジンおよびその性能に関する知
識をより深く知ることで向上していく。

運転操作編に記述されているのは，オペレータ
用の参照情報である。オペレータが行うべきエ
ンジンの点検，始動，操作，停止については，
必要なすべての手順が，写真やイラストを用い
て解説されている。本項には，電子的な診断情
報に関する説明も含まれている。

保守整備
保守整備の項は，エンジンの手入れをする上で
のガイドとなっている。そこに記載されたス
テップバイステップの作業手順は，サービス時
間またはカレンダー時間でのメンテナンス間隔
で分類されている。 その次には，メンテナンス
スケジュールの各項目およびその詳細について
言及されている。

推奨されているサービスについては，給油整備
間隔に示された適切な期間ごとに実施しなくて
はならない。給油整備間隔の内容については，
エンジンの実際の運用環境も反映されるべきで
ある。よって，極端にホコリが多い，湿度が高
い，気温が低いなどの過酷な運用環境における
潤滑や整備については，給油整備間隔に定めら
れた期間よりも頻繁な実施が必要となる場合も
ある。

メンテナンススケジュールにおける項目は，予
防メンテナンスの管理プログラムを念頭にした
構成となっている。 予防メンテナンスのプログ
ラムに従った場合，定期調整は必要とされな
い。予防メンテナンスの管理プログラムの利用
は，想定外のダウンタイムや故障を抑制し，そ
れに付随したコスト回避によって作業コストを
最小化するはずである。

保守整備間隔
各項目に対するメンテナンスは，必要とされる
間隔ごとに実施すること。メンテナンススケ
ジュールについては，簡易的な防備録として使
えるよう，エンジンの近くに何らかの形式で表
示しておくことが推奨される。同じくメンテナ
ンスについての履歴も，エンジン関連の記録に
含めて残しておくことが推奨される。

各自の運用環境で生じる要件に則したメンテナ
ンススケジュールの調整については，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店に問い合わせ
ること。

オーバーホール
エンジンの主要なオーバーホールについては，
実施の間隔とメンテナンスの項目を除き，取扱
説明書ではその詳細をカバーしていない。主要
な修理については，Perkins の認可を受けてい
る者のみが実行すること。 Perkins ディーラお
よびPerkins の代理店からは，各自のオーバー
ホールプログラムにて選択可能な各種のオプ
ションが提示されるはずである。主要なエンジ
ン故障については，その後のオーバーホールに
関する多数のオプションが用意されている。オ
プションの詳細については，Perkins ディーラ
またはPerkins の代理店に問い合わせること。
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カリフォルニア州提案65による警告
カリフォルニア州では、ディーゼル･エンジン
の排出ガスおよびその成分の一部が癌、先天的
欠損、その他の生殖障害の原因になると見なさ
れています。バッテリ･ポスト、端子、関連部
品には、鉛および鉛の化合物が含まれていま
す。取取扱扱いい後後はは手手をを洗洗ううこことと。
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警警警告告告ラララベベベルルル

エンジンには固有の警告ラベルがいくつか貼り
付けられている場合があります。 この項では，
警告ラベルの取付け位置と具体的な内容を解説
します。すべての警告ラベルに精通してくださ
い。

警告ラベルの内容は，すべて読取り可能な状態
であることを確かめます。説明の文面や図が読
み取れない場合は，警告ラベルを清掃するか交
換してください。警告ラベルの清掃には，布，
水，石鹸を使用します。有機溶剤、ガソリン、
または刺激の強い化学薬品は使わないでくださ
い。溶剤，ガソリン，化学薬品は，警告ラベル
を貼り付けている粘着剤を弱める場合がありま
す。

警告ラベルが破損または欠落した場合は，新し
いものを貼り付けてください。警告ラベルが貼
られているエンジン部品を交換する場合は，交
換部品に新しい警告ラベルを貼り付けてくださ
い。新しい警告ラベルは，Perkins ディーラま
たはPerkins の代理店から入手できます。

（1）汎用警告

取取取扱扱扱説説説明明明書書書ののの説説説明明明ととと警警警告告告ををを熟熟熟読読読ししし理理理解解解しししたたた上上上ででで、、、
こここののの装装装置置置ののの運運運転転転操操操作作作あああるるるいいいははは作作作業業業ををを実実実施施施しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。上上上記記記ののの指指指示示示ややや警警警告告告事事事項項項ををを守守守らららななないいいととと、、、重重重傷傷傷
事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

図

1

g01154807

代表例

汎用警告ラベル(1)は，バルブ機構カバーベー
スの両側に配置されています。
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図

2

g03341746

(1) 汎用警告

（2）手の接触（高圧）

高高圧圧のの燃燃料料にに触触れれるるとと、、液液体体にによよるる貫貫通通事事故故ままたた
はは火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。 高高圧圧のの燃燃料料
がが噴噴出出すするるとと、、火火災災事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。 ここれれららのの検検査査、、保保守守整整備備、、修修理理整整備備にに関関すするる
指指示示にに従従わわなないいとと、、重重傷傷事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起
ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

図

3

g01154858

代表例

図

4

g03342264

(2) 手の接触（高圧）

手の接触（高圧）(2)の警告ラベルは，No.6イ
ンジェクタラインに巻き付けられています。
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エーテル

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

図

5

g01154809

代表例

エーテル警告ラベルは，相手先ブランド名製造
者（OEM）が取り付けることができるように，
取り付けていない状態で供給されます。

i05156944

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般事事事項項項

図

6

g00104545

車両の整備または修理を行う際は，事前に “運
転禁止”などの警告タグを始動スイッチまたは
コントロールに取り付けておくこと。

図

7

g00702020

必要に応じて硬質素材製ヘルメット、保護メガ
ネ、および他の保護具を着用してください。

エンジンのコントロール装置や他の部分に引っ
掛かる恐れがあるだぶついた衣服やアクセサリ
は、着用しないでください。

すべての保護ガードおよびカバーが，エンジン
上に正しく固定されていることを確認する。

エンジン上には異物が無いようにする。デッ
キ、通路、階段上にある、ごみ、オイル、ツー
ル、その他の物は取り除いてください。

保守整備用の液体類は、ガラス製容器に絶対入
れないでください。液体類はすべて適切な容器
に抜き取ってください。

液体類の処分は、現地の法規制に従ってくださ
い。

洗浄溶液はすべて慎重に扱ってください。

必要な修理はすべて報告してください。

無許可の人を車両に乗せないでください。　

バスバーおよびグロープラグを扱う場合は，事
前に必ず電源供給を切り離しておく。

エンジンの整備は，装置類を整備位置にした状
態で行う。装置類を整備位置にする手順につい
ては，OEM情報を参照。

清掃用圧縮空気と加圧水
加圧空気や加圧水によって破片や熱湯が飛散す
る恐れがあります。これは重傷事故につながる
危険性があります。

加圧された空気や水が人体に直接吹きかけられ
ると，傷害の原因となる場合がある。
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加圧された空気や水を清掃に使用する場合は，
防護服，保護靴および眼の保護具を着用する。
目の保護具には、ゴーグルや保護フェース･
シールドがあります。

清掃用の最大空気圧は、205 kPa (（30 psi）)
より低くなくてはなりません。清掃目的の最高
水圧は、275 kPa (（40 psi）)未満でなければ
なりません。

液体の貫通
エンジンを停止した後も、暫くの間は油圧回路
に圧力が残っていることがあります。圧力が正
しく解放されないと、その圧力で油圧オイルや
部品が急激に飛び出たり、パイプ･プラグ等が
急に外れたりする恐れがあります。

油圧コンポーネントは、圧力が解放されるまで
取り外さないでください。さもないと人身事故
を起こす恐れがあります。油圧コンポーネント
または部品は、圧力が解放されるまで分解しな
いでください。さもないと人身事故を起こす恐
れがあります。油圧の解放に必要な手順につい
ては、OEM情報を参照してください。

図

8

g00687600

漏れの有無を点検するときは、必ずボードまた
は段ボールを使用してください。 加圧された状
態で漏れ出た液体は人体を貫通することがあり
ます。液体が皮膚を貫通すると、重傷事故また
は死亡事故を起こす恐れがあります。ピンホー
ルほどの大きさの漏れでも重傷に至る可能性が
あります。液体が肌を貫通した場合は、速やか
に処置を行います。この種の負傷事故に詳しい
専門医の診察を受けてください。

内部液体の漏出
エンジンの点検、保守整備、試験、調整、修理
作業中に液体類は必ず回収するよう配慮してく
ださい。コンパートメントを開いたりコンポー
ネントを分解する際には，液体類の回収に適し
た容器を事前に用意しておく。

• ツールおよび器具は，液体類の回収に適したもの
のみを使用する。

• ツールおよび器具は，液体類の格納に適したもの
のみを使用する。

液体類の処分は、現地の法規制に従ってくださ
い。

i05920769

やややけけけどどどののの防防防止止止

作動しているエンジンのいかなる部品にも触れ
ないこと。エンジンのメンテナンスを行う前
に，エンジンを冷ましておきます。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。低圧フュエルシステムのメンテ
ナンスを実施する場合には，必ず事前にセカンダリ
フュエルフィルタからの排出を行ってください。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければなりません。

エアシステム，ハイドロリックシステム，潤滑
システム，クーリングシステムの圧力を解放し
てから，ライン，フィッティング，関連部品を
切り離します。

冷却水
エンジンが作動温度の場合は，エンジンクーラ
ントは高温である。このクーラントには圧力も
かかっている。ラジエータおよびヒータまたは
エンジンに連結するすべてのラインには高温の
クーラントが含まれている。

高温のクーラントまたは蒸気に触れると重度の
火傷をする恐れがある。冷却系統構成部品の温
度を下げてから，冷却水を排出すること。

エンジンを停止させて冷めるのを待ってから，
クーラントレベルを点検してください。

SJBU8731 9
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フィラキャップは冷えてから取り外す。フィラ
キャップの温度は素手で触れられるほどに冷え
た温度にする必要がある。フィラキャップを
ゆっくりと取り外して，内部の圧を解放する。

冷却系統コンディショナにはアルカリが含まれ
ている。アルカリ性の物質は，人身事故の原因
となる場合があります。アルカリ性の溶液が
肌，目または口に触れないようにすること。

オイル
高温のオイルや高温の潤滑コンポーネントは，
人身事故の原因となる場合があります。高温の
オイルが身体に触れないようにする。また，高
温のコンポーネントも身体に触れないようにす
る。

バッテリ
バッテリ電解液は酸性である。電解液は，人身
事故の原因となる場合があります。電解液が皮
膚や目に触れないようにしてください。バッテ
リの整備をする場合，必ず安全眼鏡を着用する
こと。バッテリやコネクタに触れた後は手を洗
浄してください。手袋の着用を推奨する。

i05401118

火火火災災災おおおよよよびびび爆爆爆発発発ののの防防防止止止

図

9

g00704000

すべての燃料，大部分のオイルおよび一部の添
加剤を含むクーラントは可燃性である。

可燃液体が漏出して，高温の部品または電子部
品の上にこぼれると火災が起きる恐れがある。
火災により，重大事故および器材の損傷が生じ
る恐れがある。

非常停止ボタンを押した場合は，エンジンカ
バーを開ける前に必ず15分間待機してくださ
い。

可燃性ガスがエアインレットシステムに吸い込
まれる環境で，エンジンが運転されるかどうか
を確認します。これらのガスは，エンジンの過
回転を起こす恐れがあります。人身事故，物損
事故，またはエンジンの損傷につながる可能性
があります。

可燃性ガスが存在する環境で使用する場合は，
適切な防護機器の詳細について，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わ
せください。

燃料，オイル，異物など，引火性の高い可燃性
物質や導電性材料は，すべてエンジンから取り
除いておきます。 引火性の高い可燃性物質や導
電性材料は，エンジンに堆積しないようにしま
す。

燃料や潤滑油は，適正な表記がされた容器に入
れ，部外者が立ち入れない区域に保管してくだ
さい。オイルの付いた破片および可燃物は安全
な容器に保管する。可燃性の物質を保管してい
る場所では煙草を吸わないこと。

エンジンを炎にさらさないでください。

排気シールド（装着の場合）は，ライン，
チューブ，またはシールに不具合があった場合
に，オイルや燃料スプレーから高温の排気コン
ポーネントを保護します。エキゾーストシール
ドは正しく取り付ける必要がある。

可燃液体を含むラインやタンクは，溶接を行わ
ないでください。 可燃液体を含むラインまたは
タンクをガス切断しないこと。これらのライン
またはタンクの溶接または切断を行う場合は，
事前に不燃性の溶剤で十分に洗浄する。

配線は，適切な状態で維持してください。すべ
ての電気配線は，適切な位置に取り回し，確実
に接続されていることを確認します。電気配線
を毎日点検する。 配線に緩みや擦り切れがある
場合は，エンジン運転前にすべて修理します。
すべての電気配線接続部は清浄にし，しっかり
と固定する。

接続されていない配線や不必要な配線は，すべ
て取り除いておきます。推奨ゲージよりも細い
ワイヤやケーブルは使用しないでください。
ヒューズやサーキットブレーカをバイパスしな
いでください。

アーク放電またはスパークは火災の原因になり
ます。接続部の固定，推奨される配線の使用，
バッテリケーブルの適正な維持は，アーク放電
や火花の発生防止に寄与します。

10 SJBU8731
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高高圧圧のの燃燃料料にに触触れれるるとと、、液液体体にによよるる貫貫通通事事故故ままたた
はは火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。 高高圧圧のの燃燃料料
がが噴噴出出すするるとと、、火火災災事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。 ここれれららのの検検査査、、保保守守整整備備、、修修理理整整備備にに関関すするる
指指示示にに従従わわなないいとと、、重重傷傷事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起
ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

エンジンフュエルラインのサービスまたは修理
を行う場合は，事前にエンジンを停止させて60
秒間待機し，高圧フュエルラインから燃料圧力
を解放させておきます。

エンジンが停止していることを確認します。す
べてのラインおよびホースに摩耗または劣化が
ないか点検する。すべてのホースは，適切な位
置に取り回します。ラインとホースには，適正
なサポートおよび固定用のクランプを取り付け
る必要があります。

オイルフィルタおよびフュエルフィルタを適切
に取り付けます。フィルタハウジングは適正な
トルクで締め付ける必要があります。詳細につ
いては，分解および組立マニュアル を参照して
ください。

図

10

g00704059

エンジンへの給油は，慎重に行ってください。
エンジン給油中に喫煙しないでください。裸火
またはスパークの近くで，エンジンに給油しな
いでください。必ずエンジンを停止してから給
油をする。

図

11

g02298225

バッテリからは可燃性のガスが生じており，火
気を近づけると爆発する恐れがある。バッテリ
の上部に直火またはスパークを近づけないこ
と。バッテリを充電する場所で煙草を吸わない
こと。

ターミナル間を金属片で接続してバッテリの充
電量を点検しないこと。電圧計または比重計を
使用する。

ジャンプケーブルの不適切な接続は爆発の原因
になり，人身事故を起こす恐れがあります。詳
細については，本書の運転操作編を参照するこ
と。

凍結したバッテリを充電しないでください。凍
結したバッテリを充電すると，爆発する恐れが
あります。

バッテリは，清潔な状態を保つようにしてくだ
さい。カバー（装着の場合）は，セルの上にか
ぶせておく必要があります。エンジンを運転す
る場合は，推奨のケーブル，接続部，バッテリ
ボックスカバーを使用します。

消火器
消火器が使用できる状態にあることを確かめ
る。消火器の使い方に習熟する。消火器の点
検および整備を定期的に実施する。消火器の取
扱説明プレートに記載の推奨事項に従う。

配管、チューブおよびホース
高圧ラインを曲げないでください。高圧ライン
を叩かないでください。損傷したラインは取り
付けないでください。
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漏れによって火災が生じる恐れがある。交換部
品については，Perkins ディーラまたはPerkins
の代理店にお問い合わせください。

次の状況のいずれかが生じている場合，それら
の部品を交換する。

• 高圧フュエルラインが外れている。

• エンドフィッティングの損傷または漏れ。

• 外部被覆部の擦傷または切断。

• ワイヤの露出。

• 外部被覆部の部分的な膨張。

• ホースの可動部が折れ曲がっている。

• アウタカバーに異物の埋没。

• エンドフィッティングの外れ。

振動，他の部品との摩擦，および過度の高熱を
防止するために，クランプ，ガード，ヒート
シールドが適切に取り付けられていることを確
認してください。

i02657887

けけけがががののの防防防止止止
構成部品の下で作業を行うときは、その構成部
品を適切な方法で支えてください。

別途保守整備で指示がない限り、エンジン運転
中に絶対に調整を試みないでください。

すべての回転部品および可動部品には近づかな
いでください。保守整備を実施するまで、ガー
ドを所定の位置に取り付けたままにしてくださ
い。保守整備実施後は、元の位置にガードを取
り付けてください。

回転するファンの羽根に物を近付けないでくだ
さい。回転するファンの羽根によって物が飛散
したり、切断されます。

対象物を叩く場合は、目を負傷しないように保
護メガネを着用してください。

対象物を叩くと、細片や他の破片が飛散する恐
れがあります。対象物を叩く前に、飛散する破
片によって負傷事故が起こらないことを確かめ
てください。

i04191183

エエエンンンジジジンンンへへへののの登登登りりり降降降りりり
エンジンまたはエンジン後処理装置の上に乗ら
ないでください。 エンジンまたは後処理装置
は、昇り降りする場所を考慮して設計されてい
ません。

特定用途に使用する足場や手をかける場所につ
いては、OEMにお問い合わせください。

i05920764

高高高圧圧圧燃燃燃料料料配配配管管管

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
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(1) ハイプレッシャライン
(2) ハイプレッシャライン
(3) ハイプレッシャライン
(4) ハイプレッシャライン

(5) ハイプレッシャライン
(6) ハイプレッシャライン
(7) 高圧フュエルマニホールド（レール）

(8) ハイプレッシャ供給ライン
(9) ハイプレッシャ供給ライン

高圧フュエルポンプと高圧フュエルマニホール
ド間のフュエルラインと，フュエルマニホール
ドとシリンダヘッド間のフュエルラインが高圧
フュエルラインです。これらのフュエルライン
は，他のフュエルシステムのフュエルラインと
は異なります。

この違いは，次の理由によります。

• 高圧フュエルラインが常に高圧で充電される。

• 高圧フュエルラインの内圧が，他のタイプのフュ
エルシステムよりも高くなる。

• 高圧フュエルラインが特別なプロセスで形成され
て強化されている。

高圧フュエルラインを踏まないでください。高
圧フュエルラインがたわまないようにしてくだ
さい。高圧フュエルラインを曲げたり叩いたり
しないでください。高圧フュエルラインに変形
や損傷があると，その部分が劣化して故障の原
因になる可能性があります。

エンジンや始動モータが作動しているときに高
圧フュエルラインの点検を行わないでくださ
い。エンジン停止後，60秒間待機して圧力を逃
がしてから，エンジンのフュエルラインの整備
または修理を行ってください。

フュエルシステムからエアを取り除くために，
高圧フュエルラインを緩めないでください。そ
うした手順は不要です。

高圧フュエルラインを目視点検してからエンジ
ンを始動します。 この点検は毎日行う必要があ
ります。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の
点検手順を実施して流体が身体を貫通する危険
を回避してください。取扱説明書General
hazard Informationを参照してください。
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• 高圧フュエルラインに，損傷，変形，傷，切断，
しわ，へこみがないか点検します。

• 燃料が漏れている状態でエンジンを運転しないで
ください。 漏れがある場合，漏出の停止を目的
とした接続部の締付けは行わないでください。
接続部は必ず推奨トルクで締め付けておく必要が
あります。 分解および組立Fuel injection lines
- Remove and Fuel injection lines - Installを参
照してください。

• 高圧フュエルラインが適切なトルクで締め付けら
れていても漏れが生じている場合は，高圧フュエ
ルラインを交換します。

• 高圧フュエルラインのクリップがすべて所定の位
置にあることを確認します。 クリップに損傷，
欠落，緩みがある状態でエンジンを運転しないで
ください。

• 高圧フュエルラインに他の部品を取り付けないで
ください。

• 緩んだ高圧フュエルラインは交換する必要があり
ます。 同じく，取り外した高圧フュエルライン
も交換する必要があります。 分解および組立マ
ニュアルFuel Injection Lines - Installを参照し
てください。

注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。低圧フュエルシステムのメンテ
ナンスを実施する場合には，必ず事前にセカンダリ
フュエルフィルタからの排出を行ってください。

i05156916

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

新しいエンジンを初めて始動するときや，整備
後や修理後のエンジンを始動するときは，オー
バースピードの発生に備えてエンジンシャット
ダウンの準備をしておく。この操作は，エンジ
ンへの燃料供給か空気供給を遮断することで実
施できる。

電子制御式エンジンの場合，オーバースピード
時のシャットダウンは自動で実行される。自動
シャットダウン機能が作動しない場合は，非常
停止ボタンを押すとエンジンへの燃料と空気の
供給が停止される。

潜在的な危険がないかエンジンを点検してくだ
さい。

エンジンを始動する前に、エンジンの上、下、
近くに誰もいないことを確かめてください。付
近に人がいないことを確認してください。

エンジン用照明装置がある場合、それが使用目
的に合致しているか確かめてください。ライト
が装備されている場合，すべて正常に作動する
か確かめる。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は、保護ガードと保護カバーを
すべて取り付けてください。回転部品によって
事故が発生しないように、その回転部品の周囲
では慎重な作業を心がけてください。

自動シャットオフ回路はバイパスさせないでく
ださい。自動シャットオフ回路を無効にしない
でください。この回路は人身事故を防止するた
めに装備されているものです。また、この回路
はエンジンの損傷を防止するためのものでもあ
ります。

修理および調整については、整備解説書を参照
してください。

i05401106

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

警告タグがエンジン始動スイッチやコントロー
ルに取り付けられている場合は，エンジンの始
動やコントロールの移動を行わないでくださ
い。エンジンの始動は，警告タグを取り付けた
担当者に確認してから行ってください。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は，保護ガードと保護カバーを
すべて取り付ける必要があります。回転部品に
よって事故が発生しないように，回転部品の周
囲では慎重に作業してください。

エンジンの始動は，オペレータルームからの操
作またはエンジン始動スイッチを用いて行いま
す。

エンジンの始動は必ず取扱説明書エンジンの始
動（運転操作編）の手順に従ってください。正
しい手順を知ることは，エンジンコンポーネン
トの大きな損傷を未然に防ぐのに役立ちます。
正しい手順の知識は，人身事故の防止にも役立
ちます。

14 SJBU8731
安全編
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ジャケットウォータヒータ（装着の場合）およ
び潤滑油ヒータ（装着の場合）が正常に作動し
ていることを確認するため，ヒータ作動中の水
温計および油温計を点検します。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼生成物が含
まれています。必ずエンジンを換気の良い場所
で始動し運転すること。エンジンを閉め切った
場所で始動させる場合，エンジンからの排気ガ
スを外部へ排出するようにします。

注注注記記記:::エンジンには寒冷始動装置が装備されていま
す。 エンジンを極寒条件下で運用する場合は，追加
の寒冷始動補助装置が必要になることがあります。
エンジンには通常，運用する地域に適した始動補助
装置の装備が行われます。

これらのエンジンには，個々のシリンダにグ
ロープラグ始動補助装置が装備されており，吸
気を加熱して始動しやすくします。

i05156890

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

エンジンのオーバーヒートと構成部品の摩耗進
行を防止するために，取扱説明書Engine
Stopping (Operation Section)にある手順に
従ってエンジンを停止する。

非常停止ボタン（装着している場合）は、非常
時のみ使用してください。通常のエンジン停止
に非常停止ボタンを使用しないでください。非
常停止後は、非常停止の原因が解決されるまで
はエンジンを始動しないでください。

新品またはオーバーホール後のエンジンを初め
て始動する際にオーバースピードが発生した場
合は，エンジンを停止すること。

電子制御式のエンジンを停止させるには，エン
ジンへの電源供給および/またはエア供給を止
める。

i05920762

電電電気気気系系系統統統

充電ユニットの作動中は，充電ユニット回路ま
たはバッテリ回路のケーブルを絶対にバッテリ
から切り離さないでください。一部のバッテリ
では可燃性ガスが発生するので、スパークによ
り発火する恐れがあります。

一部のバッテリから発生する可燃性ガスがス
パークによって着火するのを防止するには，外
部電源から接地のプライマリ位置をつなぐマイ
ナス “−”ケーブルを最後に接続するようにして
ください。

電気配線にゆるみや擦切れが生じていないか毎
日点検してください。緩んだ電気コネクタがあ
れば，エンジンを運転する前にすべて締め付け
ておきます。エンジンを運転する前に，擦り切
れた配線をすべて修理します。始動に関する具
体的な指示事項については，取扱説明書を参照
してください。

アース接続

図

13

g03342674

(1) バッテリの接地
(2) スタータモータの接地
(3) スタータモータとエンジンブロック間

SJBU8731 15
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図

14

g03342706

(4) バッテリの接地
(5) エンジンブロックの接地
(6) 接地のプライマリ位置

最適なエンジン性能および信頼性を得るため
に，電気系統の接地は正しく行う必要がありま
す。接地が不適正な場合，電気回路の経路が制
御されない状態になり，不安定になります。

電気回路の制御が不安定になると，クランク
シャフトベアリングジャーナル表面やアルミコ
ンポーネントを損傷する恐れがあります。

エンジンからフレームへのアースストラップが
取り付けられていないエンジンは，電気放電に
より損傷する恐れがあります。

エンジンおよびエンジン電気系統を適切に機能
させるために，バッテリに直結するエンジンか
らフレームへのアースストラップを使用しなけ
ればなりません。この経路は，エンジン接地を
フレームに直結することで確保できることがあ
ります。

接地の接続はしっかりと行い，腐食しないよう
にしておく必要があります。エンジンオルタ
ネータはマイナス “-”のバッテリターミナルに
接地する必要があります。使用するワイヤは，
オルタネータのフル充電電流に対応できなけれ
ばなりません。

エンジンの電子機器の電源接続と接地接続は，
常にアイソレータからバッテリの方向で行って
ください。

i05920773

エエエンンンジジジンンン電電電子子子機機機器器器

電電電子子子制制制御御御シシシススステテテムムムののの装装装置置置やややOOOEEEMMMののの配配配線線線装装装置置置ををを改改改造造造
すすするるるここことととははは危危危険険険でででああありりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事
故故故、、、あああるるるいいいはははエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

感感感電電電ののの危危危険険険がががああありりりままますすす。。。 電電電子子子制制制御御御ユユユニニニッッットトト･･･イイインンン
ジジジェェェクククタタタははは、、、交交交流流流電電電力力力ををを使使使用用用しししててていいいままますすす。。。 EEECCCMMMににに
よよよりりり電電電子子子制制制御御御ユユユニニニッッットトト･･･イイインンンジジジェェェクククタタタににに電電電力力力ががが送送送ららら
れれれままますすす。。。 エエエンンンジジジンンンののの作作作動動動中中中ににに、、、電電電子子子制制制御御御ユユユニニニッッッ
トトト･･･イイインンンジジジェェェクククタタタ用用用のののハハハーーーネネネススス･･･コココネネネクククタタタににに触触触れれれななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここののの指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故
まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

このエンジンには，包括的でプログラム可能な
エンジンモニタリングシステムが備わっていま
す。エレクトロニックコントロールモジュール
（ECM，Electronic Control Module）は，エン
ジンの運転状態をモニタします。エンジンのパ
ラメータが許容範囲を超えている場合は，直ち
にECMが動作を開始します。

エンジンモニタリングシステムには次の機能が
備わっています。

• 警告

• ディレート（エンジン出力低下機能）

• シャットダウン

次のモニタ対象エンジンの運転状況により，エ
ンジンスピードおよびエンジン出力を制限でき
ます。

• エンジンクーラント温度

• エンジンオイル圧力

• エンジンスピード

• インテークマニホールド空気温度

• インテークマニホールド空気圧

エンジンモニタリングパッケージは，各種のエ
ンジンモデルおよびエンジンの用途により異な
ることがあります。ただし，モニタリングシス
テムおよびエンジンモニタリングコントロール
については，すべてのエンジンで類似していま
す。

16 SJBU8731
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注注記記::Perkins 製エンジン に利用できるエンジンコ
ントロールシステムおよびディスプレイモジュール
の多くは，エンジンモニタリングシステムと同調し
て作動します。 こうした2つの制御機構が協同する
ことで，特定のエンジン用途で必要なエンジンモニ
タリング機能が提供されます。 エンジンモニタリン
グシステムに関する詳細については，トラブル
シューティングを参照してください。

SJBU8731 17
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製品情報編

一般情報
i05920797

機機機種種種外外外観観観図図図

次のモデル図は，エンジンの代表的な機能を示
しています。各アプリケーションの違いによ
り、お客様のエンジンはこれらのイラストと外
観が異なる場合があります。

図

15

g03343017

(1) セカンダリ･フュエル･フィルタ
(2) クランクケースブリーザホース
(3) オイルサンプルバルブ

(4) エレクトロニック・コントロール・モ
ジュール

(5) オイルフィルタ

(6) オイルゲージ（レベルゲージ）
(7) オイルドレーンプラグ
(8) オイルフィラキャップ

注注注記記記:::このエンジンには，フィルタ付きブリーザ(30)
が装着されている場合があります。

18 SJBU8731
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図

16

g03343019

(9) クーラントアウトレット
(10) ウォータポンプ
(11) クーラントインテーク

(12) バイブレーションダンパ
(13) ベルトテンショナ
(14) ベルト

(15) ベルトアイドラプーリ

SJBU8731 19
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図

17

g03343041

(16) 排気マニホールド
(17) フロントリフティングアイ
(18) オルタネータ
(19) 冷媒コンプレッサ

(20) ターボチャージャ
(21) スターチングモータ
(22) スタータモータ用ソレノイド
(23) フライホイール

(24) フライホイールハウジング
(25) リアリフティングアイ

20 SJBU8731
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エンジン外側にある部品およびオプション

図

18

g03343046

(26) エレクトリックプライミングポンプ
(27) プライマリフュエルフィルタ

(28) 機械式プライミングポンプ
(29) プライマリフュエルフィルタ

(30) クランクケースブリーザのスピン

i05920795

製製製品品品概概概要要要

Perkins 1106C-E70TAおよび1106D-E70TA産業用
エンジンには次の特徴があります。

• 直列6シリンダ

• 4ストロークサイクル

• アフタクーラ付きターボチャージャ式

エンジンの仕様
注注注記記記:::エンジンのフロントエンドとはエンジンのフ
ライホイールエンドと反対の側である。 エンジンの
左側と右側は，フライホイール側から見た方向で
す。 No.1シリンダは、フロントのシリンダです。

図

19

g01127295

シリンダとバルブの位置

(A) 排気バルブ
(B) インレットバルブ

表 1

エンジンの仕様

動作範囲（rpm） 900 ~ 2,800(1)

シリンダ数 直列6気筒

ボア（内径） 105 mm (4.13 in)

行程 135 mm (5.315 in)

(続き)
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(表 1、続き)

吸気方式 アフタクーラ付きターボチャー
ジャ式

圧縮比 16.5 :1

排気量 7.01 L (427.77 cu in)

着火順序 1-5-3-6-2-4

回転方向（フライホイール側か
ら見て） 反時計方向

バルブラッシュの設定（吸入） 0.35 mm (0.013 in)

バルブラッシュの設定（排気） 0.35 mm (0.013 in)

(1) 運転回転数は，エンジン定格，用途，およびスロットルの構
成に依存します。

電子制御エンジン機能
エンジンの運転状況がモニタされます。こうし
た運転状況およびオペレータの要求に対して、
エンジンの応答をエレクトロニック･コント
ロール･モジュール（ECM）が制御します。これ
ら運転状況およびオペレータの要求に対して、
精密な燃料噴射をECMが制御します。電子制御
エンジン･コントロール･システムは、次の特徴
を備えています。

• エンジン･モニタリング

• エンジンスピードの制御

• 噴射圧の制御

• コールドスタートモード

• 自動空燃比コントロール

• トルク･ライズ制御

• 噴射タイミング制御

• システムの診断

電子制御エンジン機能の詳細については、取扱
説明書エンジン機能とコントロール装置の項
（運転操作編）を参照してください。

エンジンの診断
エンジンシステムが正しく動作していることを
確認するために，エンジンには診断機能が内蔵
されています。オペレータには， “停止または
警報”ランプで状況が警告されます。特定の条
件下では，エンジン馬力と車両速度が制限され
ることがあります。診断コードを表示するのに
エレクトロニックサービスツールを使用する場
合があります。

診断コードには，アクティブ,記録済みおよび
イベントの3種類があります。

大半の診断コードは，ECMに記録され保存され
ます。詳細については，取扱説明書Engine
Diagnostics（Operationの項）を参照してくだ
さい。

ECMでは，所要のエンジン回転数を維持するた
めに，エレクトロニックガバナによってイン
ジェクタの出力を制御します。

エンジンの冷却と潤滑
クーリング･システムは次のコンポーネントで
構成されています。

• ギヤ駆動式の遠心ウォータポンプ

• エンジンクーラント温度調整用の水温レギュレー
タ

• ギヤ駆動式ロータ型オイルポンプ

• オイルクーラ

エンジン潤滑油はロータ型オイルポンプを使い
供給されます。エンジン潤滑用のオイルには冷
却および濾過が施されます。バイパスバルブが
装備されていると，オイルフィルタエレメント
が目詰まりしても，制限されずに潤滑油をエン
ジンに流すことができます。

エンジン効率，排出ガスコントロール効率，お
よびエンジン性能は，正しい運転方法と正しい
メンテナンス推奨事項を遵守しているかに大き
く依存します。エンジンの性能と効率は，推奨
される燃料，潤滑油，クーラントを使用してい
るかにも依存します。メンテナンス項目の詳細
については，本取扱説明書給油整備間隔を参照
してください。
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製品識別情報
i05920775

プププレレレーーートトトおおおよよよびびび合合合格格格証証証シシシーーールルルののの
位位位置置置

図

20

g03343476

Perkins 製エンジンの識別は，エンジンシリア
ル番号で行われます。

一般的に，エンジン番号はP-*****R000001Xの
ようになります。

***** エンジンのリスト番号

P エンジンの型式

R 中国で組立て

000001エンジンシリアル番号

X 製造年

Perkins ディーラやPerkins の代理店が，当該
エンジンで使用されるコンポーネント群を特定
する際には，この番号全体が必要となります。
これにより、交換部品の番号を正確に識別する
ことができます。

シリアル番号プレート（1）
エンジンのシリアル番号プレートは，フロント
エンジンマウンチング後方にあるシリンダブ
ロックの左側に配置されています。

図

21

g02433756

代表例
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i05920767

有有有害害害排排排出出出ガガガススス規規規制制制合合合格格格証証証

図

22

g03355218

代表例

i05920780

参参参考考考情情情報報報

部品を注文する際には，下記の項目の情報が必
要となる場合があります。各エンジンで必要な
情報を特定してください。必要な情報を，該当
部の空欄に記入してください。記録用にリスト
のコピーを作成してください。この情報は，将
来参照するときに備えて保管しておいてくださ
い。

参照情報
エンジンのモデル

エンジンシリアル番号

エンジンのローアイドル回転数

エンジンの全負荷回転数

プライマリフュエルフィルタ

ウォーターセパレータエレメント

セカンダリフュエルフィルタエレメント

潤滑油フィルタエレメント

潤滑システム総容量

冷却システム総容量

エアクリーナエレメント

ドライブベルト
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運転操作編

吊上げおよび保管
i05273520

製製製品品品ののの吊吊吊上上上げげげ

図

23

g00103219

注意
アイボルトおよびブラケットは絶対に曲げないでく
ださい。テンションが加わっている状態でのみアイ
ボルトおよびブラケットに荷重をかけてください。
アイボルトの最大荷重は、サポート用メンバと吊り
上げる物体の間の角度が90度以下になると低下する
点に注意してください。

構成部品を傾斜させて取り外す必要が生じたとき
は、その重量に適した最大荷重のリンク･ブラケッ
トのみを使用してください。

重量部品を取り外す場合は，ホイストを使用し
てください。エンジンを吊り上げる場合は，調
整式リフティングビームを使用してください。
すべての支持部材（チェーンとケーブル）は互
いに対して平行にする必要があります。チェー
ンとケーブルは，吊り上げる対象物の最上部に
対して垂直にする必要があります。

一部の取外し作業では，適正なバランスと安全
を確保するために取付け具のリフティングが必
要になります。

エンジンだけを取り外す場合は，エンジン上の
リフティングアイ（吊上げ用の穴）を使用して
ください。

リフティングアイの設計および取付けは，エン
ジンアレンジメントごとに異なります。リフ
ティングアイやエンジンに変更を行うと，リフ
ティングアイおよび吊上げ用の取付け具が合わ
なくなり使用できなくなります。変更を施す場
合は，適切なリフティング装置の確保も必要で
す。エンジンの適切なリフティング用の取付け
具については，Perkins ディーラにお問い合わ
せください。

i05920766

製製製品品品ののの保保保管管管

Perkins は，使用後，保管状態にあるときにエ
ンジンに生じた損傷に対する責任を持たないも
のとします。

エンジンを長期保管するための準備について
は，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

保管条件
エンジンは必ず，水の侵入しない建物で保管し
てください。建物の温度は安定している必要が
あります。 Perkins ELCが充填されたエンジン
は，−36 °C (−32.8 °F)の外気温度でもこの
クーラントにより保護されます。エンジンを気
温や湿度の過度の変化に曝さないでください。

保管期間
すべての推奨事項を満たしたエンジンであれ
ば，最大6か月まで保管できます。

保管手順
エンジンに対して実施した手順は記録に残して
おきます。

注注注記記記:::フュエルシステムにバイオディーゼルが入っ
ている状態で，エンジンを保管しないでください。

111... エンジンに汚れや水分の付着がないことを確
認してください。

a. バイオディーゼルを使用していたエンジ
ンの場合，システムからバイオディーゼ
ルを排出し，新しいフィルタを取り付け
る必要があります。フュエルタンクは洗
い流す必要があります。
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b. フュエルシステムに，使用可能な燃料を
充填します。使用可能な燃料について
は，本取扱説明書液体の推奨事項を参照
してください。エンジンを15分間運転す
ることで，システムからバイオディーゼ
ルを除去させます。

22.. プライマリフィルタウォータセパレータに水
が溜まっている場合は排水します。フュエル
タンクが満タンであることを確認します。

33.. エンジン保管時にエンジンオイルを排出する
必要はありません。適切な仕様のエンジンオ
イルを使用しているエンジンであれば，最大
6か月まで保管できます。適切な仕様のエン
ジンオイルについては，本取扱説明書液体の
推奨事項を参照してください。

44.. エンジンからドライブベルトを取り外しま
す。

シールされたクーラントシステム
クーリングシステムにPerkins ELCまたはASTM
D6210仕様に準拠した不凍液が充填されている
ことを確認します。

オープンなクーリングシステム
すべてのクーリングドレーンプラグが開かれて
いることを確認します。クーラントを排出させ
ます。ドレーンプラグを取り付けます。シス
テムに気相制御剤を取り付けます。 システムへ
の気相制御剤の取付け後，クーラントシステム
はシールする必要があります。クーリングシス
テムが外気に曝されていると，気相制御剤の効
果は失われます。

メンテナンスの手順については，本取扱説明書
を参照してください。

毎月の点検
バルブトレーンのスプリングの伸縮状態を変え
るため，クランクシャフトを回転させます。ク
ランクシャフトは180 °より大きく回してくだ
さい。エンジンに損傷や腐食がないか目視点検
します。

保管する前に，エンジンが完全に覆われている
ことを確認してください。エンジンに対して実
行した手順を記録しておきます。
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機能およびコントロール装置
i05920758

警警警報報報おおおよよよびびび遮遮遮断断断機機機能能能

シャットオフ
シャットオフは電気的または機械的に作動しま
す。電気的なシャットオフは，ECMによって制
御されます。

シャットオフは，次の項目が臨界レベルに到達
すると作動するように設定されています。

• 作動温度

• 動作圧力

• 運転レベル

• 運転毎分回転数

特定の状況下で遮断された場合は，エンジンの
再始動前にリセットが必要となることがありま
す。

注意
エンジン･シャットダウンが発生したら、必ず原因
を究明してください。エンジンの始動を再び試みる
前に、必要な修理を行なってください。

次の事項についてよく理解するようにしてくだ
さい。

• シャットオフの種類と位置

• 各シャットオフ機能が作動する条件

• エンジンを再始動するのに必要なリセット方法

警報
アラームは電気的に作動します。 アラームの作
動はECMによって制御されています。

アラームの作動には，センサまたはスイッチが
使用されています。センサまたはスイッチが作
動すると，信号がECMに送信されます。 ECMがイ
ベントコードを生成します。 ECMがランプを点
灯する信号を送信します。

ご使用のエンジンには，次のセンサまたはス
イッチが装備されている場合があります。

クククーーーララランンントトト量量量 – 低クーラントレベルスイッチ
は，クーラントレベルの低下を検出します。

クククーーーララランンントトト温温温度度度 – クーラント温度センサは，
ジャケットウォータクーラントの温度上昇を検
出します。

イイインンンテテテーーークククマママニニニホホホーーールルルドドド空空空気気気温温温度度度 –インテー
クマニホールド空気温度センサは，吸気温度の
過度な上昇を検出します。

イイインンンテテテーーークククマママニニニホホホーーールルルドドド圧圧圧力力力 –インテークマ
ニホールド圧力センサは，エンジンマニホール
ドの定格圧力を確認します。

フフフュュュエエエルルルレレレーーールルル圧圧圧 –フュエルレール圧力センサ
は，フュエルレール圧力の上昇および低下を確
認します。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧圧圧力力力 –エンジンオイル圧力セ
ンサは，設定されたエンジンスピードにて，定
格システム圧力未満となる圧力降下を検出しま
す。

エエエンンンジジジンンンののの過過過回回回転転転 –プライマリスピード/タイ
ミングセンサは，エンジンスピードを確認しま
す。 3,000 rpmになるとアラームが作動しま
す。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの詰詰詰まままりりり –このスイッチは，エ
ンジンの運転時にエアフィルタをチェックしま
す。

ユユユーーーザザザ指指指定定定のののスススイイイッッッチチチ –このスイッチを使用
すると，離れた場所からエンジンを停止するこ
とができます。

ウウウォォォーーータタタイイインンンフフフュュュエエエルルルスススイイイッッッチチチ –このスイッ
チは，エンジンの運転時にプライマリフュエル
フィルタ内に水があるかを確認します。

注注注記記記:::クーラント温度スイッチの検知エレメントを
動作させるには，クーラント中に沈めておく必要が
あります。

エンジンには，好ましくない運転状況が発生し
たときにオペレータに警告を出すアラームが装
備されている場合があります。

注意
警報が作動したら、緊急事態に陥る前に是正措置を
取り、エンジンが損傷しないようにしてください。

適当な時間内に正しい対応が取られない場合
は，エンジンが損傷するおそれがあります。こ
のアラームは，状況が修復されるまで作動し続
けます。アラームによってはリセットが必要で
す。

試験
キースイッチを「ON」位置にすると，コント
ロールパネルのインジケータライトのチェック
が行われます。キースイッチを作動させると，
すべてのインジケータライトが2秒間点灯しま
す。不具合が疑われる電球はすぐに交換してく
ださい。
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詳細については，トラブルシューティングを参
照してください。

i05920763

ゲゲゲーーージジジおおおよよよびびびイイインンンジジジケケケーーータタタ

ここで説明するゲージは，すべてのエンジンに
共通している訳ではなく，一部のゲージが装備
されていない場合もあります。ゲージパッケー
ジの詳細はOEMの資料を参照してください。

エンジン性能はゲージによって表示されます。
ゲージが正常に作動していることを確かめてく
ださい。ゲージを一定の期間観察することで，
正常な作動範囲を特定しておきます。

ゲージ表示の著しい変化は，潜在的なゲージま
たはエンジンの問題を示します。 仕様の範囲内
の表示がされている状態であっても，ゲージの
動きから不具合が示唆される場合もあります。
ゲージ表示が著しく変化する場合は，原因を特
定して問題を解消してください。 必要なサポー
トについては，Perkins ディーラまたは
Perkins の代理店にお問い合わせください。

エンジンの用途によっては，インジケータラン
プが装備されている場合があります。インジ
ケータランプは，故障の診断時にも使用されま
す。ランプは2つ存在します。ランプの1つは
オレンジ色で，もう1つは赤色です。

これらのインジケータランプは，以下の2通り
に使用できます。

• インジケータランプを使用して，エンジンの現在
の運転ステータスを特定できます。 インジケー
タランプでは，エンジンに不具合が生じているか
どうかも示されます。 このシステムは，イグニ
ションスイッチが入ると自動的に作動します。

• インジケータランプの表示を介して，アクティブ
な診断コードの特定が行えます。

詳細については，トラブルシューティングガイ
ドIndicator Lampsを参照してください。

注意
油圧がゼロを示した場合は，エンジンを停止してく
ださい。クーラント温度が最大値を超えた場合は，
エンジンを停止してください。エンジンが損傷する
可能性があります。

エンジンオイル圧力 –オイル圧力が最大に
なるのは，冷めた状態のエンジンを始動さ
せた直後です。 SAE10W40の通常のエン

ジンオイル圧力は，定格回転数で350 ~ 450 kPa
(50 ~ 65 psi)です。

ローアイドル回転数では，低い油圧になるのが
正常です。安定した負荷がかかっている状態で
ゲージの表示が変化する場合は，次の手順を実
行してください。

111... 負荷を取り除きます。

222... エンジンを停止してください。

333... オイルレベルを点検し，必要なレベルを維持
させます。

ジャケットウォータクーラント温度 –通常
の温度範囲は83 ~ 95 °C (181.4 ~ 203 °F)
です。 48 kPa (7 psi)で加圧されたクーリ

ングシステムの海面高度での最大許容温度は103 °C
(217.4 °F)です。特定の運転状況によっては，この
温度が更に高くなることもあります。水温の表示
は，負荷に応じて変化することがあります。水温の
表示は，使用している加圧システムにおける沸点か
ら7 °C (44.6 °F)低い温度を絶対に上回らないように
してください。

クーリングシステムには100 kPa (14.5 psi)の
ラジエータキャップが取り付けられている場合
があります。このクーリングシステムの温度
は，112 °C (233.6 °F)を上回らないようにし
てください。

エンジンが正常範囲を超えて運転され，蒸気の
噴出が確認できた場合は，次の手順を実施しま
す。

111... 負荷およびエンジン回転数を低下させます。

222... エンジンの即時停止が必要か，または負荷を
低減してエンジンを冷却できるかを判断しま
す。

333... クーリングシステムに漏れがないか点検す
る。

タコメータ –このゲージには，エンジンス
ピード（rpm）が表示されます。無負荷の
状態でスロットルコントロールレバーをフ

ルスロットル位置に動かすと，エンジンはハイアイ
ドル回転になります。最大定格負荷の状態でスロッ
トルコントロールレバーをフルスロットル位置に動
かすと，エンジンは定格出力回転になります。

注意
損傷を避けるため，エンジンの回転数はハイアイド
ルを絶対に超過させないでください。 過回転によ
り，エンジンが深刻な損傷を受ける可能性がありま
す。ハイアイドルを超過した回転数での運転は最小
限に抑えてください。
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電流計 –このゲージには，バッテリ充電回
路による充電量または放電量が表示されま
す。このインジケータの作動範囲は “““0”””

（ゼロ）の “““+””” 側になっている必要があります。

燃料レベル –このゲージには，フュエルタ
ンク内のフュエルレベルが表示されます。
フュエルレベルゲージは， “““始動/停止””” ス

イッチが「 “““ON””” 」位置にある場合に動作します。

サービスアワーメータ –このゲージには，
エンジンの総運転時間が表示されます。

インジケータランプ
4つのメインインジケータランプが提供されて
います。

• シャットダウンランプ

• 警告ランプ

• 始動待機ランプ

• ローオイルプレッシャランプ

シャットダウンランプと警告ランプの一連の動
作については，本マニュアルMonitoring System
(Table for the Indicator Lamps)を参照してく
ださい。

始動待機ランプの機能は，エンジンの始動時に
自動的に制御されます。

油圧低下ランプの機能はエンジンコントローラ
によって制御されます。油圧の低下が検出され
ると，ランプが点灯します。油圧低下ランプが
点灯している場合，すぐにその原因を調査する
必要があります。

キースイッチを「ON」位置にすると，ランプが
機能しているかの確認用に，すべてのランプが
2秒間点灯します。いずれかのランプが点灯し
続けている場合，すぐにその原因を調査する必
要があります。

インストルメントパネルおよびディ
スプレイ
エンジンをモニタするために，さまざまなイン
ストルメントパネルが提供されています。これ
らのインストルメントパネルには，用途に応じ
たインジケータランプとゲージを含めることが
できます。

ミニパワーディスプレイや性能モニタも使用で
きます。オペレータは，これらのディスプレイ
とモニタを使用して次のエンジン情報を確認で
きます。

• システム構成パラメータ

• 顧客指定パラメータ

• 診断コード

• イベントコード

• クーラント温度

• 油温

• 油圧

• インテーク温度

• インテーク圧

• 燃料温度

i05920794

モモモニニニタタタリリリンンングググ･･･シシシススステテテムムム

シシシャャャッッットトトダダダウウウンンン･･･モモモーーードドドががが選選選択択択ささされれれ、、、警警警告告告イイインンンジジジ
ケケケーーータタタががが作作作動動動しししててていいいるるる場場場合合合、、、エエエンンンジジジンンンははは警警警告告告イイインンン
ジジジケケケーーータタタががが作作作動動動しししてててかかかららら222000秒秒秒ほほほどどどでででシシシャャャッッットトトダダダウウウ
ンンンしししままますすす。。。 用用用途途途ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ
特特特別別別ななな予予予防防防措措措置置置ををを取取取るるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。 必必必要要要ににに応応応
じじじてててシシシャャャッッットトトダダダウウウンンン後後後、、、非非非常常常運運運転転転のののたたためめめにににエエエンンンジジジ
ンンンををを再再再始始始動動動すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

注意
エンジン･モニタリング･システムは、重大な故障に
対して保証するものではありません。設定されてい
る遅延時間と出力低減スケジュールは、誤報を最小
限に抑え、オペレータにエンジンを停止させる余裕
を与えるためのものです。

次のパラメータはモニタの対象です。

• クーラント温度

• インテークマニホールド空気温度

• インテークマニホールドエア圧

• 油圧

• フュエルレール圧力

• エンジンスピード/タイミング
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プログラム可能なオプションとシス
テムの作動

警警告告／／出出力力低低減減／／シシャャッットトダダウウンン･･モモーードドがが選選択択ささ
れれてていいるるととききにに、、警警告告イインンジジケケーータタがが作作動動ししたた場場
合合はは、、可可能能ににななりり次次第第、、エエンンジジンンををシシャャッットトダダウウ
ンンささせせててくくだだささいい。。 用用途途にによよりり、、人人身身事事故故をを避避けけ
るるたためめ、、特特別別なな予予防防措措置置をを取取るる必必要要ががあありりまますす。。

エンジンは次のモードに設定できます。

““警告””

“警告”ランプおよび警告信号（オレンジ色のラ
ンプ）が “ON”になり，警告信号が継続的に作動
して，1つ以上のエンジンパラメータが正常運
転範囲外にあることをオペレータに警告しま
す。

““警告/出力低減””

“診断”ランプが “ON”になり，警告信号（赤色の
ランプ）が作動します。警告の作動後，エンジ
ンの出力レベルが低下します。出力低下が行わ
れると，警告ランプが点滅を開始します。

エンジンの出力は，事前に設定された運転範囲
を超えると低下します。エンジンの出力は，噴
射ごとに使用できる燃料の量を制限することで
低下します。この燃料削減の量は，エンジンの
出力低下の原因となったエラーの重大性によっ
て異なり，通常は最大50 %が削減の限界です。
この燃料削減によって，事前に決定されたエン
ジン出力低下が行われます。

““警告/出力低下/停止””

“診断”ランプが “ON”になり，警告信号（赤色の
ランプ）が作動します。警告の作動後，エンジ
ンの出力レベルが低下します。エンジンは，エ
ンジンが停止するまで，設定された出力低下回
転数で運転を継続します。エンジンの停止後で
も，緊急時の使用であれば再始動することがで
きます。

エンジンの停止までには20秒ほどしかかかりま
せん。エンジンの停止後でも，緊急時の使用で
あれば再始動することができます。 ただし，最
初の停止原因は解消されていません。エンジン
は20秒ほどで再び停止する恐れがあります。

油圧の低下またはクーラント温度の低下を示す
信号が表示された場合は，その状態を確認する
ために2秒間の遅延時間が設けられています。

プログラムされた各モードについては，インジ
ケータランプの詳細を解説しているトラブル
シューティングガイドIndicator Lampsを参照し
てください。

詳細または修理のサポートについては，Cat
ディーラにお問い合わせください。

30 SJBU8731
機能およびコントロール装置
モニタリング･システム



i02570711

モモモニニニタタタリリリンンングググ･･･シシシススステテテムムム

表 2

警告ランプ シャットダウ
ン･ランプ ランプの状態 ランプの状態の詳細 エンジンの状態

ON ON ランプ･チェック エンジン･スタート･スイッチが “「ON」”位置に回さ
れると、両方のランプが2秒間だけ点灯します。

エンジンは始動していません。

OFF OFF 故障なし アクティブな診断コードはありません。 エンジンは正常に作動していま
す。

ON OFF 故障診断コード
がアクティブ

アクティブな故障診断コードが検知されています。 エンジンは正常に作動していま
す。

ON 点滅 故障診断コード
がアクティブ

深刻な故障診断コードがアクティブになっていること
が検知され、エンジンの出力低減が実行されます。

エンジンは作動していますが、
出力は下がっています。

点滅 OFF 警告 エンジン保護に関する値の1つまたは複数が規定値を
超えています。

エンジンは正常に作動していま
す。

点滅 点滅 出力低減および
警告

エンジン保護に関する値の1つまたは複数が規定値を
超えています。

エンジンは作動していますが、
出力は下がっています。

ON ON
エンジン･シャッ
トダウン

エンジン保護に関する値の1つまたは複数が規定値を
超えているか、深刻な故障診断コードがアクティブに
なっていることが検知されています。

エンジンは現在シャットダウン
しているか、またはすぐに
シャットダウンします。

i05920755

過過過回回回転転転数数数

過回転は，エレクトロニックコントロールモ
ジュール（ECM，Electronic Control Module）
によって検出されます。エンジンスピードが
3,300 rpmを上回ると，イベントコードE190がロ
グに記録されます。 “診断”ランプによって診
断不具合コードが示されます。診断不具合コー
ドは，エンジンスピードが2,800 rpmに下がるま
でアクティブなままになります。

i05920756

セセセンンンサササおおおよよよびびび電電電気気気構構構成成成部部部品品品

以降の項に掲載した図には，産業用エンジンで
用いられるセンサおよび電気部品の代表的な位
置が示してあります。各用途ごとに差異がある
ため，エンジンによっては図と異なる場合があ
ります。
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図

24

g03344459

(1) インジェクタ用のコネクタ
(2) インテークマニホール圧力センサ
(3) インテークマニホールド温度センサ
(4) グロープラグ用のコネクタ
(5) ウェイストゲートレギュレータ

(6) フュエルレール圧力センサ
(7) エレクトロニック・コントロール・モ

ジュール
(8) プライマリスピード/タイミングセンサ

(9) 油圧センサ
(10) ハイプレッシャフュエルポンプソレノ

イド
(11) クーラント温度センサ
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g03344462

(12) セコンダリスピード/タイミングセン
サ

(13) オルタネータ
(14) 冷媒コンプレッサ

(15) スタータモータおよびソレノイド
(16) プライミングポンプリレー
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図
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g03344866

(1) インジェクタ用のコネクタ (2) インテークマニホール圧力センサ (3) インテークマニホールド温度センサ
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g03344871

(4) グロープラグ用のコネクタ
(5) ウェイストゲートレギュレータ
(6) フュエルレール圧力センサ

(7) エレクトロニック・コントロール・モ
ジュール

(8) 油圧センサ
(9) プライマリスピード/タイミングセンサ

(10) ハイプレッシャフュエルポンプソレノ
イド
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図

28

g03344872

(11) クーラント温度センサ (12) セコンダリスピード/タイミングセン
サ

• 項目(13)について，12 Vまたは24 Vのオルタネー
タを使用できます。

• 項目(14)について，冷媒コンプレッサはオプショ
ンのみです。

• 項目(15)について，12 Vまたは24 Vのスタータ
モータを使用できます。 スタータモータは，エ
ンジンの左側または右側に取り付けることができ
ます。

• 項目(16)について，電動プライミングポンプのリ
レーはプライマリフィルタに取り付けられていま
す。 プライマリフュエルフィルタは，エンジン
から離して取り付けられます。
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エンジンの診断
i05156887

自自自己己己診診診断断断

Perkins 製の電子制御エンジンには，自己診断
テストの機能が装備されている。 システムがア
クティブな問題を検出すると，診断ランプが点
灯する。診断コードは，エレクトロニックコン
トロールモジュール（ECM）の固定メモリに保
存される。診断コードは，エレクトロニック
サービス工具を使用して取得できる。詳細につ
いては，TroubleshootingElectronic Service
Toolsを参照。

一部の製品では，エンジン診断コードを電子
ディスプレイ上に直接表示させることができ
る。エンジン診断コードの取得法の詳細につい
ては，OEMから提供されている説明書を参照す
ること。あるいは，詳細を記載した
TroubleshootingIndicator Lampsを参照するこ
と。

アクティブコードは，現在発生中の問題を示し
ている。これらの問題は，最初に調査しなくて
はならない。

記録されたコードは，次の事項を示している。

• 断続的問題

• 記録されたイベント

• 性能履歴

問題によっては，コードの記録後に解消されて
いる場合もある。これらのコードは，修理の必
要性を示しているのではない。コードは，特定
の状況が発生していることを示すガイドまたは
警告である。コードは，問題のトラブルシュー
ティングに役立つこともある。

問題が修正されると，該当する故障コードの記
録は消去される。

i05156879

診診診断断断ララランンンプププ
診断ランプは、アクティブな障害があるかどう
かを示すために使用されます。詳細は，
TroubleshootingIndicator Lampsを参照。故障
診断コードは、問題が修復されるまでアクティ
ブ状態になっています。診断コードは、電子式
サービス工具を使用して取得できます。詳細
は，TroubleshootingElectronic Service Tools
を参照。

i05920761

診診診断断断フフフラララッッッシシシュュュ･･･コココーーードドドののの読読読取取取
りりり

“““診断””” ランプ
診断フラッシュコードの確認には， “診断”ラン
プおよびエレクトロニックサービスツールを使
用します。

エンジンに “診断”ランプが装備されている場合
は，以下の手順でフラッシュコードを読み取り
ます。

111... キースイッチのON/OFFを切り替える操作を3
秒以内に2回実施します。

黄色のランプの点滅によって，エンジンの3桁
のコードが示されます。点滅のシーケンスは，
システムの診断メッセージを表わします。最初
の点滅シーケンスを数え，フラッシュコードの
1桁目を特定します。 2秒間のポーズ後，第2の
点滅シーケンスによってフラッシュコードの2
桁目を特定します。 2回目のポーズ後，第3の点
滅シーケンスによってフラッシュコードを特定
します。

追加のフラッシュコードがある場合は，ポーズ
に続いて示されます。これらのコードは，いず
れも同様の方式で表示されます。フラッシュ
コード551は，イグニッションキースイッチを
「ON」位置にしてから検出された不具合はない
ことを意味します。

詳細，修理のサポートまたはトラブルシュー
ティングについては，整備解説書を参照する
か，CAT ディーラにお問い合わせください。

表3は，フラッシュコードをまとめたもので，
各フラッシュコードの簡単な説明も記載されて
います。

注注注記記記:::表3 には，フラッシュコードが “アクティブ”
になることでエンジン性能に及ぶ可能性のある影響
がまとめられています。

一部のコードでは，イベントが記録されます。
また一部のコードは，機械システムに対して注
意を払う必要があることを示す場合もありま
す。コード “551”についてはトラブルシュー
ティングの必要はありません。コード001につ
いては，フラッシュコードの表示は行われませ
ん。一部のコードでは，エンジンの作動や性能
が制限されることがあります。

表3には，アクティブなフラッシュコードの発
生によってエンジン性能に及ぶ可能性のある影
響がまとめられています。表3は，電子診断
コードとその説明のリストでもあります。
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表 3

産業用エンジンのフラッシュコード(1)

診断フラッシュ
コード

エンジン性能に与える影響(2) 推奨されるオペレータの操作

説明 エンジンの
失火

出力低下 エンジンス
ピードの低

下

エンジンシャット
ダウン

サービス(3) サービスのス
ケジュール(4)

111 #1インジェクタの不具合 X X X

112 #2インジェクタの不具合 X X X

113 #3インジェクタの不具合 X X X

114 #4インジェクタの不具合 X X X

115 #5インジェクタの不具合 X X X

116 #6インジェクタの不具合 X X X

133 インテークマニホールド空
気温度センサー故障 (5)

X X

141 プライマリエンジンスピー
ド/タイミングセンサの不具
合(6)

X X

142 セコンダリエンジンスピー
ド/タイミングセンサの不具
合

X

143 エンジンタイミングキャリ
ブレーションのエラー

X X

144 エンジン作動モード選択ス
イッチの不具合

X X

151 エアフィルタの詰まりが過
度である

X X

154 スロットルポジションセン
サの不具合

X X

155 セカンダリスロットルポジ
ションセンサの不具合

X X

157 エンジンオイル圧力センサ
の不具合

X X

159 フュエルレール圧力センサ
の不具合

X X

162 フュエルレール圧力バルブ
ソレノイドの不具合

X X X

168 エンジンクーラント温度セ
ンサの不具合

X

169 エンジンクーラント低下 X X

177 ターボウェイストゲートア
クチュエータの不具合

X

185 排気温度が高い X X

197 インテークマニホールド
ブースト圧のエラー

X X

199 グロープラグ始動リレーの
不具合

X

233 エーテル噴射コントロール
ソレノイド

X

(続き)
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(表 3、続き)

245 アイドル検証スイッチ1 X

246 アイドル検証スイッチ2 X

253 エンジン燃料供給ポンプリ
レー

X

415 ソフトウェアの不一致 X X X

426 車両セキュリティモジュー
ル

X

429 イグニッションキースイッ
チの不具合

X

511 ECM供給電圧のエラー X X

514 SAE J1939データリンクの
不具合

X X

516 5 Vセンサ用DC電源の不具
合

X X X X

517 8 Vセンサ用DC電源の不具
合

X X

527 カスタマ/システムパラメー
タのエラー

X X X

551 システムチェック
不具合の検出なし

(1) 警告ランプが取り付けられている場合は，この表を参照してください。電子ディスプレイが取り付けられている場合の詳細については，
OEMを参照してください。

(2) “X” は，アクティブなコードの発生によりエンジン性能に影響が及ぶことを示します。
(3) 認定サービスプログラムを提供している最寄りの施設にまで車両を持ち込んでください。
(4) サービスのスケジュール:オペレータが認定サービスプログラムを利用する際に，問題を調査してもらう必要があります。
(5) 寒冷時のエンジン始動や高所での寒冷時運用など，特定の環境下では，これらのフラッシュコードによってシステムに影響が生じる場合

があります。
(6) プライマリエンジンスピード/タイミングセンサが故障した場合，逆回転を自動的に防止する手段がなくなります。このような状況では，

直ちにエンジンを停止してください。キースイッチを「 “OFF” 」位置まで回します。センサが正常に動作しているかどうかを点検するに
は，トラブルシューティングSpeed/Timing - Testを参照してください。

i02657835

故故故障障障記記記録録録

このシステムは、故障記録機能が装備されてい
ます。電子制御モジュール（ECM）がアクティ
ブな診断コードを生成すると、そのコードは
ECMのメモリにログされます。 ECMによってログ
されたコードは、エレクトロニック・サービ
ス・ツールで識別することができます。ログさ
れたアクティブ・コードは、故障が修復される
か、または故障がアクティブでなくなると消去
されます。次のログ済み故障については、ファ
クトリ･パスワードを使用しないとECMのメモリ
から消去することができません。 オーバース
ピード,エンジン･オイル・プレッシャが低下
およびエンジン冷却水温度が上昇.

i04191161

アアアクククテテティィィブブブ診診診断断断コココーーードドドををを伴伴伴うううエエエ
ンンンジジジンンン運運運転転転

エンジン作動中に診断ランプがコードを点滅し
たときは、システムが仕様範囲から外れた状態
を見つけ出したことを意味します。電子式サー
ビス工具を使用してアクティブな診断コードを
点検してください。

注注注記記記::: “DERATE（出力低減）”が選択されているとき
に、オイル圧力低下の状態になると、エレクトロ
ニック･コントロール･モジュール（ECM）は、問題
が修正されるまでエンジン出力を制限します。 油圧
が正常な範囲を示している場合は、エンジンを定格
回転数と定格負荷で運転することができます。 ただ
し、保守整備はできるだけ早く行ってください。
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アクティブ状態の診断コードを調べてくださ
い。問題の原因をできるだけ早く修復してくだ
さい。アクティブ状態の診断コードが1つだけ
で、アクティブ状態の診断コードの原因が修復
された場合は、その診断コード･ランプは消え
ます。

アクティブ状態の診断コードが生成されると、
その結果エンジンの作動と性能が制限されるこ
とがあります。加速が大幅に落ちることがあり
ます。これらのアクティブ診断コードとエンジ
ン性能との関係に関する詳細な情報について
は、トラブルシュート･ガイドをご参照くださ
い。

i02657817

間間間欠欠欠的的的ななな診診診断断断コココーーードドドををを伴伴伴うううエエエンンン
ジジジンンン運運運転転転
エンジンが正常に運転されている時に、診断ラ
ンプが点灯し、そして消灯する場合は、故障が
断続的に発生している可能性があります。故障
が発生した場合、その故障は電子制御モジュー
ル（ECM）のメモリに記録されます。

ほとんどの場合、断続故障コードが表示されて
もエンジンを停止する必要はありません。但
し、オペレータはイベントの本質を特定するた
めに、記録されている故障コードを読み出し、
該当する情報を参照してください。オペレータ
は、ランプを点灯させた原因と思われるあらゆ
る所見をログに記録してください。

• 出力低下

• エンジン回転数の制限

• 過剰なスモーク、など この情報は、状況のト
ラブルシュートに役立て ることができます。
この情報は、今後の参考のために利用すること
もできます。 診断コードの 詳細については、
このエンジンのトラブル シューティング・ガイ
ドをご参照ください。

i05920768

設設設定定定パパパラララメメメーーータタタ
エンジンエレクトロニックコントロールモ
ジュール（ECM，Electronic Control Module）
には，2つのタイプの構成パラメータがありま
す。それは，システム構成パラメータとカスタ
マ指定パラメータです。

構成パラメータを変更するには，エレクトロ
ニックサービスツールが必要です。

システムコンフィギュレーションパ
ラメータ
システム構成パラメータは，エンジンの排出ガ
スまたはエンジンの出力に影響を及ぼす。シス
テム構成パラメータは工場でプログラムされ
る。通常，エンジンの寿命が尽きるまでシステ
ム構成パラメータを変更する必要はありませ
ん。ただし，ECMを交換した場合は，システム
構成パラメータを再プログラムする必要があり
ます。 ECMソフトウェアを変更しても，システ
ム構成パラメータを再プログラムする必要はあ
りません。これらのパラメータを変更するには
工場パスワードが必要である。
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表 4

システムコンフィギュレーションパラメータ

構成パラメータ 記録

Engine Serial Number

定格

フルロードセッティング

全トルク設定

ECMソフトウェアのリリース日付

顧客指定パラメータ
顧客指定パラメータにより，用途ごとの必要条
件に対してエンジンを的確に設定することがで
きます。

カスタマ指定の構成パラメータを変更するに
は，エレクトロニックサービスツールが必要で
す。

カスタマ指定パラメータは運転条件の変更に
従って繰り返し変更することができる。
表 5

顧客指定パラメータ

指定パラメータ 記録

ECM識別パラメータ

ECMシリアル番号

ソフトウェアグループ部品番号

ソフトウェアグループリリース日付

ソフトウェアグループの名称

選択されるエンジン定格

Rating Number（定格番号）

スピードコントロール

ローアイドル回転数

エンジン構成パラメータ

エーテルソレノイド設定

エンジンアイドルシャットダウン

最低外気温

最高外気温

シャットダウンイネーブルステータス

Shutdown Delay Time（シャットダウン遅延時間）

Ambient TemperatureOverride Enable Status（外気温度オーバライド
有効ステータス）

PTOおよびスロットルロックパラメータ

Throttle Lock Feature Installation Status（スロットルロック機能装着
ステータス）

PTO Mode（PTOモード）

(続き)
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(表 5、続き)

Throttle Lock Engine Set Speed 1（スロットルロックエンジン設定ス
ピード1）

Throttle Lock Engine Set Speed 2（スロットルロックエンジン設定ス
ピード2）

スロットルロック増加回転数ランプ定格

Throttle Lock Decrement Speed Ramp Rate（スロットルロック減速斜
面率）

スロットルロックエンジンセット回転数増加

Throttle Lock Engine Set Speed Decrement（スロットルロックエンジ
ン設定スピード減少）

他の機能

Monitoring Mode Shutdowns（モニタリングモードシャットダウン）

Monitoring Mode Derates（モニタリングモードディレート）

Limp Home Desired Engine Speed（リンプホーム所要エンジンスピー
ド）

Limp Home Engine Speed Ramp Rate（リンプホームエンジンスピー
ドランプレート）

エンジン加速レート

Engine Speed Decelerating Ramp Rate（エンジン減速斜面率）

Intermediate Engine Speed（中間エンジンスピード）

ファンコントロール

Engine Fan Control

エンジンファンタイプ設定

Pulley Ratio（プーリ比率）

Temperature Error Increasing Hysteresis（温度エラーによるヒステリ
シス増加）

Temperature Error Decreasing Hysteresis（温度エラーによるヒステリ
シス減少）

Current Ramp Rate（電流斜面率）

ファン回転数（プロポーショナル）ゲイン率

ファン回転数（インテグラル）安定率

Top Fan Speed（最高ファン回転数）

Minimum Desired Fan Speed（所要最低ファン回転数）

Solenoid Minimum Current（最小ソレノイド電流）

ソレノイド最大電流

Solenoid Dither Frequency（ソレノイドディザー周波数）

Solenoid Dither Amplitude (Peak-to-Peak)（ソレノイドディザー振幅
（ピーク間））

ファン温度

Charge Air Cooler Outlet Temperature Input Enable（給気クーラアウ
トレット温度の入力有効）

MaximumAir Flow Charge Air Cooler Outlet Temperature（最大空気流
量給気クーラアウトレット温度）

(続き)
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(表 5、続き)

Minimum Air Flow Charge Air Cooler Outlet Temperature（最小空気流
量給気クーラアウトレット温度）

Coolant Temperature Input Enable Status（クーラント温度入力有効ス
テータス）

MaximumAir Flow Coolant Temperature（最大空気流量クーラント温
度）

Minimum Air Flow Coolant Temperature（最小空気流量クーラント温
度）

Transmission Oil Temperature Input Enable Status（トランスミッショ
ンオイル温度入力有効ステータス）

Hydraulic Oil Temperature Input Enable Status（作動油温度入力有効
ステータス）

Auxiliary #1 Temperature Input Enable Status（補助#1温度入力有効ス
テータス）

Auxiliary #2 Temperature Input Enable Status（補助#2温度入力有効ス
テータス）

設定可能な入力

クーラントレベルセンサ

Air Filter Restriction Switch Installation Status（エアフィルタ目詰まり
スイッチ装着ステータス）

Air Filter Restriction Switch Configuration（エアフィルタ目詰まりス
イッチコンフィギュレーション）

Water in Fuel Switch Installation Status（ウォータインフュエルスイッ
チ設置ステータス）

User Defined Switch Installation Status（ユーザ定義スイッチ装着ス
テータス）

Auxiliary Temperature Sensor Installation Status（補助温度センサ設置
ステータス）

Auxiliary Pressure Sensor Installation Status（補助圧力センサ設置ス
テータス）

エンジン給気クーラ#1出口温度センサ装着ステータス

Engine Oil Level Sensor Installation Status（エンジンオイルレベルセ
ンサ設置ステータス）

J1939コンティニュアスフォルトの処理

Remote Torque Speed Control Enable Status（リモートトルク回転数
コントロール作動ステータス）

システムの設定

システム作動電圧の設定

セキュリティアクセスパラメータ

カスタマパスワードNo.2

カスタマパスワードNo.2

CANコミュニケーションプロトコル書込みセキュリティ

CANコミュニケーションプロトコル読込みセキュリティ

トータルタトルテール
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エンジンの始動要領
i03297490

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

エンジンを始動する前に、必要な日常整備作業
およびその他の定期整備作業を行なってくださ
い。エンジン･コンパートメントを点検してく
ださい。この点検作業により、後に大規模な修
理を行なう必要性を回避します。 詳細について
は、本取扱説明書給油整備計画を参照してくだ
さい。

• エンジンに燃料が適切に供給されていることを確
認してください。

• 燃料供給バルブ（装備の場合）を開いてくださ
い。

注意
燃料圧力が上昇しないように、エンジンを運転する
前および運転中は燃料リターン配管内の全バルブを
開いておかなければなりません。燃料圧力が高くな
ると、フィルタ･ハウジングが故障または他に損傷
が生じる恐れがあります。

エンジンを数週間始動しなかった場合は、燃料
系統から燃料が抜けている恐れがあります。
フィルタ･ハウジング内に空気が混入している
恐れがあります。また、燃料フィルタを交換し
た際に、フィルタ･ハウジング内に空気が残っ
ている場合があります。これらの状況が生じた
場合は、燃料系統のプライミングを行なってく
ださい。燃料系統のプライミングに関する詳細
については、本取扱説明書燃料系統－プライミ
ングを参照してください。

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは有有有害害害ななな燃燃燃焼焼焼酸酸酸化化化物物物ががが含含含ままま
れれれててていいいままますすす。。。エエエンンンジジジンンンははは常常常ににに換換換気気気ののの行行行ききき届届届いいいたたた場場場
所所所ででで始始始動動動さささせせせ、、、運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを屋屋屋
内内内ででで運運運転転転すすするるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススををを外外外部部部
へへへ排排排出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 始動スイッチやコントロール装置に “運転禁止”警
告タグまたは類似の警告タグが貼付されている場
合は、エンジンを始動したりコントロール装置を
動かしたりしないでください。

• すべてのシャットオフ機能または警告コンポーネ
ントをリセットしてください。

• すべての被駆動装置が解除されていることを確認
してください。 電気負荷を最小限に抑えるか、
または完全に取り除いてください。

i05920786

寒寒寒冷冷冷時時時ののの始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここのののよよようううななな行行行為為為ににによよよりりり、、、
爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

-18 °C (0 °F)より低い温度での始動性は，
ジャケットウォータヒータを使用するか，バッ
テリ容量を増やすことで改善されます。

グループ2のディーゼル燃料を使用する場合，
エンジンオイルパンヒータ,ジャケットウォー
タヒータ,燃料ヒータおよびフュエルラインイ
ンシュレーションを使用することで，寒冷時の
始動や燃料の問題を最小限に抑えることができ
ます。

寒冷時の始動用の手順を使います。

注注注記記記:::始動中にエンジンスピードコントロールを調
整しないでください。 エレクトロニックコントロー
ルモジュール（ECM）が始動時にエンジンスピード
を制御します。

始動する前に，適正なオイル仕様，オイルグ
レードおよび燃料が使用されていることを確認
してください。本取扱説明書液体の推奨事項を
参照してください。

111... 被駆動装置をすべて切り離します。

222... キースイッチを「走行」位置にします。グ
ロープラグの警告ライトが消灯するまで，
キースイッチを「走行」位置に維持します。

注意
フライホイール回転中は始動モータを結合させない
でください。負荷が加わっているときは、エンジン
を始動させないでください。

エンジンが30秒以内に始動しない場合は、始動ス
イッチまたは始動ボタンを解除して2分間待ち、始
動モータを冷却させてから再度エンジンを始動して
ください。

333... グロープラグの警告ライトが消灯したら，
キースイッチを「開始」位置にして，スター
タモータを作動させてエンジンをクランクし
ます。

注注注記記記:::グロープラグの警告ライトの動作時間は，エ
ンジン温度によって変化します。
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444... エンジンが始動したら，キースイッチを「走
行」位置に戻します。

555... エンジンの始動に失敗したら，ステップ2か
ら4を繰り返します。

注注注記記記:::暖機の短縮を意図した“空ぶかし”操作は行
わないでください。

666... 3～5分間または水温インジケータが上がり始
めるまで，エンジンをアイドル運転します。
寒冷時にエンジンを始動した後でアイドリン
グするときは，エンジン回転数を1,000 ~
1,200 rpmまで上げてください。このアイド
リングによって，エンジンをより短時間で暖
機することができます。ハンドスロットルを
取り付けると，長時間にわたってローアイド
ル回転を高めに維持する操作が容易になりま
す。白煙が分散してから通常運転を開始す
る。

777... すべての装置が作動温度になるまで，エンジ
ンを低負荷で運転する。暖機運転中は計器類
を点検する。

i05920779

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

注注注記記記:::始動中にエンジンスピードコントロールを調
整しないでください。 エレクトロニックコントロー
ルモジュール（ECM）が始動時にエンジンスピード
を制御します。

エンジン始動
111... エンジンによって駆動されるすべての装置の

接続を解除します。

222... キースイッチを「走行」位置にします。 グ
ロープラグの警告ライトが消灯するまで，
キースイッチを「走行」位置に維持します。

333... グロープラグの警告ライトが消灯したら，
キースイッチを「開始」位置にして，スター
タモータを作動させてエンジンをクランクし
ます。

注注注記記記:::グロープラグの警告ライトの動作時間は，エ
ンジン温度によって変化します。

注意
フライホイール回転中は始動モータを結合させない
でください。負荷が加わっているときは、エンジン
を始動させないでください。

エンジンが30秒以内に始動しない場合は、始動ス
イッチまたは始動ボタンを解除して2分間待ち、始
動モータを冷却させてから再度エンジンを始動して
ください。

444... エンジンが始動したら，キースイッチを「走
行」位置に戻します。

555... エンジンの始動に失敗したら，ステップ2か
ら4を繰り返します。

i05156888

ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･ケケケーーーブブブルルルににに
よよよるるる始始始動動動

ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･ケケケーーーブブブルルルををを不不不適適適切切切ににに接接接続続続すすするるる
ととと、、、爆爆爆発発発ががが発発発生生生ししし、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす。。。

バババッッッテテテリリリののの付付付近近近ででではははスススパパパーーークククををを発発発生生生さささせせせななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。スススパパパーーークククににによよよっっっててて気気気化化化しししたたたガガガスススががが爆爆爆発発発すすす
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。さささらららににに、、、ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･
ケケケーーーブブブルルルののの端端端どどどうううしししををを接接接触触触さささせせせたたたりりり、、、エエエンンンジジジンンンににに
接接接触触触さささせせせたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注記記記:::可能な場合は，始動が失敗する理由を最初に
診断すること。 詳細については，
TroubleshootingEngine Will Not Crank and Engine
Cranks But Will Not Startを参照。 必要な修理を
行ってください。 エンジンが始動しないのはバッテ
リの状態だけが原因の場合は，バッテリを充電する
か，ジャンプスタートケーブルを使用して別のバッ
テリでエンジンを始動する。
バッテリの状態は，エンジンのスイッチを「OFF」
にした後で再点検できる。
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注意
電動スタータモータと同じ電圧のバッテリ電源を使
用します。 必ず、ジャンプ･スタートの電圧と同じ
電圧を使用してください。電圧が高いバッテリを使
用すると電気系統が損傷します。

バッテリ･ケーブルの極性を誤らないでください。
オルタネータが損傷する恐れがあります。接地ケー
ブルの取付けは最後に行い，取外しは最初に行う。

ジャンプスタートケーブルを取り付ける前に，すべ
ての電気部品を「OFF」にする。

始動させるエンジンへのジャンプスタートケーブル
接続前に，主電源スイッチが「OFF」位置になって
いることを確かめる。

111... 失速しているエンジンの始動スイッチを
「OFF」位置に回します。エンジンのアクセ
サリをすべてオフにしてください。

222... プラス側ジャンプ・スタート・ケーブルの一
方の端を放電したバッテリのプラス側ケーブ
ル・ターミナルに接続します。プラス側ジャ
ンプ・スタート・ケーブルの他方の端を電源
のプラス側ケーブル・ターミナルに接続しま
す。

333... マイナス側ジャンプ・スタート・ケーブルの
一方の端を電源のマイナス側ケーブル・ター
ミナルに接続します。マイナス側ジャンプ・
スタート・ケーブルの他方の端をエンジン・
ブロックまたはシャーシ接地に接続します。
この手順によって、バッテリから発生する可
燃性ガスがスパークによって着火するのを防
止できます。

注注注記記記:::エンジンECMに電源を入れてから始動モータの
運転を開始してください。これに従わないと損傷す
る可能性があります。

444... 通常の運転手順でエンジンを始動してくださ
い。本取扱説明書エンジンの始動を参照して
ください。

555... エンジンが始動したら、直ちにジャンプ･ス
タート･ケーブルを逆の手順で外してくださ
い。

ジャンプ・スタートをした後、オルタネータは
放電がかなり進んだバッテリを完全に充電する
ことはできません。エンジンが停止したら、
バッテリを交換するか、バッテリ充電器を使用
して正しい電圧まで充電する必要があります。
使用不可とされているバッテリの多くは再充電
可能です。取扱説明書バッテリ -交換および試
験と調整マニュアルバッテリ -試験を参照して
ください。

i02570684

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動後後後

注注注記記記:::周囲温度が0～60°C (32～140°F)の場合、暖
気運転の時間は約3分間です。外気温度が0°C
(32°F)より低い場合は、さらに暖気運転を続ける
必要がある場合もあります。

エンジンをアイドル回転数で暖機運転している
間に、次の状態を調べてください。

高圧燃料配管の点検は、エンジンや始動モータ
の運転中に行わないでください。運転中のエン
ジンを点検する場合は、液体による貫通事故を
防止するため、必ず正しい手順に従ってくださ
い。本取扱説明書安全に関する一般事項をご参
照ください。

• エンジンに負荷をかける前に、アイドル回転と半
速回転（エンジン負荷なし）で液体や空気の漏れ
を点検してください。 エンジンの用途によって
は、この方法が使用できない場合もあります。

• エンジンを3～5分間アイドル回転で運転するか、
ウォータ･テンペレチャ･インジケータが上り始め
るまでエンジンをアイドル回転数で運転してくだ
さい。 暖機中にすべてのゲージを点検してくだ
さい。

注注注記記記:::エンジンを運転している間は、頻繁にゲージ
の表示値を観測してデータを記録してください。 長
期間にわたって得られたデータを比較することによ
り、各ゲージの正常値がわかります。 長期間にわ
たって得られたデータを比較することにより、異常
な運転状態の発生を検知することもできます。 測定
値が著しく変化する場合は、検査を行ってくださ
い。
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エンジンの運転
i02503609

エエエンンンジジジンンンののの運運運転転転

適正な運転および保守整備がエンジン耐用年数
を最長化するとともに、高い経済性を得るうえ
で非常に重要な要素です。運転コストを最小に
抑え、エンジン耐用年数を最長化するために、
本取扱説明書の指示に従ってください。

エンジンが正常な運転温度に達するのに必要な
時間は、エンジンの見回り点検に要する時間よ
りも短かくなります。

エンジンが始動し、運転温度に達したら、エン
ジンを定格回転数で運転することができます。
エンジンを低回転数、低出力で運転すれば、よ
り短時間で正常な運転温度に到達します。この
方法は、エンジンを無負荷状態でアイドル回転
させるよりも効果的です。エンジンは、数分間
で運転温度に到達します。

エンジン運転中は、頻繁に計器の表示値を観察
してデータを記録してください。データを時系
列的に比較することにより、各ゲージの正常値
を判定します。時系列的にデータを比較するこ
とによって異常運転の発生を検知することもで
きます。表示値に著しい変化があった場合は、
調査を行ってください。

i05920771

燃燃燃料料料節節節減減減のののたたためめめののの推推推奨奨奨方方方法法法

エンジンの効率は，燃費に影響を与えます。
Perkins の設計と製造技術は，あらゆる用途で
最高の燃料効率を実現しています。推奨手順に
従って，エンジンの耐用年数中は最適性能を達
成することができるようにしてください。

• 燃料をこぼさないでください。

燃料は暖まると膨張します。燃料がフュエルタ
ンクからあふれ出る場合もあります。フュエル
ラインに漏れが生じていないか点検してくださ
い。必要に応じて，フュエルラインを修理して
ください。

• 燃料の種類ごとの特性の違いを意識します。 推
奨燃料のみを使用してください。 詳細について
は，取扱説明書燃料の推奨事項を参照してくださ
い。

• 不必要なアイドル運転は行わないでください。

長時間のアイドル運転は避けて，エンジンを停
止してください。

• サービスインジケータの表示を頻繁に観察してく
ださい。 エアクリーナエレメントは清浄な状態
を維持してください。

• 正しい空燃比が維持されるよう，ターボチャー
ジャが正常に作動していることを確かめてくださ
い。 排気ガスがクリーンな状態であれば，エン
ジンは正常に作動しています。

• 電気系統を正常な状態で維持してください。

バッテリセルの1つにでも不具合があると，オ
ルタネータに過剰な負荷がかかります。その不
具合によって余分な電力と燃料が消費されま
す。

• ベルトが適切に調整されていることを確認してく
ださい。 ベルトに不良箇所がないようにしてく
ださい。 詳細については，仕様マニュアルを参
照してください。

• ホースの接続部がすべて確実に締め付けられてい
るかを確認します。 接続部に漏れがないように
してください。

• 被駆動装置が正常に稼動していることを確認して
ください。

• エンジン温度が低いと余分な燃料が消費されま
す。 可能な場合は，ジャケットウォータシステ
ムおよび排気システムの熱を利用するようにして
ください。 クーリングシステムのコンポーネン
トを清潔に維持し，適切な修理を施してくださ
い。 水温レギュレータなしに，絶対にエンジン
を運転しないでください。 これらすべての項目
は作動温度を維持するのに役立ちます。
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寒冷時の運転
i05920774

寒寒寒冷冷冷時時時ののの運運運転転転

Perkins 製ディーゼルエンジンは，寒冷時でも
効率的な運用ができます。寒冷時における
ディーゼルエンジンの始動と運転は，以下の要
件に応じて異なります。

• 使用する燃料タイプ

• エンジンオイルの粘度

• グロープラグの動作

• オプションの寒冷始動補助装置

• バッテリの状態

この項では，次の情報を解説します。

• 寒冷時の運転に伴う潜在的な問題

• 外気温度が0 ~ −40 °C (32 ~ -40 °F)の場合に，
始動時と運転時の問題を最小限に抑えるための推
奨手順。

凍結温度域におけるエンジンの運転および保守
整備は複雑です。複雑さ理由は次の要因により
ます。

• 気象条件

• エンジンの用途

Perkins ディーラまたはPerkins の代理店から
の推奨事項は，過去の経験に基づいて得られた
ものです。ここに記載されている情報は，寒冷
時に運用する際のガイドラインになります。

寒冷時での運用のヒント
• エンジンが始動したら，最低作動温度である

80 °C (176 °F)に達するまでエンジンを運転し
ます。 運転温度にすることは，インレットバル
ブと排気バルブの固着の防止に役立つ。

• エンジンのクーリングシステムと潤滑系統から
は，エンジンを停止した後も熱がすぐには失われ
ない。 そのため，ある程度の期間停止していた
エンジンでも，比較的容易に始動することができ
ます。

• 寒冷期が始まる前に，仕様に則したエンジン潤滑
剤を導入しておきます。 推奨されるオイルの粘
度については，本取扱説明書液体の推奨事項を参
照してください。

• ゴム製の部品（ホース，ファンドライブベルトな
ど）は，すべて毎週点検します。

• 電気系統の配線および接続部について，摩損や絶
縁材の損傷がないか点検します。

• すべてのバッテリを十分に充電し，暖めて，エン
ジンが確実に正常な作動温度で動作するようにし
てください。

• 各シフトの終了後，フュエルタンクを満タンにし
ておきます。

• エアクリーナおよびエアインテイクは毎日点検す
ること。 降雪中に運転する場合は，エアインテ
イクの点検をより頻繁に実施します。

• グロープラグが正常に作動することを確認しま
す。 トラブルシューティングGlow Plug Starting
Aid- Testを参照してください。

アアアルルルコココーーールルルややや始始始動動動用用用液液液体体体類類類ににによよよりりり、、、人人人身身身事事事故故故まままたたた
ははは物物物的的的損損損害害害ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

アアアルルルコココーーールルルややや始始始動動動用用用液液液体体体類類類ははは、、、可可可燃燃燃性性性ががが高高高くくく有有有毒毒毒
なななのののででで不不不適適適切切切ななな方方方法法法ででで保保保管管管すすするるるととと、、、人人人身身身事事事故故故まままたたた
ははは物物物的的的損損損害害害ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここのののよよようううななな行行行為為為ににによよよりりり、、、
爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

• 寒冷時でのケーブルを用いたジャンプスタート手
順については，取扱説明書ジャンプスタートケー
ブルによる始動 を参照してください。
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エンジン潤滑油の粘度
エンジンオイルの粘度を適正に保つことは不可
欠です。オイル粘度は，オイルがエンジンに対
して発揮する潤滑特性と摩耗保護に影響を与え
ます。推奨されるオイルの粘度については，本
取扱説明書液体の推奨事項を参照してくださ
い。

クーラントの推奨事項
予想される最低外気温に合ったクーリングシス
テムの保護を行う。推奨されるクーラント混合
液については，本取扱説明書液体の推奨事項を
参照してください。

寒冷時にはクーラントを頻繁に点検し，凍結防
止に必要なグリコール濃度を維持するようにし
ます。

エンジンブロックヒータ
エンジンブロックヒータ（装着の場合）の機能
は，燃焼室を囲んでいるエンジンジャケット
ウォーターを温めることです。加熱により，次
の効果が得られます。

• 始動性が向上します。

• 暖機時間が短縮されます。

電気式ブロックヒータは，エンジン停止と同時
に作動し始めます。ブロックヒータは110 V DC
または240 V DCで使用できます。出力は750/
1,000 Wです。詳細については，Perkins ディー
ラまたはPerkins の代理店にお問い合わせくだ
さい。

エンジンのアイドリング
寒冷時におけるエンジン始動後のアイドリング
は，エンジン回転数を1,000 ~ 1,200 rpmまで上
げてください。このアイドリングによって，エ
ンジンのウォームアップがより短時間で行えま
す。ハンドスロットルを取り付けると，長時間
にわたってローアイドル回転を高めに維持する
操作が容易になります。暖機の短縮を意図した
“空ぶかし”操作は行わないでください。

エンジンのアイドリング中に軽い負荷（寄生的
負荷）をかけることは，最低作動温度の達成に
有益です。最低作動温度は80 °C (176 °F)で
す。

クーラント暖機の推奨事項
作動を停止して通常の作動温度以下になってい
るエンジンについては，暖機が必要です。この
ウォームアップは，エンジンをフル稼働状態に
戻す前に行う必要があります。極寒温度環境で
運転している場合，短い間隔でエンジンの運転
と停止を繰り返すと，エンジンのバルブ機構が
損傷する恐れがあります。このような損傷は，
暖機運転が完了する前に，エンジンの始動と停
止を何度も繰り返すとことで発生する恐れがあ
ります。

通常の作動温度よりも低い温度でエンジンを運
転している場合，燃料とオイルが燃焼室で完全
燃焼しません。このような燃料とオイルは，バ
ルブステムに軟性のカーボン堆積物を形成しま
す。これらの堆積物は一般的に，通常の作動温
度のエンジンで燃焼して消滅するため，問題は
発生しません。

通常運転をすることなく，ウォームアップの完
了前にエンジンの始動と停止を何度も繰り返す
と，カーボン堆積物が厚くなっていきます。こ
うした始動と停止の操作は，次の問題の原因と
なることがあります。

• バルブの自由な動きが抑制されます。

• バルブの固着が起こります。

• プッシュロッドが曲がる可能性があります。

• バルブトレーンコンポーネントにその他の損傷を
及ぼす危険性があります。

この理由からエンジン始動時は，クーラント温
度が最低80 °C (176 °F)になるまでエンジン
を暖機する必要があります。バルブステムに付
着するカーボン量を最小限に維持することで，
バルブおよびバルブコンポーネントの自由な動
きが確保されます。

他のエンジン部品の状態を良好にしておくため
に，エンジン全体を暖機する必要があります。
通常，エンジンの寿命は延長されます。潤滑を
促進する効果もあります。オイルの酸化および
スラッジ形成を抑制する効果もあります。この
条件は，エンジンベアリングやピストンリング
などの部品の寿命を延ばします。ただし，摩耗
や無駄な燃料消費を減らすために不要なアイド
ル時間は10分に制限してください。

SJBU8731 49
寒冷時の運転
寒冷時の運転



水温レギュレータおよび断熱ヒータ回路
エンジンには水温レギュレータが装備されてい
ます。エンジンクーラントが適切な作動温度を
下回っている場合，ジャケットウォータは，エ
ンジンシリンダブロックを通過してエンジンシ
リンダヘッドまで循環します。その後クーラン
トは，クーラント温度レギュレータのバルブを
バイパスした内部通路を経由することで，シリ
ンダブロックに戻ります。この循環によって，
低温条件においてクーラントがエンジン周囲を
流れることが保証されます。エンジンジャケッ
トウォーターが適正な作動温度の最低値に到達
すると，水温レギュレータが開き始めます。
ジャケットウォータのクーラント温度が適正な
作動温度の最低値を上回ると，水温レギュレー
タの開きが大きくなり，より多量のクーラント
がラジエータ中を流れることで余分な熱が取り
除かれます。

水温レギュレータの段階的な開放により，シリ
ンダブロックとシリンダヘッド間のバイパス通
路は段階的に閉鎖されます。これにより，ラジ
エータに流れるクーラントの量が最大化され，
最も効率的に放熱を行うことができます。

注注注記記記:::空気流量を制限しないでください。 空気流量
を制限すると，フュエルシステムが損傷する可能性
があります。 Perkins 社は，ラジエータシャッター
などの空気流量制限装置は，いずれも使用しないこ
とを推奨しています。 空気流量の制限は，排気温度
の上昇, 出力の低下, ファンの過剰使用 および 燃費
の悪化の原因になります。

キャブヒータは，極寒環境での運用時に有効で
す。エンジンからのフィードおよびキャブから
のリターンラインは断熱して，外気による熱損
失を減らす必要があります。

クランクケースブリーザの保護に関する推
奨事項

クランクケース換気口のガスには，大量の水蒸
気が含まれています。この水蒸気は，外気温度
が低い状態では凍結して，クランクケース換気
システムの目詰まりや損傷の原因となる可能性
があります。 −25 °C (−13 °F)を下回る温度で
エンジンを運転している場合，ブリーザシステ
ムの凍結や目詰まりを防止する対策を取る必要
があります。オープンブリーザシステムは，
−25 °C (−13 °F)未満の温度でより効果的に動
作します。極端な気象条件では，ブリーザホー
スを断熱するとシステムを保護する効果があり
ます。

−25 ° ~ −40 °C (−13 ° ~ −72 °F)での運転時
に推奨されるブリーザコンポーネントについて
は，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

i05156905

燃燃燃料料料おおおよよよびびび寒寒寒冷冷冷時時時ののの影影影響響響

注注注記記記:::燃料は，Perkins の推奨する等級のものだけを
使用すること。 本取扱説明書Fluid
Recommendationsを参照。

寒冷環境で生じる問題は，次のコンポーネント
を使用することで最小限にできる。

• グロープラグ（装着の場合）

• エンジンクーラントヒータ（OEM オプションの場
合あり）

• 燃料ヒータ（OEM オプションの場合あり）

• フュエルラインの絶縁（OEM オプションの場合あ
り）

曇り点とは，燃料中でワックスの結晶が析出し
始める温度を指す。これらの結晶により燃料
フィルタが目詰まりする恐れがあります。

流動点とは、ディーゼル燃料の粘度が増す温度
を指します。フュエルライン，フュエルフィル
タ，フュエルポンプ中で，ディーゼル燃料は動
きにくさを増すことになる。

ディーゼル燃料の購入時は，この点に注意する
必要がある。エンジンの運用環境については，
平均の外気温度を考慮すること。ある気候の下
で給油したエンジンを異なる気候の土地へ移動
すると正常に運転できなくなることがありま
す。温度差によって不具合が生じることがあり
ます。

出力の低下あるいは冬季の性能低下に関するト
ラブルシューティングをする場合は，その前に
燃料のワックス化を確認しておくこと。

温度が0°C (32 °F)を下回る環境でエンジン
を作動させる場合は，低温用燃料の利用もでき
る。こうした燃料は，低温時に燃料がワックス
化するのを抑制する。

寒冷環境での運用の詳細は，取扱説明書Cold
Weather Operation and Fuel Related Components
in Cold Weatherを参照。
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i05156872

寒寒寒冷冷冷時時時にににおおおけけけるるる燃燃燃料料料関関関連連連構構構成成成部部部
品品品

フュエル･タンク
燃料が満タンではないフュエル･タンクでは、
結露が発生する恐れがあります。 エンジンの運
転後はフュエル･タンクを満タンにしてくださ
い。

フュエル･タンクにはタンク底部から水と沈殿
物を排出する仕組みがあるはずです。

フュエル･タンクには、供給配管の位置によっ
て水と沈殿物が、燃料供給配管の末端に溜まる
構造のものがあります。

一部のフュエル･タンクでは、タンク底部から
直接供給配管に燃料を送り出す構造のものもあ
ります。エンジンにそうしたシステムが装備さ
れている場合は、燃料系統フィルタを定期的に
メンテナンスすることが大切です。

週次,整備間隔およびフュエル･タンクの補充
時で燃料貯蔵タンクから水および沈殿物を抜き
取ります。このようにすれば、水および/ある
いは沈殿物が燃料貯蔵タンクから、エンジンの
燃料タンクへ送り出されるのを防ぐことができ
ます。

フュエル･フィルタ
プライマリフュエルフィルタは，フュエルタン
クとエンジンフュエルインレットの間に配置さ
れている。フュエル･フィルタを交換した後
は、フュエル･システムから空気泡を取り除く
ために常にフュエル･システムのプライミング
をします。フュエル･システムのプライミング
の詳細については、取扱説明書保守整備編を参
照してください。

プライマリフュエルフィルタの位置は，寒冷時
の運用で重要となる。プライマリフュエル･
フィルタとフュエル供給ラインは、低温燃料の
場合に影響する良く知られた構成要素です。

燃料ヒータ
注注注記記記:::OEMの製品では，燃料ヒータが装備されている
ものもある。 その場合，フュエルトランスファポン
プでの燃料温度は73 °C (163 °F)を超えてはいけ
ない。

燃料ヒータ（装備されている場合）の詳細につ
いては，OEM情報を参照。

SJBU8731 51
寒冷時の運転

寒冷時における燃料関連構成部品



エンジン停止
i05920776

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

注意
負荷をかけて運転していたエンジンを急停止する
と、オーバーヒートしてエンジンの構成部品の早期
摩耗を生じる恐れがあります。

シャットダウンの前にエンジンを加速することはし
ないでください。

高温のままのエンジン停止を避けることによって、
ターボチャージャのシャフトとベアリングの耐用年
数を最長にできます。

注注注記記記:::コントロールシステムは，個々の用途によっ
て異なります。 シャットオフ手順を理解しているか
確かめてください。 エンジンの停止操作は，次に示
す一般的なガイドラインに従ってください。

111... エンジンの負荷を取り除きます。エンジン
回転数をローアイドルまで下げる。エンジン
を5分間アイドル運転させ，エンジンを冷却
します。

222... エンジンのシャットオフシステムに従って冷
却期間の終了後にエンジンを停止し，イグ
ニッションキースイッチを「OFF」位置に回
します。必要に応じて，OEMから提供される
説明書を参照してください。

333... エンジンのシャットダウン後，最低2分間待
機してから，バッテリスイッチをOFFにす
る。バッテリ電源をOFFにするのが早すぎる
と，エンジンシャットダウン後に実施される
ディーゼルエキゾースト液ラインの液の抜取
りが妨げられます。

i04191182

非非非常常常停停停止止止

注意
非常停止ボタンは非常時専用です。通常のエンジン
停止用に非常停止装置や非常停止ボタンを使用しな
いでください。

エンジン停止後は、エンジンの作動をサポート
する外部システム用コンポーネントが安全な状
態になっていることを確かめます。

非常停止ボタン

図

29

g00104303

標準的な非常停止ボタン

非常停止ボタンは、通常のエンジン作動時に
「OUT」位置にあります。非常停止ボタンを押
します。このボタンがロックされているとエン
ジンは始動しません。リセットするには、ボタ
ンを時計回りに回転させます。

非常停止ボタンの場所と操作については、取扱
説明書エンジン機能とコントロール装置を参照
してください。

i05920784

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止後後後

注注注記記記:::エンジンオイルを点検する際は，事前に最低
10分間エンジンを停止させ，オイルパンにエンジン
オイルが戻るようにします。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。低圧フュエルシステムのメンテ
ナンスを実施する場合には，必ず事前にセカンダリ
フュエルフィルタからの排出を行ってください。
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• エンジンフュエルラインのサービスまたは修理を
行う場合は，事前にエンジンを停止させて60秒間
待機し，高圧フュエルラインから燃料圧力を解放
させておきます。 必要な場合は，細部の調整を
行う。 低圧燃料系統からの漏れおよび冷却，潤
滑またはエアシステムからの漏れをすべて修理す
る。 漏れが生じている高圧燃料ラインはすべて
交換する。 分解および組立マニュアルFuel
Injection Lines - Installを参照してください。

• クランクケースのオイルレベルを点検します。
オイルレベルは，エンジンオイルレベルゲージの
“MIN”（最低）マークと “MAX”（最大）マークの間
で維持してください。

• エンジンにサービスアワーメータが装着されてい
る場合は，その表示値を記録します。 メンテナ
ンスは取扱説明書給油整備間隔に従って実施して
ください。

• 燃料中への水分混入を抑制するため，フュエルタ
ンクは満タン状態にしておきます。 フュエルタ
ンクに燃料を入れ過ぎないでください。

注意
不凍液/クーラント混合液は，本取扱説明書交換時の
容量および推奨事項または本取扱説明書液体の推奨
事項 で推奨されているものだけを使用してくださ
い。これを怠ると，エンジンが損傷する恐れがあり
ます。

加加圧圧シシスステテムム：：高高温温のの冷冷却却水水にによよりり重重度度のの火火傷傷事事
故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。冷冷却却系系統統ののフフィィララーー･･
キキャャッッププをを開開けけるるととききはは、、エエンンジジンンをを停停止止しし、、冷冷
却却系系統統のの構構成成部部品品がが冷冷めめるるままでで待待っっててくくだだささいい。。
圧圧力力をを解解放放すするる場場合合はは、、冷冷却却系系統統圧圧力力キキャャッッププをを
ゆゆっっくくりりゆゆるるめめててくくだだささいい。。

• エンジンを冷ましてください。 クーラント量を
点検する。

• 凍結および腐食の保護が適切に行われているかど
うかクーラントを点検してください。 必要に応
じて，適切なクーラント/水混合液を補充しま
す。

• すべての被駆動装置に対して必要な定期メンテナ
ンスを実施します。 このメンテナンスの概要
は，OEMの資料に掲載されています。
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給油整備編

交換容量
i05920782

補補補充充充容容容量量量

潤滑油
表 6

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシス
テム 最小値 最大値

クランクケースオイルサンプ(1) 13.5 L (14 qt) 16.5 L
(17.5 qt)

(1) これらの値は，出荷時の標準的なオイルフィルタが取り付け
られたクランクケースオイルサンプ（アルミ製）での概算容
量です。補助オイルフィルタを装着したエンジンには追加の
オイルが必要です。補助オイルフィルタの容量については，
OEMの仕様を参照してください。

冷却水
表 7

エンジン
交換時の容量

コンパートメントまたはシステム リッター

エンジン本体のみ 9.5 L (10 qt)

OEMの外部システム(1)

(1) 外部システムには，熱交換器およびパイプなどのコンポーネ
ントが取り付けられたラジエータまたは補助タンクなどがあ
ります。詳細は，OEMの仕様を参照してください。外部シス
テムの容量の値をこの行に入力してください。

燃料
フュエルタンクの容量については，相手先ブラ
ンド名製造者（OEM）にお問い合わせくださ
い。

i05920788

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項

クーラントの一般情報
注意

オーバーヒート状態のエンジンには絶対に冷却水を
補充しないでください。エンジンを損傷する恐れが
あります。まずエンジンを冷ましてください。

注意
氷点下の地域でエンジンを保管したり、そうした地
域へエンジンを輸送する場合、冷却系統を最低外気
温に対して保護するか、冷却水を完全に抜き取って
ください。

注意
冷却水に適切な凍結防止や沸騰防止のための指定の
比重があるか、頻繁にチェックしてください。

クーリングシステムの清掃は，次の理由で必要
となります。

• クーリングシステムの汚染

• エンジンのオーバーヒート

• クーラントの発泡

注意
冷却系統にウォータ･テンペレチャ･レギュレータを
取り付けない状態で絶対にエンジンを運転しないで
ください。ウォータ･テンペレチャ･レギュレータ
は、エンジン冷却水を適正な運転温度で維持する上
で役立ちます。ウォータ･テンペレチャ･レギュレー
タを使用しないと、冷却系統に不具合を生じる恐れ
があります。

エンジン故障の多くはクーリングシステムと関
係しています。クーリングシステムの不具合と
関連した故障には，オーバーヒート,ウォータ
ポンプでの漏洩およびラジエータや熱交換器
の目詰まりがあります。

これらの故障は，クーリングシステムの適切な
メンテナンスによって回避できます。クーリン
グシステムのメンテナンスは，フュエルシステ
ムおよび潤滑システムのメンテナンスと同様に
重要です。クーラントの品質は，燃料および潤
滑オイルの品質と同様に重要です。

一般にクーラントは，水,添加剤およびグリ
コールの3要素で構成されています。

水
クーリングシステムにおける水の役割は，熱を
伝達することです。

エエエンンンジジジンンンクククーーーリリリンンングググシシシススステテテムムムにににははは，，，蒸蒸蒸溜溜溜水水水ままま
たたたははは脱脱脱イイイオオオンンン水水水ののの使使使用用用ががが推推推奨奨奨ささされれれままますすす。。。

クーリングシステムには，硬水,塩分を含む軟
水および海水を使用しないでください。

蒸溜水または脱イオン水が入手不可能な場合
は，表8に記載の特性を備えた水を使用しま
す。
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表 8

水の許容範囲

特性 上限

塩化物（Cl） 40 mg/L

硫酸塩（SO4） 100 mg/L

全硬度 170 mg/L

全固形物 340 mg/L

酸性度 pH 5.5 ~ 9.0

水の分析については，次のいずれかの機関にお
問い合わせください。

• 地方水道局

• 農業関連機関

• 独立試験機関

添加剤
添加剤の役割は，クーリングシステムの金属面
を保護することです。クーラントに添加剤が加
えられていない，あるいは量が不十分な場合
は，次の状態が発生する可能性があります。

• 腐食

• 無機物の堆積

• 錆の発生

• スケール

• クーラントの発泡

多くの添加剤は，エンジンの運転中に劣化して
いきます。こうした添加剤は，定期的に交換す
る必要があります。

添加剤は適切な濃度で加える必要があります。
添加剤の濃度過剰は，防止剤が溶け込まずに沈
殿する原因になります。これらの沈殿物は，次
のような問題を引き起こす可能性があります。

• ゲル状化合物の形成

• 熱伝達効果の減少

• ウォータポンプシールでの漏洩

• ラジエータ，クーラ，狭い流路部での閉塞

グリコール
クーラント中のグリコールは，次の状態の防止
に効果を発揮します。

• 沸騰

• 凍結

• ウォータポンプのキャビテーション

Perkins 社では，最適な性能を得るにあたって
水とグリコールの1:1混合液を推奨していま
す。

注注記記::混合液は，外気の最低温度に対して保護性能
を発揮するものを使用してください。

注注記記::100 %の純粋グリコールは−13 °C (8.6 °F)の
温度で凍結します。

一般的な凍結防止剤としては，エチレングリ
コールが最も多く利用されています。同じく，
プロピレングリコールが使用される場合もあり
ます。水との1:1混合液においてエチレングリ
コールとプロピレングリコールは，凍結と沸騰
に対して同様の保護性能を発揮します。表9お
よび表10 を参照してください。
表 9

エチレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −36 °C (−33 °F)

60 % −51 °C (−60 °F)

注意
プロピレン・グリコールの熱伝達特性が誘導される
ため、グリコールの濃度が50 %を超えるプロピレ
ン・グリコールを使用しないでください。沸騰また
は凍結に対する保護性能強化が求められる条件下で
は、エチレン･グリコールを使用してください。

表 10

プロピレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −29 °C (−20 °F)

クーラント中のグリコール濃度の確認は，クー
ラントの比重計測で行います。

推奨冷却水

• ELC エクステンドライフクーラント
（Extended Life Coolant）

• SCA 補助クーラント添加剤（Supplement
Coolant Additive）

• ASTM 米国材料試験協会（American
Society for Testing and Materials）

Perkins 製ディーゼルエンジンでは，次の2種
類のクーラントが使用されています。
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推推奨奨 – Perkins ELC

良良好好 –市販のヘビーデューティ不凍液でASTM
D6210仕様に適合するもの

注意
1200シリーズ産業用エンジンの運転には，必ず水
とグリコールの1:1混合液を使用してください。 こ
の濃度によって，窒素酸化物削減システムが高い外
気温度でも正しく作動します。

注意
ASTM D3306の仕様しか満たさない市販の冷却水／
不凍液は使用しないでください。この種類の冷却水
／不凍液は軽負荷自動車用に作られています。

Perkins では，水とグリコールの1:1混合液を
推奨しています。水とグリコールのこの配合
は，不凍液として最適なヘビーデューティ性能
を発揮します。より強力な凍結防止能力が必要
な場合，この水とグリコールの比率は1:2まで
増やすことができます。

SCA防止剤と水の混合液も使用できますが，ELC
ほどの腐食，沸騰，凍結の防止能力はありませ
ん。 Perkins では，これらのクーリングシステ
ムに対して，SCAの濃度6 ~ 8パーセントを推奨
しています。好ましいのは，蒸溜水または脱イ
オン水の使用です。その他の水も，推奨された
特性を有していれば使用できます。
表 11

クーラントの使用期間

クーラントの種類 使用寿命(1)

Perkins ELC 6,000サービス時間または3年

市販のヘビーデューティ不凍
液でASTM D6210に適合するも

の
3,000サービス時間または2年

市販のSCA防止剤と水 3,000運転時間または1年
(1) いずれか早く到達した時点を適用します。クーリングシステ

ムも，この時点で洗い流す必要があります。

ELC

Perkins からは，次の用途で用いるELCが提供
されています。

• ヘビーデューティ用スパーク点火式ガソリンエン
ジン

• ヘビーデューティディーゼルエンジン

• 自動車用途

ELC用の耐腐食パッケージは，他のクーラント
用のものと同じではありません。 ELCは，エチ
レングリコールをベースにしたクーラントで
す。ただしELCでは，有機腐食抑制剤と消泡剤
が使用されており，少量の亜硝酸塩を含んでい
ます。 Perkins ELCには，エンジンクーリング
システム内のあらゆる金属を腐食から保護する
ために，最適な配合量の添加剤が含まれていま
す。

ELCは，蒸溜水とあらかじめ混合された冷却液
として提供されています。 ELCの混合比は1:1で
す。調製済みELCは−36 °C (−33 °F)までの凍
結防止機能を有しています。クーリングシステ
ムの初回充填時には，この調製済みELCの使用
が推奨されます。 同じくこの調製済みELCは，
クーリングシステムの補充にも推奨されます。

容器には数種類のサイズがあります。部品番号
については，Perkins の代理店にお問い合わせ
ください。

ELCクーリングシステムのメンテナ
ンス

エクステンドライフクーラントと正しい添
加剤

注意
調製済みまたは濃縮クーラント用のPerkins製品のみ
を使用すること。

エクステンドライフクーラントに他の製品を混ぜる
と，エクステンドライフクーラントの耐用年数は短
くなる。推奨事項に従わないと，適切な是正を施さ
ない限り，クーリングシステムのコンポーネントの
耐用年数を縮める恐れがある。

不凍液と添加剤の適正なバランスを保つには，
ELCの推奨濃度を維持する必要があります。不
凍液の割合が低下すると，添加剤の割合も低下
します。その結果，クーラントがシステムを，
ピッティング，キャビテーション，エロージョ
ン，堆積物から保護する能力が低下します。

注意
エクステンドライフクーラント（ELC）が充填され
ているクーリングシステムの補充に，通常のクーラ
ントを使用しないこと。

標準の補助クーラント添加剤（SCA）は使用しない
こと。

Perkins製ELCを使用する場合は，標準のSCAやSCA
フィルタを使用しないこと。
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ELCクーリングシステムの清掃

注注記記::ELCをすでに使用中のクーリングシステムの場
合，クーラントの定期交換時に洗浄剤を使う必要は
ありません。 洗浄剤が必要になるのは，別種類の
クーラントの追加やクーリングシステムの損傷によ
り，システムが汚れた場合だけです。

クーリングシステムからELCを排出する際に必
要となる洗浄液は，清浄な水だけです。

クーリングシステムの充填前には，ヒータコン
トロール（装着の場合）を「ホット」位置に合
わせておく必要があります。ヒータコントロー
ルの設定法は，OEMの資料を参照してくださ
い。クーリングシステムの排出と再充填を行っ
たら，クーラントが通常の作動温度に到達して
クーラントレベルが安定するまで，エンジンを
運転します。必要に応じて，システムが所定の
レベルに達するようクーラント混合液を充填し
てください。

Perkins ELCへの変更

ヘビーデューティ不凍液をPerkins ELCに変更
する場合は，次の手順を実施します。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、すべての液体類が確実に容器に収納
されるよう十分注意を払ってください。 液体類が
入った区画を開けたり液体類が入った構成部品を分
解したりする前に、適切な容器で液体を回収する準
備をしておいてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

11.. クーラントを適切な容器に排出する。

22.. クーラントを，各地域の法規制に従った方法
で処分します。

33.. 異物を除去するため，システムを清水でフ
ラッシュ（洗浄）します。

44.. システムの洗浄には，適切なクリーナ（洗浄
剤）を使用します。手順はラベルの指示に
従ってください。

55.. クリーナを適切な容器に排出させます。
クーリングシステムをきれいな水でフラッシ
ングします。

66.. クーリングシステムに清水を充填して，エン
ジン温度が49 ~ 66 °C (120 ~ 150 °F)に達す
るまで運転します。

注意
クーリングシステムのすすぎが不適切または不完全
だと，銅などの金属製部品が損傷することがありま
す。

クーリングシステムの損傷を防止するには，清水を
用いてクーリングシステムを完全に洗い流さなけれ
ばなりません。システムのすすぎは，残存する洗浄
剤が完全に除去されるまで続けてください。

77.. クーリングシステムを適当な容器に排出さ
せ，清水を使ってクーリングシステムを洗い
流します。

注注記記::洗浄に使用したクリーナは，クーリングシス
テムから完全に洗い流さなければなりません。 クー
リングシステムにクリーナが残留していると，クー
ラントが汚染されます。 またこうしたクリーナは，
クーリングシステムを腐食する場合もあります。

88.. システムが完全に洗い流されるまで，手順6
および7を繰り返します。

99.. クーリングシステムに，Perkins 調製済み
ELCを充填します。

ELCクーリングシステムの汚染

注意
エクステンデッドライフクーラント（ELC）を他の
製品と混合すると，ELCの効果が低下し，ELCの使
用寿命が短くなる。調製済みまたは濃縮クーラント
用のPerkins製品のみを使用してください。 それが
できない場合は，クーリングシステムのコンポーネ
ントの寿命が短くなる恐れがある。

ELCを用いたクーリングシステムは，最大10 %の
通常のヘビーデューティ不凍液またはSCAによ
る汚染に耐えることができます。汚染がシステ
ム総容量の10 %を超える場合は，次の手順のい
ずれかを実施してください。

• 適切な容器を用いて，クーリングシステムを排出
させます。 クーラントを，各地域の法規制に
従った方法で処分します。 システムを清水で洗
い流します。 システムにPerkins ELCを充填しま
す。

• クーリングシステム内のクーラントの一部を，各
地域の法規制に従った方法で，適切な容器に排出
させます。 次に，クーリングシステムに調製済
みELCを注入します。 この手順により，汚染は10
%未満に低下します。

• システムの維持を，通常のヘビーデューティクー
ラントと同じように実施します。 システムをSCA
で処理します。 システムのクーラント交換の頻
度は，通常のヘビーデューティクーラントの推奨
値と同じにします。
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市販のヘビーデューティ不凍液とSCA

注意
市販のヘビーデューティクーラントで，腐食防止用
にアミンを含むものは使用しないでください。

注意
クーリングシステムに水温レギュレータを装着しな
い状態でエンジンを運転してはならない。 水温レ
ギュレータは，エンジンクーラントの適切な作動温
度の維持に寄与します。水温レギュレータが装着さ
れていないと，クーリングシステムの不具合が生じ
る恐れがある。

沸騰または凍結に対する保護が十分になされて
いることを確認するため，不凍液（グリコール
濃度）をチェックします。 Perkins からは，屈
折計を用いたグリコール濃度の点検が推奨され
ています。比重計は使用しないでください。

Perkins 製エンジンのクーリングシステムで
は，500時間間隔でSCAの濃度試験を行う必要が
あります。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
液体のSCAについては，500時間の間隔が必要と
なる場合があります。

初回充填時におけるヘビーデューティクー
ラントへのSCAの追加

クーリングシステムの初回充填時は，表12 の計
算式に従って，SCAの必要量を特定します。
表 12

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算式

V × 0.045 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表13 には，表12 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 13

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.045 0.7 L (24 oz)

メンテナンス時におけるヘビーデューティ
クーラントへのSCAの追加

どのタイプのヘビーデューティ不凍液でも，
SCAの定期的な補充は不可欠です。

不凍液を定期的に試験し，SCAの濃度を確認し
ます。実施間隔については，取扱説明書給油整
備間隔（保守整備編）を参照してください。
クーリングシステム補助クーラント添加剤
（SCA）の試験/追加。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
SCAの必要量は，クーリングシステムの容積に
よって異なります。

必要に応じて，表14 の計算式に従いSCAの必要
量を特定します。
表 14

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算式

V × 0.014 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表15 には，表14 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 15

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.014 0.2 L (7 oz)

ヘビーデューティ不凍液のシステムの清掃

• クーリングシステムの清掃は，使用済みクーラン
トの抜取り後，または新しいクーラントの注入前
に実施してください。

• クーラントでの汚染あるいは発泡が確認された場
合は，必ずクーリングシステムを清掃してくださ
い。

i05920785

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項
(エンジンオイルの仕様)

潤滑油の一般情報
エンジン排出ガスの認証に対する政府規制に準
拠するため，潤滑油に関する推奨事項を遵守す
る必要があります。
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• API 米国石油協会（American Petroleum
Institute）

• SAE 自動車技術者協会（Society Of
Automotive Engineers Inc.）

• ECF エンジンクランクケースフルード
（Engine Crankcase Fluid）

ライセンス

米国石油協会（API，American Petroleum
Institute）から提示されているエンジンオイ
ルのライセンスおよび認証システム をPerkins
は了承をしています。このシステムの詳細につ
いては，最新版のAPI刊行物No. 1509を参照して
ください。 APIのマークが付いたエンジンオイ
ルは，APIの認定品です。

図

30

g03360267

代表的なAPI記号

用語
一部の略語は，SAE J754の命名規則に従ってい
ます。一部の等級はSAE J183の略語に従ったも
のがあり，同じく，ディーゼルエンジンオイル
に関するEMA推奨ガイドラインに従ったものも
あります。 Perkins による定義以外にも，潤滑
油の購入時に参考になる定義が存在します。オ
イルの推奨粘度については，本刊行物液体の推
奨事項/エンジンオイルの仕様（保守整備編）
を参照してください。

エンジンオイル

市販のオイル

注意
Perkinsは，次の仕様のエンジンオイルの使用を要
求しています。適切な仕様のエンジンオイルを使用
しないと，エンジンの寿命を縮めることになりま
す。
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表 16

1106C-E70TAおよび1106D-E70TA産業用エンジンの最小オイル仕様

出力レンジ 168 kW (225.288 hp)未満 168 kW (225.288 hp)以上

最小オイル仕様 API CH-4
ECF 1

API CI-4
ECF-2

B20バイオディーゼルで動作するエンジン

B20を使用して運転する場合，必要なサービス
間隔については，本書の液体の推奨事項燃料の
仕様を参照してください。

高硫黄燃料で動作するエンジン

高硫黄燃料を使用して運転する場合，必要な
サービス間隔については，本書の液体の推奨事
項燃料の仕様を参照してください。

直噴（DI）ディーゼルエンジンの推奨潤滑
油粘度
オイルの適切なSAE粘度グレードは，冷めたエ
ンジンの始動時の最低外気温および，エンジン
運転中の最高外気温によって決まります。

冷めたエンジンを始動するのに必要なオイルの
粘度を判断するには，図31（最低温度）を参照
してください。

想定される最高外気温度でエンジンを運転する
際のオイル粘度を選定するには，図31 （最高温
度）を参照してください。

一般に，始動時の温度条件に適合する，粘度が
最高のオイルを使用することを推奨します。

図

31

g03347115

推推奨奨油油粘粘度度

最低外気温より低い低温始動では，補助加熱を推奨
する。 寒冷浸透時の始動では，最低外気温が上記の
値よりも高い時でも寄生負荷および他の要素により
補助過熱が必要になることがある。 エンジンを長期
間運転しなかった場合に，寒冷浸透時の始動が生じ
る。 この期間に低い外気温度にさらされたオイル
は，粘度が高くなっていることがあります。

市販のオイル添加剤
Perkins からは，市販の添加剤をオイルに添加
することは推奨されていません。最長のエンジ
ン耐用年数や定格性能を確保するために，アフ
タマーケット添加剤を使用する必要はありませ
ん。完全調合式の製品オイルは，ベースオイル
と市販の添加剤パッケージから成り立っていま
す。これらの添加剤パッケージは，工業規格に
則した特性を製品オイルに持たせる目的で，精
密な割合にてベースオイルに配合されていま
す。
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製品オイル中に市販の添加剤を投入した場合，
その性能や適合性を評価するための業界標準試
験は存在していません。アフタマーケット添加
剤は，製品オイルの添加剤パッケージと適合し
ない可能性があり，そのような場合，製品オイ
ルの性能を低下させることもあります。市販の
添加剤は，製品オイルとうまく混ざらない可能
性があります。その場合，クランクケース内に
スラッジが発生することもあります。 Perkins
からは，市販の添加剤を製品オイルに使用しな
いことが推奨されています。

Perkins 製エンジンの性能を最大限に引き出す
には，次のガイドラインに従ってください。

• 適切な“推奨油粘度”を参照してください。 図
31 を参照して，各エンジンに適した粘度等級を
確認してください。

• エンジン整備を規定されている間隔で実施しま
す。 オイルおよびフィルタは新しいものを使用
します。

• 取扱説明書給油整備間隔または液体の推奨事項
（燃料の仕様）に規定された間隔でメンテナンス
を実施します。

オイル分析
一部のエンジンには，オイルサンプリング用の
バルブが装着されています。分析が必要な場合
は，オイルサンプリングバルブを使用してエン
ジンオイルのサンプルを取得してください。オ
イル分析の実施は，予防メンテナンスプログラ
ムを補完するものです。

オイル分析は，オイルの性能およびコンポーネ
ントの摩耗速度を調べるための診断ツールとし
て機能します。汚染の有無とその程度は，オイ
ル分析により確認できます。オイル分析には，
次の試験が含まれます。

• 磨耗率分析では，エンジンの金属磨耗を監視しま
す。 ここで分析されるのは，オイルに含まれる
摩耗金属の量と種類です。 オイルに含まれるエ
ンジンの摩耗金属は，その量だけでなく増加速度
も重要です。

• オイルに対する，水，グリコール，燃料の混入確
認用の試験が行われます。

• オイル状態分析によって，オイルの潤滑特性が維
持されているかを確認します。 赤外線分析を使
用して，新品のオイルと使用済みオイルのサンプ
ルの特性を比較します。 整備担当者は，この分
析を基にして，オイル使用中の劣化度を確認でき
ます。 同じく整備担当者は，交換前のオイルが
仕様値に対して実際にどのような性能を発揮して
いるかを，この分析によって確認できます。

i05920778

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項
(燃料の仕様)

• 用用用語語語ののの説説説明明明

• ISO 国際標準化機構（International Standards
Organization）

• ASTM 米国材料試験協会（American
Society for Testing and Materials）

• HFRR 高周波往復リグ（High Frequency
Reciprocating Rig） ，ディーゼル燃料の潤滑試
験用

• FAME 脂肪酸メチルエステル（Fatty Acid
Methyl Ester）

• CFR 共同燃料研究（Co-ordinating Fuel
Research）

• RME 菜種油メチルエステル（Rape Methyl
Ester）

• SME 大豆油メチルエステル（Soy Methyl
Ester）

• EPA 米国環境保護庁（Environmental
Protection Agency）

• PPM 100万分の1（Parts Per Million）

一般情報
注意

ここでの情報は，正確かつ最新の内容を提供するよ
うに努めています。本資料を使用することにより，
Perkins Engines Company Limitedが過失や不作為に
対して一切責任を負わないことに，同意するものと
します。

注意
これらの推奨事項は，予告なしに変更されることが
あります。 最新の推奨事項については，Perkins
ディストリビュータにお問い合わせください。

ディーゼル燃料の要件
Perkins は，各国の政府および技術団体から発
行される留出ディーゼル燃料の仕様について，
これらすべてを継続的に評価し追跡する立場に
ないものとします。

Perkins の留出ディーゼル燃料仕様には，通常
製造される留出ディーゼル燃料に期待される性
能を判定するうえで，広範に信頼できるベース
ラインがまとめられています。
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満足できるエンジン性能を引き出せるかは，良
質な燃料の使用にかかっています。 良質な燃料
の使用は，長いエンジン寿命および許容可能
な排出ガスレベルをもたらします。燃料は，
表17 に示される最小要件を満たす必要がありま
す。

注意
脚注部の記載は，Perkinsの留出ディーゼル燃料仕
様において非常に重要 です。 脚注はすべて読んで
ください。

表 17

Perkins の蒸溜ディーゼル燃料仕様(1)

特性 UNITS（測定単位） 要件 AASSTTMM試験 IISSOO試験

芳香化合物 容量パーセント 最大 35% D1319 ISO3837

灰分 %質量 最大0.01 % D482 ISO6245

残油10 %でのカーボン残
留物

%質量 最大0.35 % D524 ISO4262

セタン価(2) - 最低40 D613/D6890 ISO5165

曇り点 °C 曇り点は予想最低周囲温度
を下回らないこと。

D2500 ISO3015

銅断片の腐食 - 最大No.3 D130 ISO2160

密度（温度15 °C (59 °F)
時）(3)

kg/m3 最小801，最大876 該当試験なし ISO 3675ISO 12185

蒸留 °C 282 °C (539.6 °F)で最大10
%

D86 ISO3405

360 °C (680 °F)で最大90 %

引火点 °C 法定制限内 D93 ISO2719

熱安定性 - 150 °C (302 °F)で180分エ
イジングした後、最低80%
の反射率

D6468 該当試験なし

流動点 °C 外気温度から最低6 °C
(42.8 °F)以下

D97 ISO3016

硫黄(1) %重量 法定制限内（規制されてい
ない地域では最大1 %）

D5453またはD26222 ISO 20846またはISO 20884

動粘度(4) “MM”2“/S（cSt）” 燃料の粘度は，フュエルイ
ンジェクションポンプへの
供給時点の値です。 “最小
1.4/最大4.5”

D445 ISO3405

水と沈殿物 %（VV） 最大0.05 % D1796 ISO3734

水 % 最大0.05 % D1744 該当試験なし

沈殿物 % 最大0.05 % D473 ISO3735

粘性物質と樹脂(5) mg/100 ml 最大100 mL当たり10 mg D381 ISO6246

潤滑補正後の摩耗痕径（
60 °C (140 °F)）。(6)

mm 最大0.52 D6079 ISO12156-1

(続き)
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(表 17、続き)
(1) 燃料に対して硫黄分の制限を定めている法規は，地域，国家，国際レベルで存在しています。特定のエンジン用途に用いる燃料の選択時

は，事前に該当するすべての規制事項を検討してください。 Perkins 製のフュエルシステムおよびエンジンコンポーネントは，高硫黄燃
料で運転することができます。燃料の硫黄レベルは排気ガスに影響を与えます。さらに，高濃度の硫黄は内部コンポーネントを腐食させ
る危険性を高めます。燃料中の硫黄レベルが0.05 %を超えると，オイル交換間隔が著しく短くなる可能性があります。詳細については，
本書の硫黄に関する項および高硫黄燃料を使用した場合のサービス間隔を参照してください。

(2) 外気温が0 °C (32 °F)を下回る寒冷地および高所で運用する場合は，最小セタン価（45）が推奨されています。
(3) “標準表による等価なAPI比重は，最小密度801 kg/m3（立方メートル当たりキログラム）については45，最大密度876 kg/m3については

30”です。
(4) 燃料の粘度値は，燃料が燃料噴射ポンプに供給された時点での値です。燃料はASTM D445またはISO 3104の試験法にて40 °C (104 °F)におけ

る最低粘度と最大粘度の要件も満たす必要があります。低粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を“1.4 cSt”以
上に維持するため，燃料の冷却が必要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を“1.4
cSt”に下げるため，燃料ヒータが必要な場合もあります。

(5) ガソリン（エンジン）用の試験条件や試験方法に従ってください。
(6) 燃料の推奨事項の潤滑性に関する項を参照してください。

Perkins が製造したエンジンは，管轄する規制
当局が定めた燃料を使用して認定されていま
す。 Perkins が製造したエンジンは，欧州認証
（European Certification）が定めた燃料の使
用を認定されています。 Perkins は，これら以
外の燃料を使用したディーゼルエンジンを認め
ていません。

注注記記::エンジンの所有者およびオペレータには，EPA
などの規制当局が定めた燃料を使用する責任があり
ます。

注意
Perkins の推奨燃料を使用しない場合，始動の困難,
フュエルフィルタ寿命の低下,燃焼不足,フュエルイ
ンジェクタでの堆積, フュエルシステム寿命の大幅
な低下,燃焼室での堆積およびエンジン寿命の低下
が生じる可能性があります。

ディーゼル燃料の特性
セセタタンン価価

高セタン価の燃料は，点火遅れが短くなりま
す。セタン価は高い値ほど，イグニッション特
性は良好になります。セタン価の値は，標準
CFRエンジンにおけるセタンとヘプタメチルノ
ナンの燃料成分比を基に決められます。試験
法についてはISO 5165を参照してください。

現行のディーゼル燃料では通常，45を超えるセ
タン価が期待されています。ただし一部地域で
は，セタン価40の燃料が使われている場合もあ
ります。アメリカ合衆国も，こうした低セタン
価の該当地区の1つです。平均的な始動条件で
あれば，最低40のセタン価が要求されます。高
所または寒冷地での運用時は，高セタン価のも
のが推奨されます。

寒冷条件での始動が失敗する場合，低セタン価
燃料が根本的原因となっていることがありま
す。

粘度
液体の粘度とは，分割や流動の動きに対して抵
抗しようとする特性のことです。粘度は，温度
が上がると低下します。通常の化石燃料の場
合，こうした粘度の低下は対数関数的な関係と
なります。通常参照されるのは，動粘度です。
動粘度は，粘度を密度で割った比率として定め
られます。一般に動粘度の測定には，標準の温
度環境にて重力粘度計を使用します。試験法
についてはISO 3104を参照してください。

燃料の粘度が重要なのは，燃料はフュエルシス
テムのコンポーネントに対する潤滑油としても
働くためです。こうしたフュエルシステムに対
する潤滑を，極端な低温および極端な高温 の
両環境にて果たすため，燃料には十分な粘度が
必要とされます。 フュエルインジェクションポ
ンプでの動粘度が“1.4 cSt”を下回っている
と，フュエルインジェクションポンプが損傷す
る場合があります。 このような損傷は，過度な
スカフィングや固着の発生原因となります。低
い粘度に起因した問題には，エンジン再始動の
困難，ストール，性能低下などもあります。高
い粘度に起因した問題としては，ポンプの固着
があります。

Perkins の推奨する動粘度は，フュエルイン
ジェクションポンプ到達時にて1.4および4.5
mm2/secという値です。低粘度燃料の使用時
は，フュエルインジェクションポンプでの粘度
を1.4 cSt以上に維持するため，燃料の冷却が必
要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，
フュエルインジェクションポンプでの粘度を
4.5 cStに下げるため，燃料ヒータが必要な場合
もあります。

密度
燃料の密度とは，特定温度における単位体積あ
たりの重量を意味します。このパラメータが直
接的な影響を及ぼすのは，エンジン性能および
排出ガスです。その際の影響量は，一定の燃料
体積に対する熱出力 で規定されます。 このパ
ラメータの単位はkg/m3で，計測温度は15 °C
(59 °F)です。
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Perkins は適切な出力を得るための密度として
841 kg/m 3を推奨しています。 より軽い燃料も
使用できますが，その場合に定格出力は得られ
ません。

硫黄

硫黄レベルを規定しているのは，排出ガスの規
制法です。燃料に対して硫黄分の制限を定めて
いる法規は，地域，国家，国際レベルで存在し
ています。燃料の硫黄分と品質については，当
該地域にて適用される，すべての排ガス関連法
規に準拠している必要があります。

潤滑性

燃料の潤滑性は，ポンプの摩耗を防止するよう
機能しています。液体の潤滑性とは，負荷のか
かった接触面間に生じる摩擦を抑制しようとす
る能力です。摩擦に起因する損傷は，この能力
によって低減されます。フュエルインジェク
ションシステムは，その機構上，燃料の潤滑特
性に依存しています。燃料中の硫黄分が規制さ
れる以前の定説では，燃料の潤滑性は粘性によ
り得られるものとされていました。

潤滑性の占める重要性が高まった背景には，現
在流通している低硫黄燃料および，硫黄分や芳
香族分が低い化石燃料の登場があります。こ
うした燃料が製造されるようになった理由は，
排出ガスに対して厳格な規制が課されるように
なったからです。

これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕径が
0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要があり
ます。燃料の潤滑性試験 は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施するものとされていま
す。詳細はISO 12156-1を参照してください。

注意
フュエルシステムは，最大0.52 mm (0.0205 in)の摩
耗痕径の潤滑性を持つ燃料で，ISO 12156-1にて試験
されています。燃料の摩耗痕径が0.52 mm
(0.0205 in)を上回る場合，サービス寿命を短くさ
せ，通常より早期にフュエルシステムを劣化させる
ことになります。

燃料の潤滑性は，添加剤の追加により改善され
る場合があります。添加剤の使用が必要な場合
は，その状況について燃料サプライヤにご相談
ください。燃料サプライヤが'添加剤の使用お
よび適切な扱い方を推奨をします。

蒸留

蒸留により留出された燃料には通常，複数の炭
化水素成分が混在しています。高い比率での軽
量炭化水素の存在は，燃焼特性に影響を及ぼし
ます。

燃料の分類

ディーゼルエンジンでは，様々な種類の燃料の
燃焼が可能です。 次に示す分類は，一般的に流
通している燃料で，使用可能であるかの評価を
受けたものの仕様をまとめたものです。

グループ1:推奨される燃料
次の燃料仕様は，使用可能と認められているも
のです。

• 表17 にある"Perkinsの留出ディーゼル燃料仕
様"の要件を満たしている燃料

• EN590 - グレードA ~ Fおよびクラス0 ~ 4

• ASTM D975グレードNo. 1-Dおよび2-D

• JIS K2204グレード1，2 & 3 & スペシャルグレード
3（ただし，ISO 12156-1に基づく潤滑の摩耗痕径
が0.46 mm (0.01811 in)を超えないこと）

• BS2869クラスA2オフハイウェイガスオイルレッド
ディーゼル

注注記記::これらの燃料の潤滑性については，ISO 12156-
1に基づく摩耗痕径が0.52 mm (0.02047 in)を下回っ
ている必要があります。 燃料の推奨事項の潤滑性に
関する項を参照してください。

グループ3:バイオディーゼル燃料

ババイイオオデディィーーゼゼルルにに関関すするる推推奨奨事事項項

バイオディーゼルとは，脂肪酸のモノアルカリ
エステルを基にした燃料だと規定できます。
燃料としてのバイオディーゼルは，各種の原材
料から製造可能です。欧州で最も一般的なバイ
オディーゼルは菜種油メチルエステル（RME，
Rape Methyl Ester）です。このバイオディーゼ
ルは菜種油がその製造原料となっています。
大豆油メチルエステル（SME，Soy Methyl
Ester）は，米国で最も一般的なバイオディー
ゼルです。このバイオディーゼルは大豆油が
その製造原料となっています。大豆油と菜種
油は代表的な原料です。これらの燃料はまと
めて脂肪酸メチルエステル（FAME，Fatty Acid
Methyl Ester）と総称されています。
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単に植物油として絞り出しただけの状態は，ど
のような濃度であっても圧縮エンジンでの使用
には適しません。エステル加工をしないと，こ
れらの油分はクランクケースや燃料タンク内で
固形化してしまいます。現在製造されているエ
ンジンではエラストマーという弾性高分子が使
われていますが，その多くはこの種の燃料と親
和性がない可能性があります。これらの油分
は，その本来の組成のままでは圧縮エンジン用
の燃料には適しません。バイオディーゼルの代
替ベースストックとなる候補としては，獣脂，
食用油の廃油など，各種の原材料が存在しま
す。いずれの候補にせよ，燃料としての使用に
はエステル化が必須となります。

100パーセントFAMEを成分とする燃料の通称が
B100バイオディーゼルまたはニートバイオ
ディーゼルです。

バイオディーゼルは，留出ディーゼル燃料との
混合も可能です。このブレンド物は燃料として
使用できます。最も一般的なバイオディーゼル
ブレンドはB7と呼ばれるもので，これは7パー
セントのバイオディーゼルと95パーセントの留
出ディーゼル燃料から成っています。同様に
B20は，20パーセントのバイオディーゼルと80
パーセントの留出ディーゼル燃料から成ってい
ます。

注注記記::この比率は容量ベースの数値です。

米国の留出ディーゼル燃料仕様ASTM D975-09a
はB7（7パーセント）バイオディーゼルまでを
含んでいます。

欧州の留出ディーゼル燃料仕様EN590: 2010はB7
（7パーセント）まで含みます。

注注記記::Perkins が製造したエンジンは，米国環境保護
庁（EPA，Environmental Protection Agency）およ
び欧州認証（European Certification） が定めた燃
料の使用が認定されています。 Perkins は，これら
以外の燃料を使用したエンジンを認めていません。
エンジンの使用者は，製造元が推奨し，EPAその他
の該当する規制事項に適合した燃料を使用する責任
があります。

仕様の要件

使用するバイオディーゼルは，最新のEN14214
またはASTM D6751に準拠している必要がありま
す（米国内）。最新版のEN590またはASTM D975
S15で指定されている許容される鉱物油に，体
積比で最大20 %まで混合したバイオディーゼル
を使用することができます。

米国の場合，B6からB20のバイオディーゼルブ
レンドは，最新版のASTM D7467（B6からB20）に
記載されている要件を満たし，API比重が30 ~
45である必要があります。

米国の場合，バイオディーゼルおよびバイオ
ディーゼルブレンドの購入は，BQ-9000認可の
製造元およびBQ-9000認証の代理店から行う必
要があります。

その他の地域では，BQ-9000の認可と認証を受
けたバイオディーゼルを入手するか，あるいは
同等の品質規格を定めている関連団体からの承
認を受けたバイオディーゼルを使用する必要が
あります。

エンジンサービスの要件

バイオディーゼルの攻撃的な特性に起因して，
フュエルタンクやフュエルラインに異物が蓄積
する場合があります。バイオディーゼルの攻撃
的な特性に起因して，フュエルタンクやフュエ
ルラインの清掃が行われます。こうしたフュエ
ルシステムの清掃は，フュエルフィルタの目詰
まりを早期に発生させる場合があります。
Perkins からの推奨事項として，最初にB20バ
イオディーゼルブレンド燃料を使用した後は，
フュエルフィルタ交換を50時間で行う必要があ
ります。

同じくバイオディーゼル燃料中にグリセリドが
存在すると，より短時間でフュエルフィルタを
目詰まりさせます。 そのため通常のサービス間
隔は，250時間に短縮させなくてはなりませ
ん。

バイオディーゼル燃料の使用は，クランクケー
スオイルおよび後処理システムに影響する場合
もあります。この影響は，密度や揮発性などの
バイオディーゼル燃料の特性や化学組成に起因
するものであり，アルカリおよびアルカリ金属
（ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネ
シウム）などの燃料中の不純物質も関係してい
ます。

• バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレン
ドの使用時は，クランクケースオイルの燃料希釈
を大きくする場合があります。 こうしたバイオ
ディーゼル/バイオディーゼルブレンド使用時に
おける燃料希釈レベルの増加は，一般的なバイオ
ディーゼルの揮発性の低さに起因しています。
最新のエンジン設計ではシリンダ内での排出ガス
制御機構が採用されていますが，これが原因でサ
ンプ内に高濃度のバイオディーゼルが集中するこ
とがあります。 こうしたクランクケースオイル
へのバイオディーゼル集中が，長期的にどのよう
な影響を及ぼすかは，現状では特定されていませ
ん。

• Perkins からは，バイオディーゼル燃料使用時に
おける，オイル分析によるエンジンオイルの品質
検査が推奨されています。 オイルサンプルの取
得時には，燃料中のバイオディーゼルレベルも必
ず記録しておいてください。
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性能に関係する問題

通常の留出ディーゼル燃料に比べてエネルギー
含量が少ないため，B20使用時の出力は2 ~ 4
パーセント程度低下します。またフュエルイン
ジェクタへの堆積が起こるため，長期的には更
なる出力低下が起こる場合もあります。

バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレ
ンドはフュエルシステムへの堆積を起こすこと
が知られていますが，そのうち最も顕著なもの
がフュエルインジェクタでの堆積です。これら
の堆積物は，フュエルインジェクションに目詰
まりや変形を起こすことで出力低下をもたらし
ますが，その他の悪影響を与える可能性もあり
ます。

注注記記::Perkins T400012燃料クリーナの使用は，堆
積物の抑制と除去において最も効果的です。
Perkins ディーゼル燃料コンディショナは，バイオ
ディーゼルおよびバイオディーゼルブレンドの安定
性を改善することで，堆積発生を抑制します。 詳細
については，“Perkins のディーゼル燃料システム
クリーナ”を参照してください。

バイオディーゼル燃料に混入した金属不純物
（ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネ
シウム）は，ディーゼルエンジン内部での燃焼
時に灰分を生成します。このような灰分は，後
処理部における排出ガスコントロール機器の寿
命と性能に影響する可能性がある他，DPF中に
堆積する場合もあります。灰分が堆積すると，
その対策に必要なサービス間隔がより高頻度に
なったり，出力を低下させたりします。

一般的な要件

バイオディーゼルは酸化に対する安定性が低
く，これは長期保存する際の問題となります。
バイオディーゼル燃料は製造後6ヶ月以内に使
用するべきです。フュエルシステム中にB20バ
イオディーゼルブレンドがある状態で，装置を
3ヶ月以上保管するべきではありません。

こうした酸化安定性の低さその他の潜在的な問
題が存在しているため強く推奨されるのが，特
定の時期のみ稼働させるエンジンの場合，B20
バイオディーゼルブレンドは使用しないか，あ
るいは付随する一部のリスクを承知した上で最
大B5までに制限したバイオディーゼルブレンド
を利用することです。バイオディーゼルの使用
を制限するべき用途としては，スタンバイ発電
装置および緊急用車両が例として挙げられま
す。

Perkinsから強く推奨されているのは，特定の
季節のみ使用する車両では，長期保管を行う前
に，フュエルタンクを含めたフュエルシステム
を通常のディーゼル燃料で洗い流しておくこと
です。このようなフュエルシステムの季節洗浄
をすべき例としては，収穫時に用いるコンバイ
ンハーベスタが該当します。

微生物の混入と増殖は，フュエルシステムの腐
食およびフュエルフィルタの早期目詰まりを起
こす危険性があります。使用するべき抗菌用の
添加剤については，燃料サプライヤに確認して
ください。

水分の存在は，微生物の混入と増殖を助長しま
す。バイオディーゼルを留出燃料と比較する
と，本質的にバイオディーゼルにはより多くの
水分が混入している可能性が高くなっていま
す。そのため頻繁な定期点検は重要であり，必
要に応じてウォーターセパレータの排出を行わ
なくてはなりません。

黄銅，青銅，銅，鉛，スズ，亜鉛などの素材
は，バイオディーゼル燃料の酸化を加速させま
す。酸化の結果として堆積物が生じる場合があ
るので，これら素材のフュエルタンクとフュエ
ルラインでの使用は回避する必要があります。

寒冷環境用の燃料
欧州基準のEN590には，気候に応じた要件およ
び複数のオプションが定められています。この
オプションは，地域ごとに異なったものが適用
できます。極寒気候や厳しい冬季気候につい
ては，5つのクラスが用意されています （0, 1,
2, 3 および 4）。

EN590 CLASS 4準拠の燃料は−44 °C (−47.2 °F)
の低温環境で使用できます。燃料の物理的性質
の詳細については，EN590を参照してくださ
い。

米国で用いられているディーゼル燃料ASTM D975
1-Dは，−18 °C (−0.4 °F)を下回る極低温環境
で使用できる場合もあります。

市販燃料添加剤

ディーゼル燃料用補助添加剤は，通常推奨され
るものではありません。この推奨事項は，フュ
エルシステムやエンジンに損傷を与える可能性
があるためです。 適切なディーゼル燃料用補助
添加剤の追加については，ディーゼル燃料のサ
プライヤまたは燃料の製造元が行うはずです。
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Perkins は，一部環境における添加剤の必要性
について，その事実を把握しています。添加剤
の使用が必要な場合は，その状況について燃料
サプライヤにご相談ください。使用すべき添加
剤および適切な扱い方についての推奨事項を，
燃料サプライヤが用意している場合もありま
す。

注注記記::添加剤が必要な場合に最善の結果を得る方法
は，そうした燃料の処理を燃料サプライヤ側にて行
うことです。 処理後の燃料は，表17 にまとめた要
件を満たす必要があります。

Perkins のディーゼル燃料システムクリー
ナ
Perkins T400012燃料クリーナは，Perkins
の推奨する唯一の燃料クリーナです。

Perkins からは，バイオディーゼルおよびバイ
オディーゼルブレンド燃料の使用時における，
Perkins 製燃料クリーナの利用が求められてい
ます。この燃料を使用するのは，バイオディー
ゼルの使用で生じたフュエルシステム中の堆積
物を除去するためです。バイオディーゼルおよ
びバイオディーゼルブレンドの使用について
は，“グループ3: バイオディーゼル燃料”を参
照してください。

Perkins 製燃料クリーナを用いることで，バイ
オディーゼルおよびバイオディーゼルブレンド
の使用で生じるフュエルシステム中の堆積物は
除去できます。こうした堆積物が残されている
と，エンジンの性能と出力が損なわれます。

燃料クリーナを燃料に投入すると，30時間のエ
ンジンの作動後にはフュエルシステム中の堆積
物が除去されます。効果を最大化したい場合
は，燃料クリーナの使用を最大80時間まで継続
してください。 Perkins 製燃料クリーナは，継
続的な使用が可能で，エンジンやフュエルシス
テムの耐久性が損なわれることはありません。

燃料クリーナの使用方法については，容器に詳
細が記載されています。

注注記記::Perkins 製燃料クリーナは，既存および米国
EPA Tier 3でノンロード用認定を受けたディーゼル
エンジンにおける排出ガス規制用触媒およびパティ
キュレートフィルタに対応しています。 Perkins 製
のフュエルシステムクリーナは，硫黄分が15 ppm未
満であり，LSD燃料で使用できます。

バイオディーゼルおよび高硫黄燃料
のサービス間隔
表 18

B20バイオディーゼルエンジンサービス

最初の50時間後にフュエルフィルタを交換する

250時間ごとにフュエルフィルタを交換する

T400012燃料クリーナが必要

表 19

硫黄分が500 PPMを超える燃料

250時間ごとにオイルおよびオイルフィルタを交換する
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保守整備推奨項目
i05156896

電電電子子子制制制御御御エエエンンンジジジンンンををを装装装備備備しししたたたユユユ
ニニニッッットトトににに溶溶溶接接接すすするるる

注意
フレームの強度が弱くなる可能性があるため、製造
者の中にはシャーシやレールに直接溶接することを
推奨していません。シャーシフレームやレールの溶
接については，当該装置のOEMまたはPerkins
ディーラに問い合わせること。

エンジンのECM、センサ、関連コンポーネント
の損傷を防ぐため、適正な手順で溶接を行う必
要があります。できればユニットからコンポー
ネントを取り外し、その後コンポーネントを溶
接してください。コンポーネントを取り外すこ
とができない場合、電子制御エンジンを装備し
たユニットに溶接するときは必ず次の手順に
従ってください。次の方法が最も安全なコン
ポーネントの溶接手順と考えられます。この手
順に従えば電子コンポーネントへの損傷のリス
クが最小になるはずです。

注意
ECMやセンサのような電気部品に溶接機を接地しな
いでください。不適切な接地をすると、駆動系のベ
アリング、油圧部品、電気部品、その他の構成部品
を損傷する恐れがあります。

溶接機の接地ケーブルは、溶接する構成部品にクラ
ンプしてください。クランプはできるだけ溶接個所
に近い位置に取り付けてください。これにより損傷
の恐れを少なくします。

注注注記記記:::溶接は爆発の危険のない場所で行ってくださ
い。

111... エンジンを停止してください。スイッチを
「OFF」位置に回し、電源を切ります。

222... エンジンへの燃料供給がオフになっているこ
とを確かめてください。

333... バッテリから（－）側のバッテリ･ケーブル
を切離してください。バッテリ･ディスコネ
クト･スイッチが付いている場合は、スイッ
チを切ってください。

444... ワイヤ･ハーネスからすべての電子コンポー
ネントを外してください。次のコンポーネン
トが含まれます。

• 被駆動装置の電子コンポーネント

• ECM

• センサ

• 電子制御バルブ

• リレー

• 後処理IDモジュール

注意
電気コンポーネント（ECMまたはECMセンサ）また
は溶接機の接地用の電子コンポーネント接地端子を
使用しないでください。

図

32

g01075639

上図の例をご参照ください。 溶接機から溶接機の接
地クランプへの電流によってどの関連コンポーネン
トも損傷することはありません。

(1) エンジン
(2) 溶接電極
(3) OFF（オフ）位置にあるキースイッチ
(4) 開放（非接続）位置にあるバッテリディスコネクトスイッチ
(5) 切り離された状態のバッテリケーブル
(6) バッテリ
(7) 電気/電子コンポーネント
(8) 溶接中のコンポーネントと電気/電子コンポーネントとの最小

距離
(9) 溶接中のコンポーネント
(10) 溶接機の電流パス
(11) 溶接機の接地クランプ
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555... 溶接接地ケーブルを溶接される部分に直接接
続してください。溶接の電流によって次のコ
ンポーネントが損傷しないようにするには、
接地ケーブルを溶接部のできるだけ近くに置
いてください。ベアリング、油圧コンポーネ
ント、電気コンポーネント、および接地スト
ラップ。

注注注記記記:::電気/電子コンポーネントが溶接機の接地端子
に使用される場合や、溶接機の接地端子と溶接部の
中間にある場合は、溶接機からの電流によってコン
ポーネントがかなり損傷する恐れがあります。

666... ワイヤ･ハーネスを、溶接屑や飛び散る火花
から保護してください。

777... 素材を溶接する場合は標準的な溶接方法で行
なってください。

i05405287

過過過酷酷酷ななな状状状況況況下下下でででののの利利利用用用

苛酷な使用状況とは，公表されている基準値を
超える状態でエンジンを運用することを意味し
ます。 Perkins では，次のエンジンパラメータ
に関する基準が定められています。

• 各種の性能（出力や回転数の範囲，燃費など）

• 燃料の品質

• 運用時の標高

• 保守整備の間隔

• オイルの種類とメンテナンス

• クーラントの種類とメンテナンス

• 環境条件

• 取付け

• エンジン中の溶液の温度

エンジンの運用状態が基準内であるかを確認し
たい場合は，各エンジンの運用基準を参照する
か，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

苛酷な使用状況では，コンポーネントの摩耗が
促進されることがあります。苛酷な条件下で運
用されるエンジンについては，信頼性と稼働時
間を最大化するにあたって，より頻繁なメンテ
ナンスが必要になることがあります。

運用条件は個々の事例ごとに異なるため，苛酷
な使用状況を構成するすべての要素を，ここで
特定することはできません。特定のエンジンの
みで必要とされるメンテナンス要件について
は，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

運用する環境，誤った運用手順，誤った整備手
順などが，苛酷な使用状況につながる要素で
す。

環境要因
外外外気気気温温温度度度 –エンジンは，極端な低温あるいは高
温の環境下で長時間運転される可能性がありま
す。低温環境での頻繁なエンジンの始動および
停止は，カーボン（炭素）の堆積によりバルブ
のコンポーネントを損傷する可能性がありま
す。極端に高い吸入空気温度は，エンジン性能
を低下させます。

吸吸吸入入入気気気ののの状状状態態態 –定期的な清掃を行わないと，エ
ンジンはホコリや汚れの多い環境下で長時間運
転され続ける可能性があります。コンポーネン
トが泥，汚れ，ホコリで覆われた状態になる可
能性があります。 メンテナンスが困難になる可
能性があります。 堆積物には腐食性物質が含ま
れている可能性があります。

堆堆堆積積積物物物 –一部のコンポーネントは，特定の化合
物，元素，腐食性物質，塩分による損傷を受け
る恐れがあります。

標標標高高高 –設定時の想定高度よりも高い標高でエン
ジンを運用すると，問題が発生する恐れがあり
ます。適切な調整を行ってください。

誤った運用手順
• 長時間のローアイドル運転

• 頻繁な高温での緊急停止

• 過剰な負荷状態での運転

• 過剰な速度での運転

• 想定用途の範囲外での運転

誤った整備手順
• 整備間隔の延期

• 燃料，潤滑油，クーラント/不凍液の推奨品以外
の使用
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i05920798

給給給油油油整整整備備備計計計画画画

オイルの仕様は，エンジンの出力によって異な
ります。詳細については，本取扱説明書液体の
推奨事項を参照してください。

高硫黄燃料およびバイオディーゼルを使用する
場合は，保守整備間隔が異なります。詳細につ
いては，本取扱説明書液体の推奨事項を参照し
てください。

不定期の整備
バッテリ－交換 . ....................... 72
バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離し73
エンジン－清掃 . ....................... 80
エンジン･エア･クリーナ･エレメント（シング
ル･エレメント）‐点検／交換 ........... 83

エンジン･オイル･サンプル -採取 ......... 86

燃料系統－プライミング . ............... 91

毎日
クーラント・レベル -点検 . ............. 78
被駆動装置 -点検 . ..................... 80
エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジケー
タ -点検 . ............................. 84

エンジン･エア･プレクリーナ -清浄 ....... 85
エンジン･オイル･レベル -点検 ........... 86
燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セ
パレータ－排出 . ...................... 95

見回り点検 . .......................... 101

毎週
ホースおよびクランプ－ 点検／交換 ...... 98

50サービス時間毎または毎週 燃料タン

ク内の水および沈殿物 -排出 ............. 97

最初の500サービス時間 エンジン･バル

ブ･ラッシュ－ 点検 . ................... 89

500サービス時間ごと エンジン･エア･ク
リーナ･エレメント（二重エレメント/キャニ
スタ･タイプ） -清掃/交換 80

エンジン･エア･クリーナ･エレメント（シング
ル･エレメント）‐ 点検／交換 ........... 83
エンジン･クランクケース･ブリーザ･エレメン
ト－交換 . ............................. 85

エンジン･オイルおよびフィルタ -交換 .... 87

ファン･クリアランス－点検 . ............ 90

500サービス時間、または1年毎
バッテリ電解液レベル－点検 ............. 72
冷却系統冷却水添加剤（SCA）－試験／添加 79
燃料系統プライマリ･フィルタ（ウォータ･セパ
レータ）エレメント－交換 . ............ 94

燃料系統セコンダリ･フィルタ－交換 ..... 96

ラジエータ -清掃 . ..................... 99

1000サービス時間毎
ベルト･テンショナの点検 . .............. 73

ベルト－ 点検 . ........................ 74

エンジン･バルブ･ラッシュ－点検 . ...... 89

ウォータ･ポンプ -点検 . ............... 102

2000サービス時間毎
アフタクーラ･コア－ 点検 . ............. 71

エンジン･マウント（防振装置) - 点検 ..... 86

始動モータ－点検 . ................... 100

ターボチャージャ－点検 . .............. 100

毎年
エンジン－清掃 . ....................... 80

3000サービス時間毎
アフタクーラ･コア－ 清掃／試験 ......... 71

オルタネータ－点検. ................... 71

オルタネータおよびファンベルト‐交換 .. 72

3000サービス時間または2年毎 クーラ

ント（市販ヘビーディーティ）の交換 74

6000サービス時間毎、または3年毎
クーラント・エクステンダ（ELC） -追加 .. 78

12 000サービス時間毎または6年毎
クーラント（ELC） - 交換 . .............. 76
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試運転
ファン･クリアランス－点検 .............. 90

i02477558

アアアフフフタタタクククーーーラララ･･･コココアアア －－－ 清清清掃掃掃／／／試試試
験験験
(エアツーエア･アフタクーラ)

エアツーエア･アフタクーラは多くの用途でOEM
によって取り付けられます。アフタクーラに関
する情報については、OEMの仕様書をご参照く
ださい。

i04382012

アアアフフフタタタクククーーーラララ･･･コココアアア －－－ 点点点検検検

注注注記記記:::運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

損傷したフィン,腐食,汚れ,グリース,虫,葉,
オイルおよび他の異物がないかどうかアフタ
クーラを点検します。必要に応じて、フィルタ
を清掃してください。

エア･ツー･エア･アフタクーラの清掃は、ラジ
エータと同じ手順で行ってください。

空空空気気気圧圧圧ににによよよりりり人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすすおおおそそそれれれがががああありりりままま
すすす。。。

次次次ののの正正正しししいいい手手手順順順ををを踏踏踏まままななないいいととと人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすすおおお
そそそれれれがががああありりりままますすす。。。 圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるるとととききき,,, 保保保護護護
フフフェェェーーーススス･･･シシシーーールルルドドドおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

清清清浄浄浄用用用のののノノノズズズルルルにににおおおけけけるるる空空空気気気圧圧圧ははは222000555 kkkPPPaaa
(((333000 pppsssiii)))ををを超超超えええてててはははいいいけけけままませせせんんん。。。

粘着性のない異物は、加圧空気を使用して取り
除くことを推奨します。ファンの空気流と反対
方向から圧縮空気を吹きつけます。エア･ノズ
ルはフィンから約6 mm (0.25インチ)離れた位置
を保ってください。エア･ノズルをチューブに
沿って平行にゆっくり動かしてください。加圧
空気によってチューブ間にある異物が取り除か
れます。

清掃には、加圧水を使用することもできます。
清掃用に使用する加圧水は、275 kPa
(（40 psi）)より低くなくてはなりません。付
着した泥を柔らかくするには、加圧水を使用し
てください。両側からコアの汚れを落としてく
ださい。

グリース除去剤とスチームを使って、オイルと
グリースを取り除いてください。コアの両側を
清掃してください。洗浄剤とお湯を使ってコア
を洗ってください。コアを清浄水で入念に洗い
流してください。

清掃が終わったら、エンジンを始動してハイ・
アイドルrpmまで加速します。これを行うと、
異物の除去とコアの乾燥に役立ちます。エンジ
ンを停止してください。コアの汚れを検査する
ために、コアの後ろ側から電球で照らします。
必要に応じて、清掃を繰り返してください。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“「コーム」”を使って元の形
状に戻すことができます。

注注注記記記:::アフタクーラ系統の部品を修理したり交換し
た場合は、漏れ試験の実施を推奨します。 詳細につ
いては、アフタクーラのOEMの仕様書を参照してく
ださい。

溶接,マウンチング･ブラケット,空気管,接続,
クランプおよびシールの品目を点検してくだ
さい。必要に応じて、修理してください。

i05156910

オオオルルルタタタネネネーーータタタ －－－点点点検検検

Perkins は，オルタネータの定期点検を推奨し
ている。オルタネータを点検し，接続部にゆる
みが生じていないか，バッテリ充電状態が適切
かを点検する。エンジンの作動中に電流計（装
備されている場合）を観察し，バッテリおよび
電気系統が所定の性能を発揮しているかを点検
する。必要に応じて修理を行ってください。

オルタネータとバッテリ充電器が正常に作動し
ているかを確認する。バッテリの充電状態が適
正な場合，電流計の表示値はほぼゼロになる。
全てのバッテリを充電済みの状態で維持してく
ださい。クランキング能力は温度の影響を受け
るため，バッテリは暖かい場所で保管する。
バッテリの温度が低すぎる場合、バッテリを
使ってエンジンのクランキングができなくなり
ます。エンジンが長期間運転されていない場合
やエンジンの作動時間が短い場合、バッテリが
十分に再充電されていない可能性があります。
充電不足のバッテリは完全に充電されたバッテ
リよりも容易に凍結します。
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i05920792

オオオルルルタタタネネネーーータタタおおおよよよびびびフフファァァンンンベベベルルル
トトト ‐‐‐ 交交交換換換

詳細については，分解および組立Alternator
Belt - Remove and Installを参照してくださ
い。

i04191134

バババッッッテテテリリリ－－－交交交換換換

バババッッッテテテリリリははは爆爆爆発発発すすするるる恐恐恐れれれのののあああるるる可可可燃燃燃性性性ガガガスススををを放放放出出出
しししままますすす。。。火火火花花花ははは可可可燃燃燃性性性ガガガスススににに点点点火火火すすするるる原原原因因因とととなななるるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。こここれれれににによよよりりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死
亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリがががエエエンンンクククロロローーージジジャャャににに納納納めめめららられれれててていいいるるる場場場合合合
ははは、、、適適適切切切ななな換換換気気気ををを確確確保保保しししてててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリののの
近近近くくくででで電電電気気気アアアーーークククまままたたたははは火火火花花花ががが発発発生生生すすするるるのののををを防防防ぐぐぐ
たたためめめ正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリ作作作業業業
ををを行行行っっっててていいいるるるととときききははは、、、喫喫喫煙煙煙しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... エンジンのスイッチを「OFF」位置にしま
す。電気的負荷をすべて取り除きます。

222... バッテリ･チャージャのスイッチを切りま
す。バッテリ･チャージャを切り離します。

333... バッテリ･ディスコネクト･スイッチが
「OFF」位置になっていることを確かめてく
ださい。

444... バッテリのマイナス “-”端子からマイナス “-”
ケーブルを切り離します。

555... バッテリのプラス “+”端子からプラス “+”
ケーブルを切り離します。

注注注記記記:::バッテリは、必ずリサイクルしてください。
バッテリは、絶対に廃棄しないでください。 使用済
みバッテリは適切なリサイクル施設で処分します。

666... 使用済バッテリを取り外します。

777... 新しいバッテリを取り付けます。

注注注記記記:::ケーブルを接続する前に、バッテリ･ディスコ
ネクト･スイッチが「OFF」位置になっていることを
確認してください。

888... バッテリのプラス “+”端子にプラス “+”ケー
ブルを接続します。

999... バッテリのマイナス “-”端子にマイナス “-”
ケーブルを接続します。

111000... バッテリ･ディスコネクト･スイッチを
「ON」位置にしください。

i03297516

バババッッッテテテリリリ電電電解解解液液液レレレベベベルルル－－－点点点検検検

エンジンが長時間運転されていない場合やエン
ジンの運転時間が短い場合、バッテリが十分に
充電されていない可能性があります。バッテリ
が凍結するのを防ぐため、必ず完全に充電する
ようにしてください。バッテリが適切に充電さ
れている場合、エンジン運転中の電流計の表示
値は、ほとんどゼロになります。

全全全てててののの鉛鉛鉛バババッッッテテテリリリにににははは、、、肌肌肌ややや衣衣衣類類類ををを焦焦焦がががすすす硫硫硫酸酸酸ががが
含含含まままれれれててていいいままますすす。。。 バババッッッテテテリリリののの近近近くくくででで作作作業業業すすするるる場場場合合合
ははは、、、常常常ににに保保保護護護マママスススクククととと保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

111... フィラー･キャップを取り外してください。
電解液レベルをバッテリの “FULL”（上限）
マークの位置に維持してください。

水を追加する必要がある場合は、蒸留水を使
用してください。 蒸留水が手に入らない場合
は、ミネラル成分の低い清水を使用してくだ
さい。人工的に作られた軟水は使用しないで
ください。

222... 245-5829冷却水バッテリ･テスタ屈折計を
使用して電解液の状態を点検してください。

333... バッテリを清浄な状態に保ってください。

次の洗浄液のいずれかを使用してバッテリ･
ケースを清掃してください。
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• 重炭酸ソーダ0.1 kg (0.2 lb)と清水1 L
(1 qt)の混合液。

• 水酸化アンモニウムの溶液。

バッテリ･ケースを清水で完全にすすいでく
ださい。

目の細かいサンドペーパを使用して端子およ
びケーブル･クランプを清掃してください。
表面が輝き、光沢が出るまでこれらの部品を
清掃してください。このとき、生地を削りす
ぎないようにしてください。生地を削りすぎ
ると、クランプが正しくはまらなくなること
があります。クランプおよび端子に
5N-5561シリコン系潤滑剤、ワセリンまた
はMPGMグリースを塗ってください。

i02570672

バババッッッテテテリリリまままたたたはははバババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーー
ブブブルルル －－－ 切切切離離離ししし

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... 始動スイッチを「OFF」位置に回してくださ
い。イグニション･スイッチ（装備の場合）
を「OFF」位置に回し、キーを抜き、全ての
電気負荷を取り除いてください。

222... バッテリ（－）端子を取り外してください。
ケーブルが端子に接触しないようにしてくだ
さい。 12ボルトのバッテリが4個ある場合
は、2個のマイナス端子を取り外してくださ
い。

333... プラス側の接続部を取り外してください。

444... 取り外した接続部およびバッテリの端子の汚
れを落としてください。

555... 微細級のサンドペーパを使用して端子および
ケーブル･クランプ金具を磨いてください。
表面に光沢が生じるまでこれらの部品を磨い
てください。このとき、生地を削りすぎない
ようにしてください。生地を削りすぎると、
クランプが正しくはまらなくなります。クラ
ンプおよび端子に、適切なシリコン潤滑剤ま
たはワセリンを塗ってください。

666... ケーブルの接続部をテープで巻いて、偶発的
な始動を防止してください。

777... 必要なシステムの修理を行ってください。

888... バッテリを接続するには、プラスの接続を先
にし、マイナスの接続をその後にしてくださ
い。

i05475079

ベベベルルルトトト･･･テテテンンンシシショョョナナナののの点点点検検検

図
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代表例

ベルトを取り外します。分解および組立オルタ
ネータ･ベルト -取外しおよび取付けを参照し
てください。
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ベルトテンショナがしっかりと取り付けられて
いることを確かめます。ベルトテンショナ(1)
に損傷がないか目視点検します。 テンショナの
プーリが自由に回転し，ベアリングが緩んでい
ないことを確かめます。エンジンによっては，
アイドラプーリ(2)があります。アイドラプー
リがしっかりと取り付けられていることを確か
めます。アイドラプーリに損傷がないか目視点
検します。アイドラプーリが自由に回転し，ベ
アリングが緩んでいないことを確かめます。必
要に応じて，損傷したコンポーネントを交換し
ます。

ベルトを取り付けてください。分解および組立
オルタネータ･ベルト -取外しおよび取付けを
参照してください。

i05475107

ベベベルルルトトト －－－ 点点点検検検

図
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代表例

エンジン性能を最大限に発揮させるため，ベル
ト(1)に摩耗や亀裂がないか点検します。ベル
トが摩耗または損傷している場合，ベルトを交
換します。

• ベルトに，亀裂，裂け，表面の変色，油汚れ，
コードのずれおよび，溶液による汚染の痕跡がな
いか点検します。

次のいずれかの不具合が生じている場合は，ベ
ルトを交換する必要があります。

• ベルトの1つ以上のリブに亀裂がある。

• ベルトの1つのリブの1つ以上の部分が最大
50.8 mm (2 in)ずれている。

ベルト交換の詳細については，分解および組立
Alternator Belt - Remove and Installを参照し
てください。必要な場合は，ベルトテンショナ
を交換する。手順の詳細は，分解および組立
Alternator Belt - Remove and Installを参照し
てください。

i05920791

クククーーーララランンントトト（（（市市市販販販ヘヘヘビビビーーーデデディィィーーー
テテティィィ）））ののの交交交換換換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注注記記記:::クーリングシステムを洗浄する時は，清浄な
水のみを使用します。
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ドレーン

加加圧圧シシスステテムム：：高高温温のの冷冷却却水水にによよりり重重度度のの火火傷傷事事
故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。冷冷却却系系統統ののフフィィララーー･･
キキャャッッププをを開開けけるるととききはは、、エエンンジジンンをを停停止止しし、、冷冷
却却系系統統のの構構成成部部品品がが冷冷めめるるままでで待待っっててくくだだささいい。。
圧圧力力をを解解放放すするる場場合合はは、、冷冷却却系系統統圧圧力力キキャャッッププをを
ゆゆっっくくりりゆゆるるめめててくくだだささいい。。

11.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。

図
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22.. エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外す
か，ドレーンコックを開きます。ラジエータ
のドレーンプラグを取り外すか，ドレーン
コックを開きます。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに
関する詳細は，Perkins ディーラまたは
Perkins ディストリビュータにお問い合わせく
ださい。

フラッシング
11.. 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

22.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。
クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

44.. エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローア
イドルで運転します。

55.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。エンジンのドレーンプラグを
取り外すか，ドレーンコックを開きます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り外すか，ド
レーンコックを開きます。水を排出させま
す。クーリングシステムをきれいな水でフ
ラッシングします。

燃料充填
11.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，

ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。
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注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

222... クーリングシステムに市販のヘビーデュー
ティクーラントを充填します。クーラントに
補助クーラント添加剤を追加します。適正量
については，クーリングシステムの仕様の詳
細を解説している取扱説明書液体の推奨事項
を参照してください。クーリングシステム
フィラキャップは取り付けないでください。

333... エンジンを始動して，ローアイドルで運転す
る。エンジン回転数をハイアイドルに上げ
る。エンジン･ブロックの穴から空気を逃が
すために、エンジンを高速アイドルで1分間
運転します。エンジンスピードをローアイド
ルに下げる。エンジンを停止してください。

444... クーラント量を点検する。クーラントレベ
ルは，充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。補助ボトル（装着の場
合）のクーラントレベルを適切な状態に維持
します。

図
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フィラキャップ

555... クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検します。ガスケットが
損傷している場合は，古いフィラキャップを
廃棄して，新しいフィラキャップを取り付け
ます。ガスケットに損傷がない場合は，適切
な加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧
力試験を行います。適正圧力は，フィラ
キャップの表面に刻印されています。フィラ
キャップが適正圧力を保持できない場合は，
新しいフィラキャップを取り付けます。

666... エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがなく，作動温度が適正であるかを
点検します。

i05920793

クククーーーララランンントトト（（（EEELLLCCC））） --- 交交交換換換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注注記記記:::クーリングシステムを洗浄する時は，ELCを排
出し交換する際にきれいな水のみを使用します。
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注注記記::クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温調整器を点検します。 このと
き，必要に応じてウォータポンプ，水温レギュレー
タ，およびホースを交換します。

ドレーン

加加圧圧シシスステテムム：：高高温温のの冷冷却却水水にによよりり重重度度のの火火傷傷事事
故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。冷冷却却系系統統ののフフィィララーー･･
キキャャッッププをを開開けけるるととききはは、、エエンンジジンンをを停停止止しし、、冷冷
却却系系統統のの構構成成部部品品がが冷冷めめるるままでで待待っっててくくだだささいい。。
圧圧力力をを解解放放すするる場場合合はは、、冷冷却却系系統統圧圧力力キキャャッッププをを
ゆゆっっくくりりゆゆるるめめててくくだだささいい。。

11.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。

図
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代表例

22.. エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外す
か，ドレーンコックを開きます。ラジエータ
のドレーンプラグを取り外すか，ドレーン
コックを開きます。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに
関する詳細は，Perkins ディーラまたは
Perkins ディストリビュータにお問い合わせく
ださい。

フラッシング
11.. 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

22.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。
クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

44.. エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローア
イドルで運転します。

55.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。エンジンのドレーンプラグを
取り外すか，ドレーンコックを開きます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り外すか，ド
レーンコックを開きます。水を排出させま
す。クーリングシステムをきれいな水でフ
ラッシングします。

燃料充填
11.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，

ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。
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注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

222... クーリングシステムにエクステンデッドライ
フクーラント（ELC）を充填します。クーリ
ングシステムの仕様に関する詳細について
は，本取扱説明書液体の推奨事項を参照して
ください。クーリングシステムフィラキャッ
プは取り付けないでください。

333... エンジンを始動して，ローアイドルで運転す
る。エンジン回転数をハイアイドルに上げ
る。エンジン･ブロックの穴から空気を逃が
すために、エンジンを高速アイドルで1分間
運転します。エンジンスピードをローアイド
ルに下げる。エンジンを停止してください。

444... クーラント量を点検する。クーラントレベ
ルは，充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。補助ボトル（装着の場
合）のクーラントレベルを適切な状態に維持
します。

図
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フィラキャップ

555... クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検します。ガスケットが
損傷している場合は，古いフィラキャップを
廃棄して，新しいフィラキャップを取り付け
ます。ガスケットに損傷がない場合は，適切
な加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧
力試験を行います。適正圧力は，フィラ
キャップの表面に刻印されています。フィラ
キャップが適正圧力を保持できない場合は，
新しいフィラキャップを取り付けます。

666... エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがなく，作動温度が適正であるかを
点検します。

i05920783

クククーーーララランンントトト・・・エエエクククススステテテンンンダダダ
（（（EEELLLCCC））） --- 追追追加加加

Perkins ELCが12,000時間を達成するには，エク
ステンダを6,000時間の段階で追加する必要が
あります。適切なエクステンダについては，
PerkinsディーラまたはPerkinsディストリ
ビュータにお問い合わせください。

i05920770

クククーーーララランンントトト・・・レレレベベベルルル --- 点点点検検検

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンを停止して冷却されてから，クーラン
トレベルを点検します。

注意
エンジンクーリングシステムの整備または修理を行
う場合，この手順は，エンジンが平地にある状態で
実施する必要があります。これにより，クーラント
レベルを正確に点検できます。この手順によって，
クーラントシステムにエアロックが取り込まれる危
険を回避することもできます。

111... クーリングシステムのフィラキャップをゆっ
くり取り外し，圧力を解放します。
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222... 用途に適した位置である最大マークにクーラ
ントレベルを維持します。エンジンにサイト
グラスが装着されている場合は，クーラント
レベルをサイトグラス内の適切なレベルに維
持してください。

図
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標準的なフィラキャップガスケット

333... クーリングシステムフィラキャップを清掃し
て，フィラキャップガスケットの状態を点検
します。フィラキャップガスケットが損傷し
ている場合は，クーリングシステムフィラ
キャップを交換します。クーリングシステム
フィラキャップを再び取り付けます。

444... クーリングシステムに漏れがないか点検す
る。

i05156876

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水添添添加加加剤剤剤（（（SSSCCCAAA）））
－－－ 試試試験験験／／／添添添加加加

冷冷冷却却却系系系統統統ののの冷冷冷却却却水水水添添添加加加剤剤剤にににはははアアアルルルカカカリリリががが含含含まままれれれててて
いいいままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめににに、、、皮皮皮膚膚膚ややや目目目ににに触触触れれれ
ななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。冷冷冷却却却系系系統統統ののの冷冷冷却却却水水水添添添加加加
剤剤剤ははは飲飲飲まままななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

SCA濃度の試験

ヘビーデューティクーラント/不凍液および
SCA

注意
冷却水添加剤の濃度は、推奨値である6%を下回らな
いようにしてください。

SCA濃度の確認には，クーラントコンディショ
ナテストキットを使用する。

必要に応じた、SCAの追加
注意

冷却水添加剤濃度は、推奨値を超えないようにして
ください。冷却水添加剤の濃度が高すぎる場合は、
冷却系統の高温部表面に堆積物が形成され、エンジ
ンの熱伝導率が低下することがあります。熱伝導の
低下はシリンダへット等の高温になる部分に亀裂を
発生させる原因となる恐れがあります。また冷却水
添加剤の濃度が高すぎると、ラジエータ･チューブ
の閉塞、オーバーヒート、ウォータ･ポンプ･シール
摩耗の促進などが発生する恐れもあります。冷却水
液体添加剤とスピン･オン･エレメント（装着の場
合）を同時に使用しないでください。これらの添加
剤を一緒に使用すると、冷却水添加剤の濃度が推奨
値の上限を超えることがあります。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン･クーリング･システムの整備または修理を
行う場合、エンジンが平地にある状態でこの手順を
実施する必要があります。 これにより、クーラン
ト･レベルを正確に点検できます。 また、クーラン
ト･システムにエア･ロックが取り込まれる危険を回
避することもできます。

111... クーリング･システムのフィラ･キャップを
ゆっくりゆるめ、圧力を解放してください。
クーリング･システム･フィラ･キャップを取
り外します。

注注注記記記:::抜取った液体類については、 必ず地域の法規
則に従って廃棄してください。
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222... 必要に応じて、クーリング･システムから
クーラントを適切な容器に一部抜取り、SCA
の追加容量を確保してください。

333... 適正量のSCAを追加する。 SCAの要件に関す
る詳細は取扱説明書再充填容量と推奨事項を
参照。

444... クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検する。ガスケットが損
傷していた場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付け
る。ガスケットに損傷がない場合は，適切な
加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧力
試験を行う。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されている。フィラキャップが適
正圧力を維持できない場合は，新しいフィラ
キャップを取り付ける。

i02358670

被被被駆駆駆動動動装装装置置置 --- 点点点検検検

被駆動装置の次の推奨保守整備項目の詳細につ
いては、OEMの仕様書をご参照ください。

• 点検

• 調整

• 潤滑

• その他の推奨保守整備項目

OEMが推奨する被駆動装置の保守整備項目があ
れば、それを実行してください。

i02570703

エエエンンンジジジンンン－－－清清清掃掃掃

高高高電電電圧圧圧ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

湿湿湿気気気のののたたためめめににに導導導電電電パパパスススががが形形形成成成ささされれれるるるここことととがががああありりりままま
すすす。。。

電電電気気気系系系統統統がががOOOFFFFFFににになななっっっててていいいるるるここことととををを確確確かかかめめめてててくくくだだだ
さささいいい。。。始始始動動動制制制御御御装装装置置置をををロロロッッックククししし、、、制制制御御御装装装置置置ににに “““運運運
転転転禁禁禁止止止”””ののの札札札ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン上に堆積しているグリースおよびオイルに
よって火災が発生する恐れがあります。常にエンジ
ンをきれいな状態に保ってください。エンジン上に
クズや液体がこぼれて堆積している場合は、必ず取
り除いてください。

エンジンを定期的に清掃することを推奨しま
す。エンジンをスチーム洗浄することによっ
て、堆積したオイルやグリースを除去できま
す。エンジンを清掃することで、次の利点が得
られます。

• 液体漏れを容易に検知できる

• 熱伝導率を最大化できる

• 保守整備が容易になる

注注注記記記:::エンジンを清掃する際には、洗浄水により電
気機器を損傷しないよう、注意を払ってください。
加圧水やスチームを電気コネクタやコネクタ後部の
ケーブル分岐点に向けないようにしてください。 洗
浄水（加圧水やスチームを含む）がオルタネータ、
スタータ、ECMといった電装部品にかからないよう
にしてください。 燃料噴射ポンプに洗浄水がかから
ないように、保護してください。

i05920790

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナ･･･エエエレレレ
メメメンンントトト（（（二二二重重重エエエレレレメメメンンントトト///キキキャャャ
ニニニスススタタタ･･･タタタイイイプププ））） --- 清清清掃掃掃///交交交換換換
(装着の場合)

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。
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エアクリーナエレメントの整備
エアクリーナエレメントが目詰まりすると，空
気の圧力によってエアクリーナエレメントの素
材が裂ける場合があります。吸入空気がフィル
タで濾過されなくなると，エンジン内部の摩耗
が著しく加速します。 Perkins ディーラまたは
Perkins の代理店では，お客様の用途に合った
適切なエアクリーナエレメントを提供していま
す。

• プレクリーナ（装備の場合）に汚れや異物が堆積
していないか毎日点検します。 必要に応じて汚
れおよび異物をすべて除去します。

• 運転環境（ホコリ、ゴミ、クズ）に応じて、より
頻繁にエア･クリーナ･エレメントの整備作業が必
要になります。

• エアクリーナエレメントを正しく清掃および点検
していれば，エレメントは6回まで清掃すること
ができます。

• エアクリーナエレメントは，少なくとも1年に1度
交換します。 交換は清掃の回数に関係なく行
う。

汚れたペーパーエアクリーナエレメントを，き
れいなものと交換します。取り付ける前に，エ
アクリーナエレメントのフィルタ材に破れや穴
がないか点検します。エアクリーナエレメント
のガスケットまたはシールが損傷していないか
点検します。交換用のエアクリーナエレメント
は，適正数を確保しておくようにします。

二重エレメントエアクリーナ
二重エレメントエアクリーナは，プライマリエ
アクリーナエレメントとセコンダリエアクリー
ナエレメントから構成されています。プライマ
リエアクリーナエレメントを正しく清掃および
点検していれば，エレメントは6回まで使用で
きます。プライマリエアクリーナエレメント
は，少なくとも1年に1度の交換が必要です。交
換は清掃の回数に関係なく行う。

セコンダリ･エア･クリーナ･エレメントは整備
または清掃できません。プライマリエアクリー
ナエレメントの清掃を3回実施するごとに，セ
コンダリエアクリーナエレメントを取り外して
廃棄するようにします。ホコリや汚れの多い環
境でエンジンを運用すると，より頻繁なエアク
リーナエレメントの交換が必要となる場合があ
ります。

図

40

g00736431

(1) カバー
(2) プライマリエアクリーナエレメント
(3) セコンダリエアクリーナエレメント
(4) ターボチャージャ用エア･インレット

11.. カバーを取り外す。 プライマリエアクリー
ナエレメントを取り外します。

22.. プライマリエアクリーナエレメントの清掃を
3回実施するごとに，セコンダリエアクリー
ナエレメントを取り外して廃棄するようにし
ます。

注注記記::“プライマリエアクリーナエレメントの清
掃”を参照してください。

33.. 汚れが入らないようにターボチャージャエア
インレットをテープで塞ぎます。

44.. エアクリーナカバーおよび本体の内部を，清
浄な乾いた布で清掃します。

55.. ターボチャージャエアインレットのテープを
外します。セコンダリエアクリーナエレメン
トを取り付けます。 新品または清掃済みのプ
ライマリエアクリーナエレメントを取り付け
ます。

66.. エアクリーナカバーを取り付けること。

77.. エアクリーナサービスインジケータをリセッ
トします。
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プライマリエアクリーナエレメント
の清掃

注意
お客様自身でフィルタエレメントを清掃する場合
は，次の手順に従う。

堆積物を取り除くためにフィルタを軽く叩いたり，
他のもので叩いたりしない。

フィルタエレメントを洗浄しないこと。

低い圧力の圧縮空気を使用して，フィルタエレメン
トからほこりを取り除く。空気圧は207 kPa
(30 psi)以上にしないでください。 フィルタエレメ
ントの内側からひだに沿って噴射する。プリーツを
損傷させないように十分な注意を払います。

エアフィルタのひだ，ガスケットまたはシールが損
傷している場合，そのフィルタを使用しないこと。
異物がエンジン内に混入し，エンジンのコンポーネ
ントが損傷する恐れがある。

プライマリエアクリーナエレメントを正しく清
掃および点検していれば，エレメントは6回ま
で使用できます。プライマリエアクリーナエレ
メントの清掃時には，フィルタ材に裂け目や破
れた個所がないか点検してください。プライマ
リエアクリーナエレメントは，少なくとも1年
に1度の交換が必要です。交換は清掃の回数に
関係なく行う。

汚れたエレメントを清掃する間は，きれいなプ
ライマリエアクリーナエレメントを取り付けて
おいてください。

注意
ぶつけたり叩いたりしてエア･クリーナ･エレメント
を清掃しないでください。これにより、シールを損
傷する恐れがあります。プリーツ、ガスケットまた
はシールの破損しているエレメントは使用しないで
ください。損傷したエレメントを使用するとエンジ
ンに塵埃が侵入します。エンジンが損傷する恐れが
あります。

清掃前にプライマリエアクリーナエレメントを
目視点検します。エアクリーナエレメントの
シール，ガスケット，アウタカバーの損傷を点
検します。損傷したエアクリーナエレメントは
廃棄します。

一般的なプライマリエアクリーナエレメントの
清掃法は2種類存在します。

• 圧縮空気

• バキューム清掃

圧縮空気
過去の清掃回数が2回以下のプライマリエアク
リーナエレメントの清掃には，加圧空気を使用
できます。圧縮空気では，堆積した炭素やオイ
ルは取り除くことができない。フィルタ処理し
た最大圧力207 kPa (30 psi)の乾燥圧縮空気を
使用してください。

図
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注注記記::プライマリエアクリーナエレメントの清掃手
順は，常に汚れていない面（内側）から始めて，異
物の粒子を汚れた面（外側）に押し出すようにしま
す。

紙製のひだの損傷を防止するために，空気がエ
レメントの内側からフィルタの長さ方向に沿っ
て流れるようにホースを向けてください。プラ
イマリエアクリーナエレメントにエアを直接吹
き付けないでください。汚れがひだの奥深くに
入ってしまう。

注注記記::詳細については，“プライマリエアクリーナ
エレメントの点検”を参照してください。

バキューム清掃

乾燥して埃の多い環境でプライマリエアクリー
ナエレメントを毎日清掃する必要がある場合
は，バキューム清掃が適しています。バキュー
ム清掃より圧縮空気を使用して清掃する方法を
推奨する。バキューム清掃で堆積したカーソン
やオイルを取り除くことはできない。

注注記記::詳細については，“プライマリエアクリーナ
エレメントの点検”を参照してください。
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プライマリエアクリーナエレメントの点検

図
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清浄で乾燥した状態のプライマリエアクリーナ
エレメントの点検をします。暗室または同様の
施設で60 Wの青色電灯を使用してください。青
色電灯をプライマリエアクリーナエレメントの
内側に置きます。プライマリエアクリーナエレ
メントを回転させます。プライマリエアクリー
ナエレメントに裂け目や穴がないか点検しま
す。プライマリエアクリーナエレメントのフィ
ルタ材を通過して明かりが漏れてくる箇所がな
いかを点検します。結果を確認するには，プラ
イマリエアクリーナエレメントを同じ部品番号
の新品のエアクリーナエレメントと比較してく
ださい。

フィルタ材に裂け目や穴のあるプライマリエア
クリーナエレメントは使用しないでください。
プリーツ，ガスケット，またはシールが損傷し
ているプライマリエアクリーナエレメントを使
用しないでください。損傷したプライマリエア
クリーナエレメントは廃棄してください。

プライマリエアクリーナエレメントの保管
検査に合格したプライマリエアクリーナエレメ
ントをすぐに使用しない場合は，将来使用する
時に備えて保管しておくことができます。

図
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代表例

塗料、防水カバー、またはプラスチックは、保
管用の保護カバーとしては使用しないでくださ
い。空気の流れに詰まりが生じる可能性があ
る。汚れおよび損傷から保護するために，揮発
性腐食防止剤（VCI，Volatile Corrosion
Inhibited） の用紙でプライマリエアクリーナ
エレメントを梱包しておきます。

プライマリエアクリーナエレメントを保管用の
箱に入れておきます。識別用のマークを，箱の
外側とプライマリエアクリーナエレメントに記
入しておきます。 次の情報を添付する。

• 清掃した日付

• 清掃回数

乾燥した場所に保管すること。

i04821404

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナ･･･エエエレレレ
メメメンンントトト（（（シシシンンングググルルル･･･エエエレレレメメメンンン
トトト））） ‐‐‐ 点点点検検検／／／交交交換換換
次の手順を実施する前に、本取扱説明書エンジ
ン･エア･クリーナ･サービス･インジケータ -点
検および取扱説明書エンジン･エア･プレクリー
ナ‐ 点検／清掃（装備の場合）の作業を済ま
せておいてください。
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注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

図
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(1) エア･クリーナ･カバー
(2) エア･フィルタ･エレメント
(3) エア･インレット

111... エア･クリーナ･カバー(1)およびエア･フィル
タ･エレメント(2)を取り外してください。

222... 異物が入らないよう、エア･インレット(3)を
テープまたはきれいな布で覆ってください。

333... エア･クリーナ･カバー(1)の内部の汚れを落
としてください。エア･クリーナ･エレメント
を保持する本体の汚れも落としてください。

444... 交換用エレメントに次の問題がないか点検し
てください。損傷,汚れおよび異物。

555... エア･インレット開口部のシールを取り外し
てください。

666... 汚れ、損傷のないエア･フィルタ･エレメント
(2)を取り付けてください。

777... エア･クリーナ･カバー(1)を取り付けてくだ
さい。

888... エア･クリーナ用のサービス･インジケータを
リセットしてください。

i02570708

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･フフフィィィルルルタタタ･･･サササーーー
ビビビススス･･･イイインンンジジジケケケーーータタタ --- 点点点検検検

一部のエンジンには、異なるサービス･インジ
ケータが装備されている場合があります。

一部のエンジンには、吸気圧力の差圧ゲージが
装備されています。吸気圧力の差圧ゲージは、
エア･クリーナ･エレメントの前で測定された圧
力およびエア･クリーナ･エレメントの後で測定
された圧力差を表示します。エア･クリーナ･エ
レメントが汚れると、圧力差が大きくなりま
す。ご使用のエンジンのサービス･インジケー
タがここに記載されているものと異なる場合
は、OEMの推奨事項に従ってエア･クリーナ･
サービス･インジケータの手入れを行ってくだ
さい。

サービス･インジケータはエア･クリーナ･エレ
メントに取り付けられている場合もあれば、離
れた場所に取り付けられている場合もありま
す。

図
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代表的なサービス･インジケータ

サービス･インジケータの表示を見てくださ
い。以下のいずれかの状態になったら、エア･
クリーナ･エレメントを清掃するか交換してく
ださい。

• 黄色のダイアフラムが赤い領域に入っている。

• 赤色のピストンが目に見える位置でロックされて
いる。
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サービス･インジケータの試験
サービス･インジケータは重要な計器です。

• 簡単にリセットできるかどうか確認してくださ
い。 サービス･インジケータは、2回以下の押し
操作でリセットできなければなりません。

• エンジンが定格速度に達したとき、黄色いコアの
動きを点検してください。 黄色いコアは、到達
する最大負圧付近でラッチするはずです。

サービス･インジケータが容易にリセットしな
い場合、または黄色のコアが最大負圧でラッチ
しない場合は、サービス･インジケータを交換
してください。新しいサービス･インジケータ
がリセットしない場合は、サービス･インジ
ケータの穴が詰まっている可能性があります。

ホコリが非常に多い環境では、サービス･イン
ジケータは頻繁に交換する必要があります。

i02950172

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･プププレレレクククリリリーーーナナナ ---
清清清浄浄浄

図

46

g01453058

代表的なエンジン･エア･プレクリーナ

(1) 蝶ナット
(2) カバー
(3) ボディ

蝶ナット(1)とカバー(2)を外します。本体(3)
に汚れとゴミがないか点検します。必要に応じ
本体の汚れを落とします。

プレクリーナを清掃したあと、カバー(2)と蝶
ナット(1)を取り付けます。

注注注記記記:::エンジンが埃の多い環境で運転されている場
合は、より頻繁な清掃が必要になります。

i05920777

エエエンンンジジジンンン･･･クククララランンンクククケケケーーーススス･･･ブブブ
リリリーーーザザザ･･･エエエレレレメメメンンントトト－－－交交交換換換

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

111... 容器をキャニスタ(2)の下に設置します。

222... キャニスタの外側を清掃します。適切な
ツールを使用して，キャニスタを取り外しま
す。

図
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代表例

333... 新しいキャニスタのOリングシール(1)を清浄
なエンジン潤滑油で潤滑します。

444... 新しいキャニスタを取り付ける。 Oリング
シールがベース(3)に接触するまでキャニス
タを回転させます。キャニスタを3/4回転さ
せます。

555... 容器を取り外します。使用済みのキャニス
タおよびこぼれたオイルを各地域の規制に
従って廃棄します。
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i05156891

エエエンンンジジジンンン･･･マママウウウンンントトト（（（防防防振振振装装装置置置)))
--- 点点点検検検

注注注記記記:::エンジンマウントは，Perkins から提供されて
いない場合もある。 エンジンマウントおよび適切な
ボルトの締付けトルクについては，OEMの資料を参
照。

エンジンマウントが劣化していないか，またボ
ルトが適切なトルクで締め付けられているかを
点検する。エンジンの振動が起こる原因として
は，次の状況が考えられる。

• エンジン取付けの不備

• エンジンマウントの劣化

• エンジンマウントの緩み

劣化の兆候が確認されたエンジンマウントは，
すべて交換する必要がある。推奨トルクについ
ては，OEMの資料を参照。

i05475117

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･レレレベベベルルル --- 点点点検検検

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

図
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“L” 低

“H” 高

注意
この保守整備はエンジンが停止している状態で行っ
てください。

注注注記記記:::正確なレベル位置を取得するため，エンジン
が水平な状態ないし正常な運転位置にあることを確
認してください。

注注注記記記:::エンジンのスイッチを「OFF」位置にした後の
オイルレベルの確認は，エンジンオイルがオイルパ
ンに戻り終わるまで10分間待機してから実施してく
ださい。

111... オイルレベルはエンジンオイルゲージの(L)
マークと(H)マークの間に維持します。 “H”
を超えるまでクランクケースを充填しないで
ください。

注意
オイルレベルが “H” マーク以上にある状態でエンジ
ンを運転すると，クランクシャフトがオイル内に入
ることがあります。クランクシャフトがオイル内に
浸かっていると，気泡が発生してオイルの潤滑特性
を低下させ，出力の損失が生じる恐れがあります。

222... 必要であれば，フィラキャップを取外し，オ
イルを補充すること。オイルフィラキャップ
を洗浄する。フィラキャップを取り付ける。

オイルレベルの上昇が認められる場合は，トラ
ブルシューティングOil Contains Fuelを参照し
てください。

i05156914

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･サササンンンプププルルル --- 採採採
取取取

エンジン潤滑用のオイルの状態は，予防メンテ
ナンスプログラムの一部として定期的に点検す
ることもできる。 Perkins は，オプションの1
つとしてオイルサンプリングバルブを用意して
いる。オイルサンプリングバルブ（装着の場
合）の目的は，エンジン潤滑オイルのサンプル
収集を定期的に行うことである。オイルサンプ
リングバルブは，フィルタヘッドまたはシリン
ダブロックに配置されている。

Perkins は，オイルのサンプル採取について，
サンプリングバルブの使用を推奨している。サ
ンプリングバルブを使用することで，サンプル
の品質および一貫性が向上する。サンプリン
グ・バルブの場所により、通常のエンジンの運
転中に加圧されて流れているオイルを入手する
ことができます。
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サンプルおよび分析の入手

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

最大限に正確な分析結果を得るには，オイルの
サンプル収集前に次の情報を記録しておくこ
と。

• サンプル収集の実行日

• エンジン･モデル

• エンジン番号

• エンジンの稼働時間

• 最終オイル交換以降の累積時間

• 最終オイル交換以降の充填オイル量

サンプルの格納容器に汚れや水分がないことを
確認する。同じくサンプルの格納容器について
は，適切なラベル表示がされている必要があ
る。

クランクケース内のオイルを代表するサンプル
を採取するために、よく攪拌された暖かいオイ
ルをサンプルとして採取します。

オイル・サンプルへの異物混入を避けるため
に、サンプル採取に使用されるツールや備品に
汚れがないようにします。

このサンプル試験では，オイルの品質,オイル
に混入したクーラントの有無,オイルに混入し
た金属粒子（鉄分）の有無およびオイルに混
入した金属粒子（鉄分以外）の有無を確認でき
る。

i05920781

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルおおおよよよびびびフフフィィィルルル
タタタ --- 交交交換換換

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整、修理作業中に
液体類がこぼれないようにしてください。液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

エンジンが冷めているときにエンジン潤滑油を
抜き取らないでください。エンジン潤滑油が冷
めていると，浮遊廃物粒子がオイルパンの底に
沈殿します。オイルを冷めた状態で排出する
と，こうした廃物粒子を取り除くことができま
せん。エンジンが停止した状態でオイルパンの
排出を行ってください。オイルパンからの排出
は，オイルが温かいうちに行ってください。こ
の抜き取り手順に従うことで，オイル中に浮遊
している廃物粒子を適切に排出させることがで
きます。

この推奨手順に従わないと，新しいオイルを充
填しても，エンジンの潤滑系統を廃物粒子が循
環することになります。

エンジン潤滑油の排出
注注注記記記:::使用する容器のサイズが廃棄オイルを収集で
きる大きさであることを確認してください。

通常の作動温度でのエンジン回転後，エンジン
を停止させます。 下記のいずれかの方法によ
り，エンジンのオイルパンの排出を行います。
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代表例

11.. ドレーンプラグ(1)を取り外して，オイルを
排出します。

a. エンジンにオイルドレーンバルブ(3)が
取り付けられている場合は，適切なフレ
キシブルホースをバルブ(4)に取り付け
ます。ハンドル(2)を反時計回り方向に
回して，オイルを排出します。

b. オイルが排出されたら，ハンドルを時計
回り方向に回して，しっかりと締め付け
ます。フレキシブルホースを取り外しま
す。

図
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代表例

22.. Oリングシール(5)を取り外し，新品のOリン
グシールを取り付けます。

33.. ドレーンプラグを取り付け，ドレーンプラグ
を34 N·m (25 lb ft)のトルクで締め付けま
す。

オイル･フィルタの交換
注意

Perkinsのオイルフィルタは，Perkinsの仕様に準拠
して製造されています。 Perkins推奨品以外のオイ
ルフィルタを使用すると，未濾過オイルに由来する
サイズの大きい廃物粒子がエンジン潤滑システムに
侵入して，エンジンベアリングやクランクシャフト
などに重大な損傷が起きる恐れがあります。オイル
フィルタは，Perkins推奨のものだけを使用してく
ださい。

11.. 適切な工具を用いてオイルフィルタを取り外
します。

注注記記::予防メンテナンスプログラムの一環として以
下の作業を行うことができます。

22.. 適切な工具を用いて，オイルフィルタを切り
開きます。プリーツを押し広げ，オイルフィ
ルタに残された金属片を確認します。オイル
フィルタに金属片が多く残っている場合，早
期摩耗や未修理の故障が存在している可能性
があります。

磁石を用いて，エレメントに残された金属が
鉄類か非鉄金属かを確認します。鉄類であれ
ば，摩耗したエンジン部品は，鋼鉄または鋳
鉄で作られた部分である可能性が示唆されま
す。

非鉄金属であれば，摩耗したエンジン部品
は，アルミニウム，黄銅，青銅で作られた部
分である可能性が示唆されます。影響を受け
ている恐れがある部品には，メインベアリン
グ,ロッドベアリング およびターボチャー
ジャベアリングなどが該当します。

正常な状態でもある程度の摩耗や摩擦は生じ
ているので，オイルフィルタに少量の破片が
見つかるのは異常ではありません。
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333... オイルフィルタベース(1)のシール面を清掃
します。

444... 清浄なエンジンオイルを新品のオイルフィル
タのOリングシール(2)に塗布します。

注意
取り付ける前にオイル･フィルタにオイルを上限ま
で充填しないでください。このオイルはろ過されて
おらず、汚れていることがあります。汚れたオイル
によって、エンジン構成部品の摩耗が進みます。

555... エンジンオイルフィルタを取り付けます。 O
リングシールがオイルフィルタベースに接触
するまで新品のオイルフィルタを回転させま
す。オイルフィルタを3/4回転させます。

オイルパンの充填
111... フィラキャップを取り外す。適切なオイル

の詳細については，本取扱説明書液体に関す
る推奨事項を参照してください。適切な量の
新しいエンジン潤滑油を，オイルパンに充填
します。充填容量の詳細については，本取扱
説明書交換時の容量を参照してください。

注意
補助オイルフィルタシステム，またはリモートフィ
ルタシステムが装備されている場合は，OEMまたは
フィルタの製造メーカの推奨事項に従ってくださ
い。クランクケースに充填されるオイルに過不足が
あると，エンジンが損傷する原因になる場合があり
ます。

222... エンジンを始動させ， “ローアイドル”で2分
間運転させます。 この手順は，潤滑系統およ
びオイルフィルタにオイルを充填させるため
のものです。オイルフィルタにオイル漏れが
ないか点検します。

333... エンジンを停止し，オイルがオイルパンに戻
るまで最低10分間待ちます。

図
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“L” 低

“H” 高

444... エンジンオイルレベルゲージを抜いて，オイ
ルレベルを点検します。オイルレベルは，エ
ンジンオイルレベルゲージの “L”マークと “H”
マークの間で維持してください。クランク
ケースの “H”マークより上までオイルを入れ
ないでください。

i05920772

エエエンンンジジジンンン･･･バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ －－－
点点点検検検

エンジン耐用年数を最大限に延ばすため，潤滑
および予防メンテナンス計画の一環として
Perkins ではこのメンテナンスを推奨していま
す。
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注意
この保守整備作業を実施するのは、有資格整備士に
限ります。 完全なバルブ･ラッシュ調整手順につい
ては、サービス･マニュアルをご参照いただくか、
あるいは最寄のパーキンス 社販売店、またはパー
キンス 社特約代理店にお問い合わせください。

パーキンス 社製エンジンを不適切なバルブ・ラッ
シュで運転すると、エンジン効率が減退し、その上
エンジン構成部品の耐用年数も短くなります。

こここののの整整整備備備ををを実実実施施施すすするるる間間間ははは、、、エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動ででできききななな
いいいよよようううににになななっっっててていいいるるるかかか確確確認認認しししままますすす。。。 人人人身身身事事事故故故ををを予予予
防防防すすするるるたたためめめににに、、、始始始動動動モモモーーータタタををを使使使っっってててフフフララライイイホホホイイイーーー
ルルルををを回回回さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

高高高温温温ににになななっっっててていいいるるるエエエンンンジジジンンン構構構成成成部部部品品品ででで火火火傷傷傷をををすすするるる
おおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。 バババルルルブブブ・・・ラララッッッシシシュュュ・・・クククリリリアアアラララ
ンンンスススののの測測測定定定///調調調整整整ををを行行行ううう前前前ににに、、、十十十分分分にににエエエンンンジジジンンンををを冷冷冷
却却却しししてててくくくだだださささいいい。。。

バルブラッシュを測定する前には，エンジンを
停止したことを確かめる。精度の高い測定を行
うため，バルブが冷えてからこの整備を実施す
る。

詳細については，作動原理，試験および調整
Engine Valve Lash - Inspect/Adjustを参照して
ください。

i03297492

フフファァァンンン･･･クククリリリアアアララランンンススス－－－点点点検検検

冷却系統には、いくつかの異なるタイプがあり
ます。ファンの清掃に関する詳細については、
OEMにお問い合わせください。

エンジンが停止していることを確認してくださ
い。冷却系統に冷却水が充填されていることを
確認してください。カバー(1)とファン(2)の間
のクリアランスを点検する必要があります。カ
バーの端とファン･ブレードの先の間のギャッ
プ(A)を、等間隔の4箇所で点検してください。
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図

53
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カバーの端とファン･ブレードの間のクリアラ
ンス（隙間）は、カバーを調節することで変更
できます。カバーの中心がファンの中心に合っ
ていることを確認してください。

最大クリアランスは、12.5 mm (0.4921 in)で
す。最小クリアランスは、6 mm (0.2362 in)で
す。

i05920759

燃燃燃料料料系系系統統統－－－プププララライイイミミミンンングググ

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

調整および修理を実施する前に，取扱説明書一
般的な安全注意事項および高圧フュエルライン
を参照してください。

注注注記記記:::フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムににに対対対すすするるるすすすべべべてててののの作作作業業業ででで従従従
ううう必必必要要要がががあああるるる清清清浄浄浄度度度ののの基基基準準準ののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは，，，試試試
験験験おおおよよよびびび調調調整整整マママニニニュュュアアアルルルCCCllleeeaaannnllliiinnneeessssss ooofff FFFuuueeelll
SSSyyysssttteeemmm CCCooommmpppooonnneeennntttsssををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

すべての調整および修理については，必ず適切
な訓練を受けた有資格者が行うこと。

注意
連続して30秒以上エンジンをクランキングしないで
ください。エンジンを再びクランキングする前に、
2分間待って始動モータを冷ましてください。

フュエルシステムに空気が混入した場合，エン
ジンを始動する前にフュエルシステムから空気
を抜く必要があります。次の状態が生じると，
空気がフュエルシステム内に混入することがあ
る。
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• フュエルタンクが空の場合またはフュエルタンク
から燃料を一部抜いた場合。

• 低圧側のフュエルラインが切り離されている場
合。

• 低圧フュエルシステムに漏れがある場合。

• フュエルフィルタを交換した場合。

• エンジンを長期間使用していなかった場合。

手動フュエルプライミングポンプ
フュエルシステムから空気を抜くために，高圧
フュエルラインを緩めないでください。そうし
た手順は不要です。

次の手順でフュエルシステムのエア抜きをす
る。

11.. フュエルシステムからエアを除去するため，
フュエルシステムが正常に作動していること
を確認します。プライマリフィルタが清浄で
土砂が付着していないことを確認します。

22.. フュエル供給バルブ（装着の場合）が「ON」
位置になっているか確かめます。

図
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33.. プライミングポンプハンドル(1)を反時計回
り方向に回してロックを解除します。

注注記記::プライミング中に，フュエルシステムのプラ
イミングに必要な手動操作圧力が増加します。

44.. 手動式プライミングポンプを2分間作動させ
ます。 2分が経過すると，システムのプライ
ミングが完了し，エンジンの始動準備が整い
ます。プライミングハンドルをポンプ(2)の
ボディに固定して，ハンドルをロックしま
す。ハンドルを押し込み，時計回り方向に回
してロックします。

注注記記::プライミングハンドル(1)が所定位置に正しく
ロックされていることを確認してください。 プライ
ミングハンドルが所定位置にロックされていない場
合，フュエルシステムへの燃料の流れが遮断されま
す。

55.. エンジンスタータを作動させて，エンジンを
クランクします。 エンジンが始動したら，エ
ンジンをローアイドルで5分以上運転しま
す。エンジンをローアイドルで運転すること
によって，フュエルシステムから空気を確実
に取り除くことができます。

66.. エンジンが始動しない場合，手順2 ~ 5を繰り
返します。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に10分間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放してください。 必要な場合は，細部の調整を
行う。低圧燃料系統からの漏れおよび冷却，潤
滑またはエアシステムからの漏れをすべて修理
する。漏れが生じている高圧燃料ラインはすべ
て交換する。詳細については，分解と組立フュ
エルインジェクションライン - 取付けを参照す
る。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の
点検手順を実施して流体が身体を貫通する危険
を回避してください。取扱説明書General
hazard Informationを参照してください。

注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。低圧フュエルシステムのメンテ
ナンスを実施する場合には，必ず事前にセカンダリ
フュエルフィルタからの排出を行ってください。

エンジンが始動しない場合は，トラブルシュー
ティングEngine Cranks but will not Startを参
照してください。
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電動プライミング
注意

連続して30秒以上エンジンをクランキングしないで
ください。エンジンを再びクランキングする前に、
2分間待って始動モータを冷ましてください。

フュエルシステムから空気を抜くために，高圧
フュエルラインを緩めないでください。そうし
た手順は不要です。

11.. フュエル･システムが正常に作動しているこ
とを確かめる。フュエル供給バルブ（装着の
場合）が「ON」位置になっているか確かめま
す。

図
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代表例

22.. 保護キャップ(1)を取り外します。バルブ(2)
を押して空気を抜きます。 Perkins では，適
切な長さの汚れのないホースが取り付けられ
たタイヤインフレータを使用することを推奨
しています。図56 をご参照ください。

図
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(A) 汚れのないホースの接続部
(B) インフレータ

33.. バルブ(2)にツール(B)を取り付けた状態で，
キースイッチを「ON」位置にします。フィル
タ(3)の底部にあるボウルが燃料でいっぱい
になったら，ツール(B)を取り外すことがで
きます。保護キャップ(1)が取り付けられて
いることを確認します。

44.. キースイッチを「ON」位置に回すと，リレー
(4)によって電動プライミングポンプが2分間
作動します。 2分が経過したら，キースイッ
チを回してスタータを作動させ，エンジンを
クランクします。 エンジンが始動しない場合
は，キースイッチを「OFF」にしてから再び
「ON」にし，1分30秒間エンジンが始動する
のを待ちます。

55.. エンジンが始動したら，エンジンをローアイ
ドルで5分以上運転します。エンジンをロー
アイドルで運転することによって，フュエル
システムから空気を確実に取り除くことがで
きます。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に10分間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放してください。 必要な場合は，細部の調整を
行う。低圧燃料系統からの漏れおよび冷却，潤
滑またはエアシステムからの漏れをすべて修理
する。漏れが生じている高圧燃料ラインはすべ
て交換する。詳細については，分解と組立フュ
エルインジェクションライン - 取付けを参照す
る。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の
点検手順を実施して流体が身体を貫通する危険
を回避してください。取扱説明書General
hazard Informationを参照してください。
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注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。低圧フュエルシステムのメンテ
ナンスを実施する場合には，必ず事前にセカンダリ
フュエルフィルタからの排出を行ってください。

エンジンが始動しない場合は，トラブルシュー
ティングEngine Cranks but will not Startを参
照してください。

i05920789

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
（（（ウウウォォォーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタ）））エエエレレレ
メメメンンントトト －－－ 交交交換換換

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注注注記記記:::フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムににに対対対すすするるるすすすべべべてててののの作作作業業業ででで従従従
ううう必必必要要要がががあああるるる清清清浄浄浄度度度ののの基基基準準準ののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは，，，試試試
験験験おおおよよよびびび調調調整整整マママニニニュュュアアアルルルCCCllleeeaaannnllliiinnneeessssss ooofff FFFuuueeelll
SSSyyysssttteeemmm CCCooommmpppooonnneeennntttsssををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

111... このメンテナンスは，燃料供給バルブ（装着
の場合）を「OFF」位置に回してから実施し
ます。

222... ウォータセパレータの下に適切な容器を置き
ます。こぼれた燃料はすべて拭き取ります。
ウォータセパレータの外側を清掃します。

図
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g03352638

代表例

333... 接続部(2)に適切なチューブを取り付け，ド
レーンバルブ(1)を開いてフィルタから燃料
を排出します。溶液を容器に排出させます。
チューブを取り外します。

図
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g03352754

代表例
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444... 電気コネクタ(8)を切り離し，手でコネク
ティングボウル(7)を取り外します。古いOリ
ングシール(6)を取り外します。コネクティ
ングボウル(7)を清掃します。

555... 適切なツールを使用して，フュエルフィルタ
(5)を取り外します。

666... 新品のフィルタのOリングシール(4)を清浄な
エンジンオイルで潤滑します。新品のスピン
をフュエルフィルタ(5)に取り付けます。 Oリ
ングシールがオイルフィルタベース(3)に接
触するまでフィルタを回転させます。フィル
タは，3/4回転させる必要があります。

777... 新品のOリングシール(6)をコネクティングボ
ウル(7)に取り付けます。 Oリングシール(6)
を清浄なエンジンオイルで潤滑し，コネク
ティングボウルを手で締め付けます。 Oリン
グシールがフィルタに接触したら，コネク
ティングボウルを3/4回転させて締め付けま
す。

888... 電気コネクタ(8)を取り付けます。容器を取
り外し，燃料を各地域の規制に従って廃棄し
ます。必要に応じて，燃料供給バルブを
「ON」位置に回します。

999... セカンダリフィルタは，プライマリフィルタ
と同時に交換する必要があります。取扱説明
書フュエルシステム，フィルタの交換を参照
してください。

i05920757

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
／／／ウウウォォォーーータタタ／／／セセセパパパレレレーーータタタ －－－ 排排排
出出出

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

注意
ウォータ･セパレータ･エレメントは、通常のエンジ
ン運転中は吸引状態になっています。燃料系統に空
気が入るのを防ぐため、ドレーン･バルブがしっか
り締まっていることを確かめてください。

注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。

手動式プライミングポンプを取り付けた状態で
プライマリフュエルフィルタから燃料を排出す
る場合も同じ方法で行ってください。

図
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g03352638

代表例

111... ウォータセパレータの下に適切な容器を置
き，排出される液体を受けます。

222... 接続部(2)に適切なチューブを取り付けま
す。

333... ドレーンバルブ(1)を開き，フィルタから液
体を排出します。
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444... 清浄な燃料が排出されるようになったら，ド
レーンバルブを手だけの力でしっかりと締め
付けます。

555... チューブを取り外します。液体を各地域の
規制に従って廃棄します。エンジンを運転す
る前にフィルタが乾燥していることを確認し
てください。

i05920760

燃燃燃料料料系系系統統統セセセコココンンンダダダリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
－－－ 交交交換換換

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注注注記記記:::フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムのののあああらららゆゆゆるるる整整整備備備にににおおおいいいててて遵遵遵
守守守すすすべべべききき清清清浄浄浄度度度基基基準準準ののの詳詳詳細細細ははは，，，作作作動動動原原原理理理，，，試試試験験験おおお
よよよびびび調調調整整整フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムコココンンンポポポーーーネネネンンントトトののの清清清浄浄浄
度度度ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

注意
汚れが燃料系統に入らないように注意してくださ
い。取り外す燃料系統構成部品の周囲は特に念入り
に清掃してください。取り外した燃料系統構成部品
には適切なカバーを取り付けてください。

注意
エンジンの運転停止後，低圧フュエルシステムはあ
る程度の時間加圧されている場合があります。低圧
フュエルシステムの動作圧力は500 kPa (73 psi)にな
ることがあります。

注注注記記記:::両方のフュエルフィルタエレメントを交換す
る必要があります。

エレメントの取外し

111... 燃料供給バルブ（装着の場合）が「OFF」位
置になっていることを確認します。フュエル
フィルタの下に適切な容器を置き，こぼれ落
ちる燃料を受けます。こぼれた燃料はすべて
拭き取ってください。

図
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g03353094

代表例

222... 接続部(4)に適切なチューブを取り付けま
す。ドレーンバルブ(3)を反時計回り方向に
回します。 2回転させる必要があります。

333... 燃料を適切な容器に排出し，チューブを取り
外します。

444... フィルタボウル(2)をフィルタボディ(1)から
取り外します。フィルタボウルを反時計回り
方向に回してアセンブリを取り外します。
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図
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g03353105

代表例

555... フィルタエレメント(5)を反時計方向に回し
て，フィルタエレメントを取り外します。
フィルタボウルを清掃します。

エレメントの取付け

図
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g03353115

代表例

111... フィルタエレメントのねじ部(7)をねじ部(6)
に配置します。新品のフィルタエレメントを
回し，ドレーンバルブ(3)を手で締め付けま
す。

222... フィルタエレメント(5)のシールを清浄なエ
ンジンオイルで潤滑します。フィルタアセン
ブリを取り付ける前にフィルタボウル(2)に
燃料を入れないでください。

333... フィルタアセンブリを取り付けるときに工具
を使用しないでください。このアッセンブリ
を手で締め付ける。フィルタボウル(2)を取
り付けます。フィルタボウルを，フィルタボ
ウルが爪にロックされるまで時計方向に回し
ます。

444... これで，フィルタアセンブリ(A)は完成で
す。フィルタアセンブリ(B)についても，同
じ手順を実施します。

555... プライマリフィルタも新しく交換した場合
は，両方のフィルタエレメントを新品のフィ
ルタエレメントに交換したらフュエルシステ
ムをプライミングできます。必要に応じて，
燃料供給バルブを「ON」位置に回します。

666... フュエルシステムのプライミングを行いま
す。詳細は，取扱説明書フュエルシステム，
燃料系統のプライミングを参照してくださ
い。

i04822082

燃燃燃料料料タタタンンンククク内内内ののの水水水おおおよよよびびび沈沈沈殿殿殿物物物
--- 排排排出出出

注意
製品の点検,保守整備,試験,調整および修理作業中
に液体類がこぼれないようにしてください。液体類
の入っている部分を開いたり、液体類の入っている
構成部品を分解する際には、液体類を回収する適切
な容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

燃料タンク
燃料の品質はエンジンの性能と耐用年数に係わ
る重要な要素です。燃料中に水が混入している
と、燃料系統に極度の摩耗を起こすことがあり
ます。
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燃料タンクの充填中に、燃料に水が混入するこ
とがあります。

燃料が加熱され、冷却されると結露が起きま
す。この結露は、燃料が燃料系統を通過して燃
料タンクに戻るときに発生します。これにより
燃料タンクに水が溜まります。燃料タンクの水
抜きを定期的に実施し、信頼できる燃料供給元
から燃料を入手することは、燃料に水分が混入
するのを防ぐのに役立ちます。

水分および沈殿物の排出
燃料タンクは、水および沈殿物をタンクの底か
ら排出できる構造になっています。

燃料タンクの底部にあるドレーン･バルブを開
いて、水および沈殿物を排出してください。ド
レーン･バルブを閉めててください。

燃料は毎日点検してください。燃料タンクに燃
料を充填した後、タンクから水と沈殿物を排出
する前に5分間待ってください。

毎日、運転後には燃料補給を行い、湿った空気
をタンクから追い出してください。これは結露
の防止に役立ちます。タンクの一番上まで燃料
を充填しないでください。燃料は温まると膨張
します。タンクから燃料がこぼれる可能性があ
ります。

燃料タンクによっては、水分や沈殿物が供給パ
イプ先端より下に溜まるように配置された供給
パイプを持つものがあります。また一部の燃料
タンクには、タンク底から直接燃料を取り出す
構造の供給配管を持つものがあります。エンジ
ンにこのシステムが採用されている場合は、燃
料系統フィルタを定期的に保守整備することが
重要です。

燃料貯蔵タンク
次の時点で、燃料貯蔵タンクから水および沈殿
物を排出してください。

• 毎週

• 整備時

• タンク充填時

これにより水分または沈殿物が、燃料貯蔵タン
クからエンジンの燃料タンクに汲み出されるこ
とを防止できます。

大容量貯蔵タンクを移動した場合や補給した場
合は、沈殿物が落ち着くよう、エンジンの燃料
タンクに補給するまでに充分時間を置きます。
大容量貯蔵タンク中の内部バッフルも沈殿物を
捕捉するのに役立ちます。貯蔵タンクからポン
プ圧送される燃料を濾過すると、燃料の品質確
保に役立ちます。可能な場合は、ウォータ･セ
パレータを使用してください。

i02570726

ホホホーーースススおおおよよよびびびクククララランンンプププ －－－ 点点点検検検
／／／交交交換換換

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

運転中のエンジンを点検する場合は、液体によ
る貫通事故を防止するため、必ず正しい手順に
従ってください。 本取扱説明書安全に関する一
般事項をご参照ください。

次の状況により発生する漏れがホースに起きて
いないか点検してください。

• 亀裂

• 軟化

• クランプのゆるみ

亀裂があったりや軟化したホースは交換してく
ださい。ゆるんでいるクランプをすべて締め付
けてください。

次の項目を点検してくだい。

• フィッチング端の損傷や漏れ

• 外側カバーのすりむけや切傷

• 補強ワイヤの露出

• 外側カバーの部分的な膨張

• ホース加撓部の折れ曲がりや潰れ

• 外側カバーにめり込んだ外装部

定トルク式ホース･クランプを、標準ホース･ク
ランプの代わりに使用することができます。定
トルク式ホース･クランプを使用する場合、標
準クランプと同サイズであることを確かめてく
ださい。

温度変化が激しいと、ホースは硬化します。
ホースの硬化は、クランプのゆるみの原因にな
ります。これにより漏れが生じる恐れがありま
す。定トルク式ホース･クランプを使用する
と、ホース･クランプのゆるみを防ぐのに役立
ちます。
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装備方法は異なることがあります。違いは次の
要素により左右されます。

• ホースの種類

• 継ぎ手材質の種類

• 予想されるホースの伸縮の程度

• 予想されるフィッチングの伸縮の程度

ホースおよびクランプの交換
燃料ホース（装備の場合）の交換については、
OEMの情報をご参照ください。

以下では、冷却水用ホースの標準的な交換方法
を説明しています。冷却系統および冷却系統用
ホースに関する詳細については、OEMの情報を
ご参照ください。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止してください。エンジンが
冷めるまで待ってください。

222... 冷却系統フィラー･キャップを徐々にゆる
め、圧力をすべて解放してください。冷却系
統フィラー･キャップを取り外してくださ
い。

注注注記記記:::冷却水を、適切な汚れていない容器に排出し
てください。 冷却水は再利用することができます。

333... 交換しようとするホースより下に水位が到達
するまで冷却系統から冷却水を排出してくだ
さい。

444... ホース･クランプを取り外してください。

555... 古いホースを取り外してください。

666... 古いホースを新品のホースに交換してくださ
い。

777... トルク･レンチを使ってホース･クランプを取
り付けてください。

注注注記記記:::適切な冷却水については、本取扱説明書液体
類の推奨事項の項をご参照ください。

888... 冷却系統に冷却水を補充してください。冷
却系統の補充に関する詳細については、OEM
の情報をご参照ください。

999... 冷却系統フィラー･キャップの汚れを落とし
てください。冷却系統フィラー･キャップの
シールを点検してください。シールが損傷し
ている場合は、冷却系統のフィラー･キャッ
プを交換してください。冷却系統フィラー･
キャップを取り付けてください。

111000... エンジンを始動してください。冷却系統に
漏れがないか点検してください。

i04152083

ラララジジジエエエーーータタタ --- 清清清掃掃掃

注注注記記記:::使用環境の状況に合わせて清掃の頻度を調整
してください。

損傷したフィン、,腐食、,ほこり、,グリー
ス、,虫類、,枝葉、,オイル、およびおよび
その他の異物がないかラジエータを点検してく
ださい。必要であればラジエータを清掃しま
す。

エエエアアア圧圧圧力力力ででで人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

次次次ののの正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。 圧圧圧縮縮縮エエエアアアををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護
マママスススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

首首首折折折式式式エエエアアア･･･ノノノズズズルルルををを使使使用用用しししたたた場場場合合合ののの最最最大大大清清清掃掃掃エエエアアア
圧圧圧力力力ははは、、、222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))まままでででににに制制制限限限しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

粘着性のない異物は、圧縮空気を使用して取り
除くことを推奨します。ファンの空気流と反対
方向から圧縮空気を吹きつけます。フィンに対
して、ノズルの位置を約 6 mm (0.25インチ)に
保ってください。 エア･ノズルをチューブに
沿って平行にゆっくり動かしてください。この
動きでチューブの間にある異物が取り除かれま
す。

この清掃で、加圧水を使用しても構いません。
清掃用に使用する加圧水は、 275 kPa (40 psi)
を超えてはなりません。付着した泥を柔らかく
するには、加圧水を使用してください。両側か
らコアの汚れを落としてください。
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グリース除去剤とスチームを使って、オイルと
グリースを取り除いてください。 コアの両側に
付着した汚れを落としてください。洗浄剤とお
湯を使ってコアを洗ってください。コアを清水
で完全に洗い流してください。

清掃が終わったら、エンジンを始動して高速ア
イドル回転数まで加速します。これを行うと、
異物の除去とコアの乾燥に役立ちます。エンジ
ンを停止してください。コアの汚れを検査する
ために、コアの後ろ側から電球で照らします。
必要であれば、清掃を繰り返します。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“コーム”を使って元の形状に
戻してください。溶接、,マウンチング・ブラ
ケット、,エア・ライン、,接続、,クランプ、
およびおよびシールが良好な状態であるか点検
してください。必要に応じて修理してくださ
い。

i02657834

始始始動動動モモモーーータタタ －－－ 点点点検検検

パーキンス社では、始動モータの定期点検を
推奨しています。始動モータが故障した場合
は、非常時にエンジンが始動しない恐れがあり
ます。

始動モータが正しく作動することを確認してく
ださい。電気接続部を点検し、清掃してくださ
い。点検手順および仕様の詳細については、シ
ステム運転、試験および調整マニュアル電気始
動システム－試験を参照するか、あるいは最寄
のパーキンス社販売店、またはパーキンス社
特約代理店にご相談ください。

i05920796

タタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャ－－－点点点検検検

ターボチャージャについては，定期的に目視点
検を行うことを推奨します。エンジン運転中の
ターボチャージャ故障は，ターボチャージャコ
ンプレッサホイールやエンジンを損傷させる可
能性があります。ターボチャージャコンプレッ
サホイールの損傷は，ピストン，バルブ，シリ
ンダヘッドにも損傷の範囲を広げる場合があり
ます。

注意
ターボチャージャ･ベアリングが故障すると、大量
のオイルが吸気システムおよび排気システムに流れ
込む恐れがあります。エンジンの潤滑が滞ると、エ
ンジンに深刻な損傷が生じる恐れがあります。

低速アイドル回転数で長時間運転したために少量の
オイルがターボチャージャに入っても、ターボ
チャージャ･ベアリングが故障しない限り問題は起
こりません。

大幅なエンジン性能の低下（煙が排出される、また
は負荷なしでrpmが上昇する）を伴うターボチャー
ジャ･ベアリングが故障した場合は、ターボチャー
ジャを交換するまでエンジンの運転を停止してくだ
さい。

ターボチャージャの目視点検により，予定外の
運転休止を最小限に抑えることができます。ま
た，ターボチャージャの目視点検により，他の
エンジン部品が損傷する潜在的な可能性も抑制
できます。

取外しと取付け
取外し，取付け，交換に関するオプションにつ
いては，CAT ディーラにお問い合わせくださ
い。詳細については，分解および組立
Turbocharger - Remove and Turbocharger -
Installおよび作動原理，試験および調整
Turbocharger - Inspectを参照してください。

点検
注意

ターボチャージャのコンプレッサ･ハウジングを、
点検やコンプレッサの清掃のためにターボチャー
ジャから取り外さないでください。

111... ターボチャージャの排気アウトレットからパ
イプを取り外し，ターボチャージャへのエア
インテイクパイプを取り外します。パイプに
オイルが付着していないか目視点検します。
再組立中に汚れが侵入しないようにパイプの
内側を清掃します。

222... ターボチャージャに明らかな熱変色がないか
点検します。ボルトの緩みや欠落がないか点
検します。オイル供給ラインおよびオイルド
レーンラインに損傷がないか点検します。
ターボチャージャのハウジングに亀裂がない
か点検します。コンプレッサホイールが自由
に回転できるか確認します。

333... オイルが付着していないか点検します。オ
イルがコンプレッサホイールの裏面から漏れ
ている場合は，ターボチャージャオイルシー
ルに不具合が発生している恐れがあります。
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オイルの付着は，エンジンのローアイドルで
の長時間運転の結果である場合があります。
オイル付着の原因は，エアインテイクライン
の閉塞（エアフィルタの目詰まり）の場合も
あり，こうした状況はターボチャージャの機
能を低下させます。

444... タービンアウトレットのハウジングボアが腐
食していないか点検します。

555... エアインテイクパイプおよび排気アウトレッ
トパイプをターボチャージャのハウジングに
対して確実に固定させてください。すべての
クランプが正しく取り付けられ，確実に固定
されていることを確認します。

i05273545

見見見回回回りりり点点点検検検

エンジンの漏れおよび接続の緩みの
点検
通常，1回の見回り点検に要する時間は数分程
度です。これらの点検を行うことは，費用のか
かる修理や事故の回避に寄与します。

エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エ
ンジンの始動前にエンジンコンパートメントを
入念に点検してください。オイルやクーラント
の漏れ，ボルトの緩みや摩耗，接続部の緩み，
ゴミの堆積などがないか点検します。必要に応
じて修理を行います。

• ガードは適正な位置になければなりません。 損
傷した保護ガードは補修し，欠損している保護
ガードは交換します。

• システムの汚染を防ぐため，エンジン整備の開始
前にはキャップおよびプラグの汚れをすべて拭き
取っておきます。

注意
液体の種類（冷却水、潤滑油、燃料）を問わず、漏
れが生じているときは、液体を清掃してください。
漏れが発見された場合は、発生源を突き止め、漏れ
を修理してください。液体漏れが疑われる場合は、
漏れの発生源を突き止めて修理するか、漏れの疑い
が晴れるまでは、推奨頻度よりも頻繁に液体レベル
を点検してください。

注意
エンジンに付着したグリースやオイルの蓄積は，火
災事故の原因となります。付着したグリースやオイ
ルの蓄積は，すべて除去してください。詳細は，本
取扱説明書エンジンの清掃を参照してください。

• クーリングシステムのホースが正しく確実に固定
されていることを確認します。 漏れがないか点
検する。 すべてのパイプの状態を点検します。

• ウォータポンプのクーラント漏れを点検します。

注注注記記記:::ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。 エン
ジンが冷えて，部品が収縮するにつれ，少量の漏れ
が発生するが，これは異常ではない。

著しくクーラントが漏れている場合は，ウォー
タポンプシールの交換が必要な場合がありま
す。ウォータポンプの取外しおよびウォータポ
ンプやシールの取付けについては，分解および
組立マニュアルWater Pump - Remove and Install
を参照するか，Perkins ディーラまたは
Perkins の代理店にお問い合わせください。

• フロントクランクシャフトシール，リアクランク
シャフトシール，オイルパン，オイルフィルタ，
ロッカカバーの潤滑系統に漏れがないか点検しま
す。

• フュエルシステムに漏れがないか点検する。
フュエルラインのクランプや結束部に緩みがない
か点検します。

• エアインテイクシステムのパイプおよびエルボに
ついて，亀裂やクランプの緩みがないか点検しま
す。 ホースおよびチューブについて，他のホー
スやチューブおよびワイヤリングハーネスとの接
触がないか確認します。

• オルタネータベルトおよびアクセサリドライブベ
ルトについて，亀裂や破損その他の損傷がないか
点検します。

複溝プーリのベルトは，セットで交換しなけれ
ばなりません。セットのうち1本のベルトだけ
交換すると，そのベルトには交換しなかったベ
ルトより大きな負荷がかかることになります。
古いベルトは引き伸ばされているからです。新
しいベルトに過剰な負荷がかかると，ベルトが
破断する危険性があります。
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• 清浄な燃料のみをフュエルシステムに供給させる
には，フュエルタンクからの水および沈殿物の除
去を日常的に行う必要があります。

• 配線およびワイヤリングハーネスについて，接続
部の緩みおよびワイヤの摩耗や擦切れがないか点
検します。

• アースストラップについて，接続や形状に不良が
ないか点検します。

• バッテリ充電器については，スタータモータのド
レイン電流に対して保護されていないものはすべ
て切り離しておきます。 エンジンのバッテリに
ついては，メンテナンスフリーでない場合，バッ
テリの状態および電解液レベルを点検します。

• ゲージ類の状態を点検します。 ひび割れている
ゲージ類は交換してください。 正しく較正でき
なくなったゲージ類は交換してください。

i05920787

ウウウォォォーーータタタ･･･ポポポンンンプププ --- 点点点検検検

ウォータポンプの故障は，エンジンに過度な
オーバーヒートを引き起こす原因となり，次の
ような状況を誘発する可能性があります。

• シリンダヘッドの亀裂

• ピストンの焼き付き

• その他エンジンへの潜在的損傷

図

63

g03364302

(A) 水抜き穴
(B) ベント穴

注注注記記記:::ウォータポンプシールは，クーリングシステ
ムのクーラントによって潤滑されています。 通常，
シールから少量のクーラントが漏れ出ます。 水抜き
孔と通気孔の位置については，図63 を参照してくだ
さい。

ウォータポンプに漏れがないか目視点検する。

注注注記記記:::エンジンクーラントがエンジン潤滑システム
に侵入した場合は，潤滑オイルおよびエンジンオイ
ルフィルタを交換する必要があります。 交換するこ
とで，クーラントによる汚染を除去し，オイルサン
プルが不規則になるのを防止します。

ウォータポンプは，修理できない部品です。新
しいウォータポンプの取付けについては，分解
および組立マニュアルWater Pump - Remove and
Installを参照してください。
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保証編

保証情報
i02657880

有有有害害害排排排出出出ガガガススス保保保証証証情情情報報報

このエンジンは、製造時に法律で制定されてい
る有害排気ガス成分基準とガス状排出基準に適
合認定されており、有害排気ガス成分保証の対
象になります。ご使用のエンジンが有害排気
ガス成分規制認定を受けているか、また有害排
気ガス成分規制保証の対象になるかの判定につ
いては、最寄のパーキンス 社販売店、または
パーキンス社特約代理店にご相談ください。
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参考情報編

参考資料
i05156918

エエエンンンジジジンンンののの保保保護護護プププララランンン
(延長サービス契約)

延長サービス契約は，数分で購入でき，何年間
も保護を保証できる。

ESC（Extended Service Contract，延長サービ
ス契約）では，想定外の修理が必要となった場
合に生じる経費を，エンジンが再稼働できるま
でカバーされる。通常の保証延長サービスとは
異なり，Perkins Platinum ESCでは，あらゆる
コンポーネントの故障からの保護が対象とな
る。

安心を保証するためのESCの料金は，日額0.03
ポンド/0.05ドル/0.04ユーロからと設定されて
いる。

延長サービス契約を購入すべき理由

111... 想定外に生じる修理費用のトータル保護（部
品，人件費，旅費）。

222... Perkins のグローバルネットワークによる継
続的な製品サポート。

333... Perkins の純正部品によるエンジン性能の維
持。

444... 熟練した整備担当者による修理の実施。

555... 車両転売時に補償も併せて譲渡可能。

柔軟な補償範囲設定により，Perkins 製エンジ
ンに対して適正な保護を施せる。 補償は2年/
1,000時間から10年/40,000まで延長可能。

ESCの購入は，通常補償の期間中であれば最終
日も含めて任意の時点で可能。

Perkins の各代理店にて，高い訓練を積んだ経
験豊かなPerkins 製品サポートサービスメカ
ニックが確保されている。サポートサービスの
提供は24時間態勢で用意されており，エンジン
が再稼働できるまでのダウン時間を最小化。
ESCの購入者は，これらのメリットをすべて享
受できる。

延長サービス契約の購入手続きは，迅速かつ単
純。料金については，各地域のPerkins の代理
店に問い合わせれば，即座に見積りを提示。近
在のPerkins の代理店については，下記アドレ
スにて確認のこと。

www.perkins.com

注意
エンジンの種類および用途によって内容は異なる場
合がある。
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製製品品おおよよびび特特約約代代理理店店情情報報

注記: 製品識別プレート取り付け位置に関しては、”取扱説明書”の製品識別情報をご参照ください。

納納品品日日::

製製品品情情報報

機種:

製品識別番号:

エンジン・シリアル番号:

トランスミッション・シリアル番号:

発電機シリアル番号:

付属装置シリアル番号:

付属装置情報:

顧客装置番号:

特約代理店装置番号:

特特約約代代理理店店情情報報

店名: 支店:

住所:

特約代理店連絡先 電話番号 営業時間

販売:

部品:

整備:
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